
精神・発達障害者の就労をサポートするお役立ちマガジン

メ
ン
タ
ー

Topics:　「働き方改革」時代の精神・発達障害者の雇用を考える
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特別座談会：職場でメンタル不調者と向き合い、本人の就労を支えるために
　　　　　　～ 求められる視点とツールの活用 ～
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資料・冊子等名称 頒布価格
（税込み） 注文部数 本体合計額

平成29年度版　都道府県・政令市における社会
適応訓練事業の実施状況と精神障害者の就労支
援施策の実施状況に関する調査報告書

2,800 円 部 円

平成29年度  JKA補助事業  年次事業報告書
精神・発達障害者の就労定着のために 　800 円 部 円

団　体　名

担当部署名 担当者名

ご　住　所 〒

ＴＥＬ/FAX メール
アドレス

ご注文者情報

ご注文書

平成31年
３月

刊行予定！

の刊行物

平成 29 年度  JKA補助事業  年次事業報告書
「精神・発達障害者の就労定着のために」
～ 職場の対話と当事者のセルフ・コントロール、そして地域のネットワークをめぐって ～

平成29年度版　都道府県・政令市における社会適応訓練事業の実施状況と
精神障害者の就労支援施策の実施状況に関する調査報告書

06-6307-1313

お支払方法と発送手数料含めた合計金額をお知らせ致しますので、連絡先をご記入ください。

NPO法人 全国精神保健職親会（vfoster）　TEL：06-6307-1616  e-mail：info@vfoster.org

このページをコピーしてFAXください。 FAX
送信先：

お問合せ：

●第 1 章：平成29年度 調査票調査まとめ　（巻末資料付き）
　平成18年度より例年実施してきた調査票調査、その平成29年度版取りまとめ
●第 2 章：ヒアリング調査まとめ
　調査活動12年目にして、4 自治体へのヒアリング調査を初めて実施
●第 3 章：特別座談会　精神障害者の就労支援における今日の課題と今後の施策のあるべき方向性への提言
　出席者：金子 鮎子 調査委員（NPO法人 全国精神保健職親会 常務理事、特定非営利活動法人ストローク会 副理事長）
　　　　  大場 俊孝（NPO法人 全国精神保健職親会 常務理事、株式会社大場製作所 代表取締役）
　　　　  舘 　暁夫（NPO法人 全国精神保健職親会 理事、西南学院大学 人間科学部・社会福祉学科 教授）
　　　　  佐藤 　宏 調査委員（元・職業訓練大学校教授）
　　　　  福田 祐典（前・厚生労働省 健康局長（元・精神・障害保健課長））
　 　　　 進行： 三原 卓司 調査委員（NPO 法人全国精神保健職親会 事務局）
●あとがきにかえて：金子 鮎子（平成29年度調査 調査委員、NPO法人 全国精神保健職親会 常務理事）

NPO 法人全国精神保健職親会（旧称：特定非営利活動法人全国精神障害者就労支援事業所連合会）が平成
18年度から毎年実施してきた、全国自治体における「精神障害者社会適応訓練事業」の実施状況および就労
支援施策調査、その集大成となる平成29年度調査報告書。例年の調査票調査にヒアリング調査、さらに、こ
れまでの活動を総括する目的で開催した座談会の模様を完全収載！！精神障害者の就労支援における今日の課題
と今後の雇用施策のあるべき方向性を、30年に渡る実践者たちが提言する必読の記録！！

（本調査は、平成29年度 公益財団法人大同生命厚生事業団による 「地域保健福祉研究助成」 の助成を得て、
実施されたものです）

●法人概要と事業趣旨
●事業報告会ダイジェスト（平成 30 年 1 月26日）
　　特別講演：認知行動療法研修開発センター　理事長 大野 裕
　　　「認知行動療法とこころのスキルアップトレーニング【ここトレ】」
　　実践報告：「雇用マネジメントシステム『SPIS』を活用した職場内の対話」
　　　　　　　（当事者と上司によるSPIS 体験発表、支援者を交えたトークセッション）
　　シンポジウム：「精神・発達障害者の就労定着のために　～職場内の対話と当事者のセルフ・コントロール～」
　　　　　　　　（雇用企業、就労支援機関、医療機関の視点からみた SPIS）
●地域セミナー レポート、（京都、東京、仙台、北九州、福岡、飯塚）
●資料編（SPIS のシステム概要、精神・発達障害者の就労支援施策）ほか

事業報告書

平成29年度 公益財団法人JKA 補助事業

精神・発達障害者の
就労定着のために

～ 職場の対話と当事者のセルフ・コントロール、

　 そして地域のネットワークをめぐって ～
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　平成 30 年 4 月に精神障害者の雇用が義務化されました。就労を通じた当事者の社会参加が進むことが期
待される一方、中央省庁や地方自治体における障害者雇用者数の水増し問題が取り沙汰されています。国
の行政機関における障害者数は 6,867.5 人から 3,460.0 人も減少（実雇用率は 2.49％から 1.19％に減少）する
など、障害者雇用率制度の根幹を揺るがす虚偽報告は憂慮すべき事態と言えるでしょう。
　この問題に対して私たちは、昨年 8 月 29 日付けで公益社団法人全国精神保健福祉会（みんなねっと）、
認定ＮＰＯ法人地域精神保健福祉機構（コンボ）との三者連名で、総理大臣宛の要望書を提出しました。
私たちの願いは、沢山の当事者が就労を通じて自分らしさや自信を再発見して障害の軽減につなげること

と、当事者を支える雇用現場が誰にとっても働きやすい職場づくりを実現すること
です。これからも原点を忘れず活動に邁進していきたいと考えております。

　平成 30 年 2 月
　ＮＰＯ法人  全国精神保健職親会　事務局長　保坂 幸司

Cotents:　もくじ

Topics:　「働き方改革」時代の精神・発達障害者の雇用を考える

探訪！ジョブサイト  Job Site Explorer
 ～ 精神・発達障害者の雇用を支える取り組み紹介 ～
　　　　　Part1.  在宅勤務で社会とつながる　　古書　夢屋

　　　　　　　　　　代表インタビュー：中村 修さん

　　　　　　　　　　当事者インタビュー：ロアさん

　　　　　Part2.  地域で取り組む「短時間雇用創出プロジェクト」
　　　　　　　　　■「IDEA モデル」による「超短時間雇用」の概略

　　　　　　　　　■ 行政機関として「超短時間雇用」にかける思い
　　　　　　　　　　 神戸市保健福祉局　局長　三木 孝さん　

　　　　　　　　　■ 地域の雇用活性化につなげる就労支援
　　　　　　　　　　 社会福祉法人 すいせい

　　　　　　　　　■ それぞれの雇用現場から
　　　　　　　　　　　その１：株式会社三協パーツ商会
　　　　　　　　　　　その２：喫茶レストラン　ブラジル

特別座談会：職場でメンタル不調者と向き合い、本人の就労を支えるために
　　　　　 　～ 求められる視点とツールの活用 ～

平成30年度  ＪＫＡ補助事業 活動報告

編集後記

表紙写真：宮城県栗原市・伊豆沼の朝日　撮影：三原卓司

04

10
11
13

15
17

20

23
26

28

34

42

創刊２号 刊行によせて
精神・発達障害者の就労をサポートするお役立ちマガジン



04

「働き方改革」時代の
精神・発達障害者の
雇用を考える

　

平
成
30
年
４
月
の
改
正
障
害
者
雇
用
促
進
法
の
施
行
に
よ
り
精
神
障
害
者

の
雇
用
が
義
務
化
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
い
法
定
雇
用
率
も
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。
既
に
こ
の
10
年
間
で
大
幅
に
増
加
し
て
き
た
精
神
障
害
者
の
就
労
で
す

が
、
こ
の
改
正
に
よ
っ
て
法
的
な
裏
づ
け
が
明
確
に
な
り
ま
し
た
。
就
労
を

通
じ
た
当
事
者
の
社
会
参
加
の
後
押
し
が
期
待
さ
れ
ま
す
が
、
企
業
の
障
害

者
雇
用
の
あ
り
方
や
就
労
支
援
機
関
が
担
う
役
割
や
期
待
に
も
大
き
な
影
響

が
出
て
く
る
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
平
成
30
年
は
障
害
者
雇
用
や
精
神
保
健
を

取
り
巻
く
、
実
に
多
く
の
出
来
事
が
起
こ
っ
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
巻
頭

特
集
で
は
そ
れ
ら
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
今
号
の
テ
ー
マ
へ
の
導
入
を
行
っ

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

社員 10 名の小さなシステム会社。社員の殆どが何らかの障害を
持つ「重度障害者多数雇用事業所」で雇用マネジメントシステ
ム「SPIS」の開発企業でもある。代表取締役の奥脇学さんは「う
ちの会社が存続するためには、皆がしっかり働いてくれないと
いけない。そして社員の成長なくして企業
の成長もありません。経営者の私の仕事は、
社員が成長できる環境をつくることなんで
す」と言います。

（天井から下がるケーブル類は、床面をフラッ
トにする車椅子社員への合理的配慮）

有限会社 奥進システム（大阪府大阪市）

NPO法人 全国精神保健職親会  事務局   三原 卓司 （精神保健福祉士）

Top ic s
　
　
　
特
　
集

写真の企業：
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ど
こ
へ
行
く
？

「
働
き
方
改
革
」

は
じ
め
に
、
表
１
に
は
障

害
者
雇
用
を
取
り
巻
く
こ

の
１
年
ほ
ど
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

を
挙
げ
て
み
ま
し
た
。
障

害
者
の
社
会
参
加
が
進
も

う
と
す
る
一
方
で
、
そ
れ
に

冷
や
水
を
か
け
る
行
政
自

身
の
不
祥
事
も
挙
が
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
表
に
は
載

せ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
精
神

障
害
を
持
つ
家
族
の
相
次

ぐ
監
禁
報
道
な
ど
、
精
神

障
害
への
理
解
不
足
や
行
き

届
か
な
い
支
援
の
現
実
も
見

せ
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ら
は
１
つ
１
つ
が
大
き
な
テ
ー

マ
で
、
決
し
て
簡
単
に
解
決

で
き
る
問
題
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
私
た
ち
は
、

だ
か
ら
こ
そ
精
神
障
害
者
の

就
労
に
は
大
き
な
意
義
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
、
当
事
者
が
就
労
で

賃
金
を
得
る
事
は
究
極
の

社
会
参
加
で
あ
り
、
社
会

的
偏
見
を
解
く
大
き
な一歩

に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
が

１
つ
。
そ
し
て
も
う
１
つ
は
、
精
神

障
害
者
の
雇
用
は
、
職
場
の
精
神

保
健
問
題
と
も
密
接
に
関
係
し
て

い
る
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
す
。

こ
の
内
、
後
者
に
つ
い
て
は
本
誌

創
刊
号
の
巻
頭
特
集
で
、
障
害
者

雇
用
の
経
験
が
薄
い
ほ
ど
職
場
内

の
メ
ン
タ
ル
不
調
者
の
勤
務
状
況
が

安
定
し
な
い
と
い
う
調
査
報
告
を

紹
介
し
ま
し
た
※
。
ま
た
、
一
億

総
活
躍
国
民
会
議
が
平
成
27
年
11

月
に
出
し
た
提
言
の一部
も
引
用
し

て
、「
障
害
者
雇
用
を
進
め
る
の
で

は
な
い
、
皆
が
働
き
や
す
い
職
場
を

作
る
の
だ
」
と
し
て
締
め
括
っ
た
の

で
し
た
。
し
か
し
、
政
府
が
鳴
り

物
入
り
で
喧
伝
し
て
き
た
「
働
き

方
改
革
」
も一筋
縄
で
は
進
み
ま
せ

ん
。
こ
の
１
年
で
目
立
っ
た
報
道
と

言
え
ば
、
裁
量
労
働
制
の
導
入
や

労
働
時
間
の
上
限
、高
度
プ
ロ
フェッ

シ
ョ
ナ
ル
制
度
の
導
入
な
ど
、
手
続

的
な
話
題
が
目
立
ち
、
そ
う
し
た

内
容
に
論
点
が
す
り
替
え
ら
れ
た

か
と
す
ら
思
わ
さ
れ
ま
す
。
で
す

が
、
枠
組
み
や
数
値
目
標
だ
け
設

定
し
た
と
こ
ろ
で
、本
質
的
な
「
働

き
方
」
の
あ
り
よ
う
が
変
わ
ら
な

け
れ
ば
根
本
的
な
解
決
に
は
な
り

ま
せ
ん
。
今
の
日
本
が
置
か
れ
た

社
会
、
経
済
、
雇
用
環
境
全
体
の

中
で
、
何
を
ど
う
改
革
し
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
か
は
、
少

し
掘
り
下
げ
て
み
る
必
要
が
あ
る

で
し
ょ
う
。
そ
の
た
め
の
材
料
は

様
々
に
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、

本
稿
で
は
そ
の
整
理
を
行
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

※
独
立
行
政
法
人 

高
齢
・
障
害
・
求

職
者
雇
用
支
援
機
構 

障
害
者
職
業

総
合
セ
ン
タ
ー　

調
査
研
究
報
告
書 

N
o
・１
２
８
（
２
０
１
６
年
３
月
）　

「
精
神
障
害
者
の
雇
用
に
係
る
企
業

側
の
課
題
と
そ
の
解
決
方
策
に
関
す

る
研
究
」
第
２
章 

第
３
節

「
働
き
方
改
革
」
の

背
景
に
あ
る
も
の　

雇
用
の
問
題
は
経
済
状
況
や

社
会
情
勢
と
密
接
に
リ
ン
ク
し
ま

す
。
ま
し
て
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進

展
し
た
今
日
、
世
界
経
済
の
激
流

に
、
こ
れ
ま
で
雇
用
現
場
を
支
え

て
き
た
シ
ス
テ
ム
が
順
応
で
き
な
く

な
っ
て
い
る
こ
と
は
容
易
に
想
像
で

き
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
ら
は
企
業

の
中
で
、
業
績
不
振
や
度
重
な
る

品
質
管
理
の
偽
装
報
道
に
代
表
さ

れ
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
低
下
な

ど
、
多
く
の
歪
み
と
し
て
噴
出
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
他

人
事
で
は
な
い
こ
と
は
、
皆
さ
ん
が

多
く
の
雇
用
現
場
で
日
々
感
じ
て

お
ら
れ
る
は
ず
。
い
ろ
い
ろ
な
仕
組

み
が
機
能
不
全
を
起
こ
し
て
い
る

こ
と
は
直
感
的
に
お
気
づ
き
で
し
ょ

う
。
本
誌
の
テ
ー
マ
と
の
関
連
で
言

え
ば
、
メ
ン
タ
ル
不
調
を
抱
え
る
従

業
員
の
増
加
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

こ
と
も
無
関
係
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

組
織
を
運
営
し
て
い
る
の
は
そ
の
組

織
で
「
働
く
人
間
」
だ
か
ら
で
す
。

こ
の
困
難
な
時
代
を
乗
り
切
る
に

は
、
働
く
こ
と
の
あ
り
方
そ
の
も
の

が
問
わ
れ
る
時
代
に
な
って
き
た
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
安
倍
政
権
が
提
唱
す
る

「
働
き
方
改
革
」
は
、「
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
」
で
掲
げ
ら
れ
た
「
三
本
の

矢
」、
即
ち
「
大
胆
な
金
融
政
策
」

「
機
動
的
な
財
政
施
策
」「
民
間

投
資
を
喚
起
す
る
成
長
戦
略
」
の

う
ち
、
３
つ
目
の
成
長
戦
略
の
目

玉
施
策
で
あ
る
岩
盤
規
制
改
革
の

「
雇
用
・
労
働
」
分
野
の
中
で
挙

げ
ら
れ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
す
。
日
本

経
済
は
前
２
つ
の
な
り
ふ
り
構
わ
な

い
金
融
財
政
施
策
で
ど
ん
底
を
脱

し
て
き
た
と
は
言
え
そ
う
で
す
が
、

そ
こ
に
生
活
実
感
は
全
く
と
いって

良
い
ほ
ど
伴
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ

は
や
は
り
雇
用
や
賃
金
への
課
題
が

表
１

年 月 トピックス 詳細

平成
30年

４月

改正　障害者雇用促進法の施行 精神障害者の雇用義務化、法定雇用率 2.2％

障害者総合支援法に基づく「就労定着支援事業」の創設 対象：就労移行支援等を利用して一般就労した障害者
利用期間：3 年間

６月 「働き方改革」関連法案の可決

・時間外労働の上限規制（原則、月 45 時間、年 360 時間）
・「同一労働・同一賃金の原則」の適用
  （正規 / 非正規雇用労働者間での不合理な待遇差の禁止）

・「高度プロフェッショナル制度」の創設
・「裁量労働制」適用業務の拡大は見送り

８月 中央省庁での「障害者雇用」水増し問題の発覚 ・国の行政機関で約 3,478.5 人
・地方自治体で 4,734.0 人 の水増し

障
害
者
雇
用
に
か
か
る
直
近
ト
ピ
ッ
ク
ス
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十
分
に
改
善
し
て
い
な
い
か
ら
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
こ
か
ら
先
、

生
活
実
感
と
し
て
経
済
成
長
が
感

じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
「
働

き
方
」
改
革
の
推
進
が
必
須
で
あ

る
と
い
う
の
が
、
今
の
政
府
の
ス
タ

ン
ス
で
す
。
し
か
し
「
働
き
方
」

を
「
改
革
」
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

改
革
す
べ
き
「
働
き
方
」
が
ど
の

よ
う
な
も
の
か
振
り
返
る
必
要
が

あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
そ
れ
は
私

た
ち
が
精
神
障
障
害
者
の
雇
用
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
る
理
由
に
も

リ
ン
ク
し
て
く
る
で
し
ょ
う
。

「
働
き
方
改
革
」
と

「
日
本
的
雇
用
慣
行
」

機
能
不
全
を
起
こ
し
た
日
本
の

雇
用
シ
ス
テ
ム
と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
。
多
く
の
方
の
脳
裏
に
浮
か

ぶ
の
は
、
年
功
序
列
・
終
身
雇
用

の
企
業
家
族
的
な
風
土
の
中
、
男

性
は
フ
ル
タ
イ
ム
の
「
総
合
職
」
と

し
て
モ
ー
レ
ツ
に
働
き
、
女
性
は
フ

ル
タ
イ
ム
の
「
一
般
職
」
と
し
て
そ

こ
そ
こ
働
い
て
、
結
婚
後
は
専
業

主
婦
あ
る
い
は
パ
ー
ト
タ
イ
ム
勤
務

に
移
行
す
る
と
い
っ
た
、「
昭
和
」

の
匂
い
を
感
じ
る
現
代
日
本
人
の

原
風
景
、
そ

の
よ
う
な
家

族
像
に
結
び

つ
い
た
労
働

環
境
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

立
場
や
世
代

で
色
々
な
見

方
は
あ
って
も

最
大
公
約
数

的
と
思
わ
れ

る
こ
の
イ
メ
ー

ジ
は
、
高
度

成
長
期
に
形

作
ら
れ
て
、
バ

ブ
ル
経
済
期

に
そ
の
ピ
ー
ク

が
あ
っ
た
と
言

え
そ
う
で
す
。

そ
の
後
、
バ
ブ

ル
崩
壊
以
降
は

「
失
わ
れ
た

20
年
」
と
呼

ば
れ
る
時
代

と
な
り
、
日
本
の
雇
用
環
境
に
大

き
な
影
を
落
と
し
ま
し
た
。
精
神

保
健
や
雇
用
環
境
を
取
り
巻
く
ト

ピッ
ク
ス
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た

の
も
、
図
１
に
示
す
年
間
３
万
人

前
後
に
も
及
び
自
殺
者
数
や
ニ
ー

ト
の
増
加
と
そ
の
高
齢
化
な
ど
、

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
内
容
が
殆
ど
だ
っ
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
て
「
働
き
方
改
革
」

で
は
、
障
害
者
雇
用
以
外
に
も
病

気
の
治
療
や
子
育
て
・
介
護
等
と

仕
事
の
両
立
、
女
性
や
若
者
が
活

躍
し
や
す
い
環
境
整
備
、
高
齢
者

の
就
業
促
進
な
ど
が
検
討
テ
ー
マ

と
し
て
挙
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

非
正
規
雇
用
の
処
遇
改
善
を
念
頭

に
、「
同
一労
働
同
一賃
金
」
と
い
う

キ
ー
ワ
ー
ド
が
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い

る
こ
と
も
耳
に
し
た
事
が
あ
る
で

し
ょ
う
。
こ
の
「
同
一
労
働
同
一
賃

金
」の
モ
デ
ル
は
欧
米
由
来
で
す
が
、

当
の
欧
米
で
は
雇
用
形
態
で
は
な

く
性
別
や
人
種
間
に
よ
る
処
遇
格

差
の
是
正
が
目
的
で
あ
っ
た
と
さ
れ

ま
す
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
仕
組

み
が
成
立
す
る
に
は
賃
金
の
対
象

と
な
る
職
務
が
明
確
で
あ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
欧
米
で
は
職
務
に

対
す
る
契
約
で
あ
る
「
ジ
ョ
ブ
型
」

雇
用
が一般
的
で
あ
る
た
め
、「
同
一

労
働
同
一賃
金
」
を
進
め
や
す
か
っ

自殺者数：厚生労働省自殺対策推進室 「警察庁の自殺統計に基づく自殺者数の
推移等」より
若年無業者数：総務省統計局　労働力調査（基本集計）　平成 29 年（2017 年）
平均（速報）（平成 30 年１月 30 日）より
若年無業者※：15 ～ 34 歳の非労働力人口のうち家事も通学もしていない者　
※グラフが示す「若年無業者数」には、無業のままの 35 歳以上となった「元・若年
無業者」は含まれないことに注意。

生産年齢人口と高齢者人口の推移
総務省統計局　人口推計データ（平成 29 年 10 月 1 日現在）より

図１

図２

「働き方改革」時代の精神・発達障害者の雇用を考える
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た
背
景
が
あ
り
ま
す
が
、
日
本
の

雇
用
ス
タ
イ
ル
は
組
織
の一
員
と
な

る
こ
と
が
雇
用
契
約
の
主
眼
と
な
る

「
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
型
」
で
す
。

そ
こ
で
日
本
と
欧
米
の
雇
用
慣

行
を
比
較
し
て
み
た
い
の
で
す
が
、

筆
者
に
は
国
内
上
場
企
業
と
欧
州

資
本
の
企
業
の
双
方
で
の
勤
務
歴

が
あ
り
ま
す
。
欧
州
資
本
と
言
っ

て
も
日
本
人
社
員
が
殆
ど
の
中
小

企
業
で
し
た
か
ら
、
日
本
企
業
と

変
わ
ら
な
い
部
分
も
多
く
あ
り
ま

し
た
が
、
本
国
と
や
り
取
り
を
す

る
機
会
は
毎
日
の
よ
う
に
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
中
で
感
じ
た
印
象
を

端
的
に
語
れ
ば
、
欧
米
人
の
仕
事

の
進
め
方
が
非
常
に
合
理
的
だ
と

い
う
こ
と
で
す
。
目
的
に
対
し
て

必
要
な
要
素
を
抽
出
し
て
実
行

し
、
そ
れ
以
外
の
要
素
が
あ
ま
り

入
り
こ
ま
な
い
印
象
で
す
。
例

え
ば
、
新
し
い
事
柄
に
取
り

組
む
際
の
「
事
前
調
整
」
な

ど
で
用
い
る
日
本
語
に
「
根
回

し
」
と
い
う
表
現
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
言
葉
に
は
本
筋
の
調

整
以
外
の
要
素
が
多
分
に
含
ま

れ
、
む
し
ろ
そ
ち
ら
の
方
に
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
注
い
で
い
る
ニュア
ン
ス

す
ら
あ
り
ま
す
。
欧
米
人
の
ビ

ジ
ネ
ス
の
進
め
方
が
合
理
的
と

い
う
の
は
、
こ
う
し
た
こ
と
が
ド

ラ
イ
と
言
う
の
か
シ
ン
プ
ル
で
論

理
的
で
す
。
そ
れ
ら
は
あ
く
ま

で
「
調
整
」「
交
渉
」
で
あ
って
、

「
そ
れ
以
外
の
こ
と
」
が
発
生

す
る
余
地
は
遥
か
に
少
な
く
感

じ
ま
す
。
典
型
的
日
本
企
業
の

意
思
決
定
の
ス
ピ
ー
ド
は
、
欧

米
人
か
ら
見
れ
ば
あ
り
得
な
い

程
に
遅
い
の
で
す
。
一方
で
欧
米

人
に
と
っ
て
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
時

間
は
仕
事
と
同
程
度
の
重
み
を
持

ち
ま
す
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
ボ
ー
イ
・

フ
レ
ン
ド
、
ガ
ー
ル
・
フ
レ
ン
ド
と
時

間
を
過
ご
す
た
め
、
定
時
に
は
ほ

ぼ
退
勤
し
ま
す
し
、
２
週
間
３
週

間
の
バ
ケ
ー
シ
ョン
も
し
っ
か
り
取
り

ま
す
。
こ
う
し
て
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の

時
間
も
大
切
に
し
な
が
ら
、
技
術

力
や
競
争
力
で
日
本
に
劣
る
訳
で

は
な
い
欧
米
人
の
働
き
方
に
接
し
て

い
る
と
、
い
か
に
日
本
人
の
「
労
働

生
産
性
」
が
低
い
か
を
痛
感
せ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

表
２
の
比
較
は
、
成
書
で
よ
く

紹
介
さ
れ
る
内
容
に
筆
者
の
経
験

的
感
覚
も
混
ぜ
込
ん
だ
も
の
で
す
。

主
観
が
含
ま
れ
る
こ
と
は
否
定
し

ま
せ
ん
し
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
要
素

だ
け
で
な
く
、
日
本
ら
し
い
き
め

細
か
さ
な
ど
む
し
ろ
優
れ
て
い
る
と

こ
ろ
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
日
本
で

発
展
し
て
き
た
雇
用
慣
行
は
日
本

に
合
っ
た
部
分
も
あ
り
ま
す
か
ら
、

欧
米
の
慣
行
を
そ
の
ま
ま
適
用
し

て
も
う
ま
く
運
用
で
き
る
と
は
限

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
少
な
く
と
も
、

労
働
力
不
足
で
喘
ぐ
日
本
の
状
況

に
お
い
て
は
無
駄
に
非
効
率
な
慣

習
は
改
め
て
い
く
べ
き
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
雇
用
慣
行
で

埋
も
れ
て
い
た
中
に
大
事
な
宝
が

眠
っ
て
い
な
い
か
、
丁
寧
に
見
直
し

て
拾
っ
て
い
く
必
要
も
あ
る
で
し
ょ

う
。
そ
し
て
、「
働
き
方
改
革
」

の
工
程
表
を
見
る
限
り
、
こ
れ
か

ら
欧
米
的
な
「
ジ
ョ
ブ
型
」
雇
用

の
良
い
と
こ
ろ
が
日
本
の
雇
用
制
度

に
取
り
込
ま
れ
て
い
く
こ
と
は
間
違

い
な
い
と
考
え
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

精
神
障
害
者
の
雇
用
と

「
多
様
な
働
き
方
」

「
働
き
方
改
革
」
が
進
む
中
で

「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」
が
当
た
り

前
の
社
会
に
な
る
と
、
そ
の
人
の
属

性
よ
り
担
っ
て
い
る
業
務
そ
の
も
の

が
今
よ
り
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
障
害
者
雇

用
で
も
例
外
で
は
な
く
、
障
害
者

差
別
禁
止
法
に
基
づ
く
「
合
理
的

配
慮
」
が
な
さ
れ
る
前
提
で
、
健

常
者
と
の
間
で
業
務
に
関
し
て
特

別
な
区
分
け
を
行
う
必
然
性
も
薄

く
な
り
ま
す
。
そ
し
て
職
場
で
配

慮
を
行
う
べ
き
対
象
が
障
害
者
だ

け
で
は
な
い
こ
と
は
先
述
の
通
り
で

す
。
そ
れ
で
も
私
た
ち
が
精
神
障

害
者
の
雇
用
を
重
視
す
る
の
は
何

故
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
精
神
障

害
の
特
性
に
依
る
と
こ
ろ
が
大
き
い

と
言
え
ま
す
。
そ
こ
で
精
神
障
害

の
特
性
を
以
下
に
レ
ビ
ュ
ー
し
て
み

ま
す
。

ま
ず
精
神
障
害
で
は
、
障
害
と

疾
患
が
併
存
し
病
気
の
症
状
と
障

害
が
混
在
し
て
お
り
、
症
状
が
軽

快
し
て
も
多
く
の
場
合
で
何
ら
か

の
障
害
（
＝
生
活
困
難
）
が
残

り
ま
す
。
殆
ど
の
方
に
好
不
調
の

波
が
あ
り
、
ス
ト
レ
ス
か
ら
大
き

欧米企業 日本企業

雇用形態 「ジョブ型」 「メンバーシップ型」

採用 職務ベース 人物ベース

職務範囲 明確に規定、職務に対する
スペシャリスト

あいまい、多能的であるこ
とが求められる

権限と責任所在 明確にされている あいまい

目的達成と評価 合理的、合目的的、結果重視 情緒的、規範重視、プロセス重視

組織の意思決定
職務範囲と役割分担、権限
や責任所在が明確なため、
迅速な意思決定が行われる

職務範囲と役割分担、権限
や責任所在があいまいなた
め、根回し、意見調整に時
間が必要となり、意思決定
が進まない

時間外勤務、休暇
・特別な事情がなければ残業  
  はしない

・バケーション休暇あり

・残業は業務に対する積極性
  の証？

・長期休暇は殆ど取らない

個人や組織への意識 個人や家族との時間も業務
と同等に重視

個人や家族より業務、組織
重視？

女性管理職 珍しくない まだ多いとは言えない

表２ 日本的雇用慣行の特徴

　
　
　
　
特 

集
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く
調
子
を
崩
す
こ
と
も
珍
し
く
あ

り
ま
せ
ん
。
同
じ
疾
患
名
で
も
症

状
や
生
活
困
難
の
内
容
は
千
差
万

別
で
、
そ
れ
ら
は
外
見
か
ら
の
判

別
が
難
し
い
た
め
、
配
慮
す
べ
き

障
害
特
性
が
理
解
さ
れ
に
く
い
と

言
え
ま
す
。
そ
し
て
も
う
1
つ

の
大
き
な
特
徴
は
、
精
神
障
害
は

文
化
・
時
代
背
景
や
社
会
的
価
値

観
な
ど
と
も
密
接
に
関
連
す
る
社

会
性
を
帯
び
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
多
く
の
当
事
者
が
家
庭
や
学

校
、
あ
る
い
は
職
場
や
社
会
の
価

値
観
と
「
自
己
」
の
ギ
ャッ
プ
に
苦

し
み
、
そ
れ
が

発
症
や
症
状

の
底
流
に
横

た
わ
っ
て
い
る

こ
と
が
大
半
で

す
。
そ
れ
は

社
会
的
偏
見

が
色
濃
く
残

る
疾
患
領
域

で
あ
る
こ
と
と

相
ま
っ
て
、
自

分
は
理
解
さ

れ
な
い
、
受
け

入
れ
ら
れ
な
い

人
間
で
あ
る
と

い
う
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
な
当
事
者

感
情
に
直
結

し
や
す
い
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
特

性
を
持
つ
精
神
障
害
者
を
雇
用
現

場
に
受
け
入
れ
る
に
は
、
本
人
の

抱
え
る
困
難
に
寄
り
添
い
、
受
容
・

共
感
す
る
姿
勢
が
重
要
で
す
。
自

身
の
価
値
観
と
社
会
通
念
の
ギ
ャッ

プ
に
苦
し
ん
で
き
た
方
に
、
杓
子

定
規
な
社
会
通
念
を
押
し
付
け
て

う
ま
く
い
く
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
雇
用
現
場
に
は
職
場
規
範

も
必
要
で
す
か
ら
、
両
者
の
高
度

な
バ
ラ
ン
ス
が
要
求
さ
れ
ま
す
。
そ

の
上
で一
人
ひ
と
り
に
き
め
細
か
な

対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
精
神
障

害
者
の
就
労
継
続
が
難
し
い
と
さ

れ
る
の
は
、
好
不
調
の
波
と
い
う
障

害
特
性
に
よ
り
本
人
の
安
定
勤
務

に
課
題
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
こ

の
点
で
高
度
な
雇
用
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
ス
キ
ル
が
要
求
さ
れ
る
か
ら
で
も

あ
り
ま
す
。

一
方
、
ご
存
じ
の
よ
う
に
日
本
で

は
今
、
人
手
不
足
が
盛
ん
に
叫
ば

れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
図
2
で
生

産
年
齢
人
口
が
減
少
し
て
い
る
こ

と
か
ら
も
明
ら
か
で
す
。
し
か
し

仕
事
を
続
け
た
い
と
考
え
る
高
齢

者
は
増
え
て
い
ま
す
し
、
病
気
治

療
や
子
育
て
、
介
護
等
を
行
う
方

た
ち
の
仕
事
の
両
立
も
こ
れ
か
ら

の
課
題
で
す
。
ま
た
、
職
場
に
メ

ン
タ
ル
不
調
者
が
増
え
て
い
る
こ
と

も
ご
承
知
の
通
り
で
す
し
、
ニ
ー
ト

を
雇
用
市
場
に
受
け
入
れ
る
に
際

し
て
も
、「
失
わ
れ
た
20
年
」
以

降
、
雇
用
の
場
か
ら
は
じ
き
出
さ

れ
、
社
会
の
枠
組
み
の
ど
こ
に
も

嵌
ま
れ
ず
孤
立
し
て
き
た
彼
ら
は
、

ガ
ラ
ス
の
様
に
傷
つ
き
や
す
く
繊
細

で
す
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
日
本
は

こ
れ
か
ら
外
国
人
の
雇
用
を
拡
大

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
彼
ら
は

何
の
た
め
に
来
日
す
る
の
で
し
ょ
う

か
。
何
十
万
と
受
け
入
れ
た
外
国

人
技
能
実
習
生
の
何
万
と
い
う
失

踪
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
外

国
人
を
受
け
入
れ
る
日
本
の
雇
用

側
が
彼
ら
を
単
な
る
労
働
力
不
足

を
埋
め
る
道
具
と
し
て
し
か
扱
わ

な
け
れ
ば
、
そ
の
先
に
現
れ
る
社

会
が
ど
れ
ほ
ど
荒
れ
た
も
の
に
な
る

か
想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
か
ら
私
た
ち
は
多
様
な
生
活
背

景
や
文
化
・
歴
史
を
持
つ
数
多
く

の
人
た
ち
と
一
緒
に
働
い
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
こ
の
様

な
時
代
に
あ
っ
て
精
神
障
害
者
を

雇
用
す
る
こ
と
が
ど
の
よ
う
な
意

義
を
持
つ
の
で
し
ょ
う
か
。

「
共
生
社
会
」
に

お
け
る
精
神
障
害
者
の

雇
用
を
考
え
る

戦
後
、「
効
率
」
重
視
で一見
「
非

効
率
」
に
見
え
る
も
の
を
切
り
捨

て
て
突
き
進
ん
で
き
た
現
代
社
会

は
、
こ
こ
ま
で
記
し
た
い
く
つ
か
の

ス
テ
ー
ジ
を
経
て
、
つ
い
に
限
界
を

露
呈
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
向
か
う
人
口
減
社
会
へ
の
処
方

と
し
て
よ
く
言
わ
れ
る
「
共
生
社

会
」
で
す
が
、
社
会
を
支
え
る
生

活
の
基
盤
と
な
る
の
は
ま
さ
に
雇

用
の
場
で
す
。
つ
ま
り
、
雇
用
の

場
こ
そ「
共
生
社
会
」で
あ
ら
ね
ば
、

こ
れ
か
ら
の
社
会
は
立
ち
い
か
な
く

な
る
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
障
害
者

雇
用
に
関
し
て
言
え
ば
、
身
体
、

知
的
、
精
神
の
三
障
害
の
中
で
最

も
立
ち
遅
れ
た
の
が
精
神
障
害
で

す
。
わ
ず
か
１0
年
ほ
ど
前
で
す
ら
、

精
神
障
害
者
が
働
け
る
と
は
ほ
と

ん
ど
誰
も
考
え
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
れ
以
前
の
常
識
で
は
、
精

神
障
害
者
は
「
無
理
し
て
働
か
な

く
て
も
、
生
活
保
護
を
も
ら
い
な

が
ら
ゆ
っ
く
り
生
き
る
生
き
方
も

あ
る
」
と
諭
さ
れ
、
本
人
の
意
思

に
関
わ
ら
ず
雇
用
の
場
か
ら
ほ
と

ん
ど
強
制
退
場
さ
せ
ら
れ
て
い
た
の

で
す
。
し
か
し
今
や
精
神
疾
患
は
、

が
ん
、
脳
卒
中
、
急
性
心
筋
梗
塞
、

糖
尿
病
の
四
疾
患
に
並
ぶ
五
疾
患

に
数
え
ら
れ
る
普
遍
的
な
疾
患
領

域
で
す
。
健
常
者
も
他
の
身
体
疾

患
・
障
害
を
持
つ
方
も
、
何
ら
か
の

ス
ト
レ
ス
か
ら
精
神
疾
患
を
発
症
し

て
も
全
く
不
思
議
で
は
な
く
、
実

際
、
職
場
の
メ
ン
タ
ルヘル
ス
課
題
は

も
は
や
放
置
で
き
な
い
状
況
で
す
。

そ
の一方
で
、
精
神
疾
患
・
障
害
が

自
身
と
周
囲
の
価
値
観
の
ギ
ャッ
プ

で
苦
し
む
社
会
性
を
帯
び
、
未
だ

社
会
的
偏
見
が
強
く
残
る
こ
と
も

先
に
触
れ
た
通
り
で
す
。

だ
か
ら
こ
そ
私
た
ち
は
、
精
神

障
害
者
の
就
労
支
援
や
雇
用
マ
ネ

精神障害の特性図３

精神障害 ってどんな障害・・・？

障害特性が外見から判断できない
• 配慮事項が理解されにくい

社会性を帯びた疾患・障害である
• 文化・時代背景
• 社会的価値観 などとも密接に関係

（家庭・学校・職場の価値観と「自己」のギャップ）

社会的偏見が色濃く残る
• 自分は理解されない という当事者感情に直結

疾患と障害が併存する
• 症状 であり 障害（＝生活困難） である

• 軽症化（安定化）しても 不調の波 は残る

思考や世界観が揺らぐ疾患群である
• 何が正しいか？自分は一体何者か？

「働き方改革」時代の精神・発達障害者の雇用を考える
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精
神
・
発
達
障
害
者
、メ
ン
タ
ル
不
調
者
の

就
労
支
援
へ
の
視
点
は
、

よ
り
普
遍
的
な
雇
用
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

ス
キ
ル
の
中
核
に
な
り
う
る

ジ
メ
ン
ト
の
エッ
セ
ン
ス
が
、
そ
の
他

の
様
々
な
働
き
づ
ら
さ
を
抱
え
る

方
た
ち
を
支
え
る
視
点
や
ス
キ
ル

の
中
核
に
な
り
う
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
れ
は
精
神
障
害
が
先
に

み
た
よ
う
な
特
性
や
歴
史
経
緯
を

持
つ
か
ら
こ
そ
、
多
様
な
価
値
観

を
受
け
入
れ
る
普
遍
的
な
視
点
を

提
示
し
う
る
と
考
え
る
か
ら
で
す
。

こ
の
「
し
ご
と
Ｍｅｎ
ｔｏｒ
」
創
刊

２
号
も
、
そ
の
様
な
視
点
で
精
神

障
害
者
の
雇
用
を
「
共
生
社
会
」

を
支
え
る
「
多
様
な
働
き
方
」
の

中
に
位
置
づ
け
る
こ
と
を
目
指
し

て
企
画
し
ま
し
た
。
精
神
障
害
者

の
雇
用
現
場
を
訪
ね
る
「
探
訪
！

Ｊ
ｏ
ｂ 

Ｓ
ｉ
ｔｅ
」
で
は
、
こ
れ
ま

で
の
雇
用
慣
行
に
囚
わ
れ
な
い
「
多

様
な
働
き
方
」
の
現
場
を
取
り
上

げ
て
い
ま
す
。
誌
面
に
登
場
い
た
だ

い
た
３
名
の
当
事
者
も
、
今
の
仕

事
を
足
掛
か
り
に
活
躍
の
場
を
広

げ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
し
か
し
同
時

に
、
旧
来
の
雇
用
慣
行
や
現
在
の

就
労
支
援
制
度
の
枠
組
み
で
、
彼

ら
に
こ
の
よ
う
な
足
掛
か
り
を
提
供

で
き
た
か
ど
う
か
も
考
え
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。
そ
し
て
特
別

企
画
で
は
、
企
業
の
人
事
・
労
務

担
当
者
が
職
場
の
メ
ン
タ
ル
不
調
の

問
題
か
ら
精
神
障
害
者
の
雇
用
ま

で
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
か
に
つ
い

て
、
精
神
医
学
や
臨
床
心
理
の
専

門
家
の
視
点
も
交
え
て
語
り
合
っ
た

座
談
会
の
模
様
を
収
載
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
記
事
が
、
精
神
障

害
者
の
就
労
支
援
、
雇
用
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
と
ど
ま
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま

な
困
難
を
抱
え
る
方
た
ち
を
包
摂

す
る
働
き
方
を
模
索
す
る
羅
針
盤

に
な
れ
れ
ば
望
外
の
喜
び
で
す
。

　
　
　
　
特 

集
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～ 

精
神
・
発
達
障
害
者
の
雇
用
・
取
り
組
み
紹
介 

～

ジ
ョ
ブ
サ
イ
ト

在宅勤務で
社会とつながる

　創刊 2 号のテーマの 1 つは「多様な働き方」を考える。精神障害や発達障
害のために一般的な働き方が難しい方でも、「働き方」の工夫次第で雇用現場
で戦力になる。そしてそれは、障害の有無に関わらず「多様な働き方」がど
の様にあるべきかの指針になるはず。本誌では「探訪！ジョブサイト」と題
して、精神・発達障害者の雇用を支える各地の取り組みを紹介していますが、
今号はそんな視点から 2 つの「働き方」を取り上げたいと思います。

　かつて街のいたるところにあった古本屋も、書籍販売全体の低迷や大手チェー
ンの台頭で、商売としては厳しいものになってきています。福岡県北九州市にあ
る「古書　夢屋」もそんな小さな古本屋さんですが、早い段階でネット販売に軸
足を切り替え、地域の古本屋仲間と一緒に運営を続けています。そして、社会適
応訓練事業の受入事業所（職親企業）として、20年以上も前から数多くの精神
障害者を受け入れてきた障害者雇用の先達でもあります。
　今回紹介する働き方の 1 つ目は、そんな夢屋が取り組む在宅勤務です。さらに
夢屋では、vfosterが普及活動を進めている就労支援システムＳＰＩＳ（34 ペー
ジ〜）を４年前から８名の当事者に導入しています。在宅勤務で働く女性もＳＰ
ＩＳを活用する 1 人。どのような働き方でどのようなサポートが実現しているか、
代表の中村修さんと当事者のロアさん（仮名）に話をうかがってみました。

（取材：太田 裕子）

Job Site Explorer

P a r t

探訪！

創業：1985 年　（2007 年、就労継続支援 A 型事業所 設立）
代表者：中村 修
事業内容：古書古本の仕入れと販売
当事者の担当業務：ネットを通じた販売（データー入力）と注文品の発送と梱包
webページ：https://www.kosho.or.jp/abouts/?id=45010170（日本の古本屋）

古書　夢屋

企業プロフィール：
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平
成
元
年
か
ら
職
親
に

一
緒
に
同
じ
目
線
で

考
え
る

︱
中
村
さ
ん
が
古
本
屋
を
立
ち
上

げ
た
経
緯
を
教
え
て
下
さ
い
。

中
村
：
大
学
の
時
に
同
級
生
と
共

に
、
地
元
の
古
本
屋
に
出
入
り
し

て
い
た
ん
で
す
。と
て
も
可
愛
が
っ

て
も
ら
っ
て
、
そ
の
う
ち
私
を
含

め
３
名
は
卒
業
と
同
時
に
古
本
屋

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
30
年
以

上
経
っ
た
今
で
も
交
流
が
あ
り
ま

す
。

︱
当
時
の
古
本
屋
事
情
は
？

中
村
：
そ
れ
ま
で
は
い
わ
ゆ
る
古

書
が
中
心
で
し
た
が
、
僕
ら
は
コ

ミ
ッ
ク
を
扱
い
出
し
た
最
初
の
世

代
。
学
生
か
ら
い
き
な
り
独
立
し

た
の
で
、
親
父
に
「
50
万
円
貸
し

て
く
れ
」
と
頼
ん
で
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
う
そ
う

売
れ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
別

に
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な
が
ら
食
い

繋
い
で
い
ま
し
た
。
実
店
舗
の
他

に
ス
ー
パ
ー
や
デ
パ
ー
ト
に
出
店

し
た
り
、
顧
客
向
け
に
カ
タ
ロ

グ
を
送
っ
て
通
販
を
し
た
り
。
そ

の
う
ち
に
ブ
ッ
ク
オ
フ
が
出
て

き
て
売
上
が
ガ
ク
ン
と
落
ち
て
、

１
９
９
８
年
か
ら
は
一
般
に
先
駆

け
て
ネ
ッ
ト
販
売
を
始
め
ま
し

た
。５
年
前
に
実
店
舗
を
閉
め
て
、

今
は
ネ
ッ
ト
販
売
の
み
で
す
。

︱
職
親
を
始
め
た
の
が
平
成
元
年

の
１
９
８
９
年
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

中
村
：
そ
の
頃
は
ま
だ
カ
タ
ロ
グ

販
売
や
即
売
会
を
し
て
い
ま
し

た
。
実
は
大
学
の
頃
か
ら
そ
の
古

本
屋
仲
間
た
ち
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
障
害
の
あ
る
子
供
た
ち
と
遊

ん
だ
り
し
て
い
た
ん
で
す
よ
。
精

神
障
害
者
の
職
親
制
度
に
つ
い
て

も
、
今
は
長
崎
で
古
本
屋
を
し

て
い
る
仲
間
の
一
人
か
ら
聞
い
て

一
緒
に
始
め
ま
し
た
。
初
期
の
頃

に
職
親
と
し
て
受
け
入
れ
た
仲
間

が
、
今
も
働
き
続
け
て
く
れ
て
い

ま
す
。

︱
精
神
障
害
者
の
方
を
受
け
入
れ

た
の
は
、
そ
の
時
が
初
め
て
で
し

た
か
？

中
村
：
は
い
。「
心
の
世
界
っ
て
、

広
く
て
難
し
い
も
ん
だ
な
ぁ
」
と

実
感
し
ま
し
た
。
当
時
は
即
売

会
に
出
す
本
の
値
札
貼
り
を
中

心
に
作
業
を
し
て
も
ら
っ
て
い
ま

し
た
。
今
は
パ
ソ
コ
ン
に
本
の
状

態
な
ど
を
入
力
し
て
も
ら
っ
て
い

る
の
で
す
が
、
そ
の
見
極
め
が
非

常
に
難
し
い
。
汚
れ
て
い
る
の
か

そ
う
で
な
い
か
、
判
断
が
苦
手
と

い
う
方
が
い
る
一
方
で
、
す
ご
く

丁
寧
に
書
き
込
み
な
ど
が
な
い
か

チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
れ
る
人
も
い
ま

す
。
昔
は
値
札
を
貼
っ
て
も
ら
う

だ
け
だ
っ
た
の
で
、
今
の
方
が
仕

事
は
難
し
く
な
っ
て
い
る
か
な
ぁ

･
･
･

︱
職
親
制
度
で
は
何
名
の
精
神
障

害
者
を
受
け
入
れ
ま
し
た
か
？

中
村
：
約
10
年
間
で
６
名
で
す
。

当
時
結
婚
し
て
い
た
の
で
す
が
、

奥
さ
ん
も
う
つ
病
を
患
っ
て
い
た

の
で
、
全
部
ひ
っ
く
る
め
て
大
変

な
時
期
で
し
た
。
精
神
障
害
の
方

は
僕
で
は
考
え
つ
か
な
い
よ
う
な

こ
と
で
悩
ん
で
い
た
り
し
て
、「
不

思
議
や
な
ぁ
」「
何
や
ろ
う
か
？
」

と
い
う
こ
と
の
連
続
で
し
た
。
解

決
は
で
き
な
い
け
ど
、
一
緒
に
同

じ
目
線
で
考
え
る
こ
と
を
自
分
な

り
に
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
。

︱
そ
の
後
、
２
０
０
７
年
に
就
労

継
続
支
援
Ａ
型
事
業
所
を
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

中
村
：
時
代
背
景
と
し
て
は
い
わ

ゆ
る
I
T
革
命
が
起
こ
り
、
い

ろ
ん
な
時
代
の
流
れ
や
動
き
が

あ
る
中
で
、
夢
屋
も
「
新
し
い
こ

と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
よ
う
か
」

と
。
知
り
合
い
の
花
の
農
家
さ
ん

が
先
に
Ａ
型
事
業
所
を
始
め
、
そ

の
方
に
色
々
教
え
て
頂
き
ま
し

た
。

︱
ど
う
や
っ
て
メ
ン
バ
ー
さ
ん
を
集

め
ま
し
た
か
？

中
村
：
当
初
は
14
名
。
職
親
時
代

の
メ
ン
バ
ー
と
、
前
の
奥
さ
ん
の

主
治
医
で
あ
る
精
神
科
医
に
紹
介

し
て
頂
き
ま
し
た
。
当
時
は
ま
だ

Ａ
型
事
業
所
は
め
ず
ら
し
く
、
声

を
か
け
た
ら
す
ぐ
に
集
ま
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
今
は
19
名
の
メ
ン
バ
ー

と
５
名
の
指
導
員
が
在
籍
し
て
い

ま
す
。
指
導
員
の
う
ち
１
名
は
、

学
生
時
代
か
ら
の
古
本
屋
仲
間
で

す
。（
２
０
１
８
年
９
月
よ
り
現
状

維
持
を
目
指
し
て
就
労
継
続
支
援

Ｂ
型
も
新
設
）

月
１
０
０
時
間
で

約
８
万
円

給
料
が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

︱
仕
事
の
流
れ
を
教
え
て
下
さ

い
。

中
村
：
仕
入
れ
は
す
べ
て
私
が
行

い
、
出
品
す
る
か
ど
う
か
の
仕
分

け
を
指
導
員
た
ち
が
行
い
ま
す
。

そ
の
後
、
本
を
拭
い
た
り
、
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
の
確
認
な
ど
は
メ
ン

バ
ー
が
担
当
し
て
い
ま
す
。
値
付

け
も
市
場
価
格
を
参
考
に
、
基
本

的
に
は
メ
ン
バ
ー
が
行
い
、
ペ
ー
ジ

数
な
ど
を
含
め
た
す
べ
て
の
デ
ー

タ
を
入
力
し
て
も
ら
い
ま
す
。
こ

こ
は
お
客
様
の
信
用
に
関
わ
る
と

こ
ろ
な
の
で
、
丁
寧
に
行
う
よ
う

心
が
け
て
い
ま
す
。

︱
実
際
に
注
文
が
入
っ
た
後
は
、

ど
ん
な
作
業
を
行
い
ま
す
か
？

中
村
：
毎
朝
9
：
30
に
一
人
、

受
注
を
担
当
す
る
メ
ン
バ
ー
が
来

て
作
業
を
し
ま
す
。
だ
い
た
い
一

日
に
10
～
20
件
の
注
文
が
入
る
の

で
、
そ
れ
を
リ
ス
ト
に
し
て
も
ら

働き続けるための工夫
代表インタビュー： 中村 修さん
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い
ま
す
。
そ
の
後
、
何
名
か
で
倉

庫
に
出
向
き
、
手
分
け
し
て
本
を

探
し
ま
す
。
こ
こ
が
け
っ
こ
う
大

変
で
す
。
メ
ン
バ
ー
も
高
齢
化
し

て
き
て
、
重
い
本
を
上
げ
下
げ
し

な
が
ら
小
さ
い
タ
イ
ト
ル
の
字
を

読
む
の
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
る

（
笑
）。
そ
の
後
、
パ
ソ
コ
ン
上
に

メ
ー
ル
便
の
追
跡
番
号
な
ど
を
入

力
し
、
梱
包
し
て
発
送
し
ま
す
。

︱
メ
ン
バ
ー
さ
ん
は
仕
事
の
ど
の
部

分
に
や
り
が
い
を
感
じ
て
お
ら
れ

ま
す
か
？

中
村
：
や
っ
ぱ
り
お
給
料
を
も
ら

え
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
19
名

の
う
ち
、
約
半
分
の
方
は
コ
ン
ス

タ
ン
ト
に
仕
事
に
入
っ
て
い
ま
す
。

一
番
多
い
方
で
月
１
０
０
時
間
ほ

ど
働
い
て
い
ま
す
。
残
り
半
分
の

方
は
、
仕
事
に
出
て
来
れ
た
り
来

れ
な
か
っ
た
り
。
来
れ
て
も
短
い

時
間
だ
っ
た
り
で
す
。

︱
半
分
の
方
が
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に

来
て
お
ら
れ
る
と
い
う
の
は
、
す

ご
い
こ
と
で
す
。

中
村
：
助
か
り
ま
す
よ
～
、
ほ
ん

と
に
。
月
１
０
０
時
間
働
い
て
い

る
方
は
、
月
に
８
万
円
ほ
ど
の
お

給
料
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
が
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
る
の
は
間

違
い
な
い
で
す
。

︱
メ
ン
バ
ー
さ
ん
の
就
労
時
間
の

統
計
も
取
っ
て
お
ら
れ
る
と
か
？

中
村
：
最
初
の
３
ヶ
月
は
皆
さ
ん

ほ
ぼ
無
欠
勤
で
仕
事
に
来
る
ん
で

す
よ
。
本
当
の
勝
負
は
そ
の
後
。

次
の
壁
は
３
年
。
見
事
に
ガ
ク
ン

と
出
勤
率
が
落
ち
ま
す
。
な
ん
で

な
ん
で
し
ょ
う
か
？ 

中
学
や
高
校

が
３
年
制
で
あ
る
よ
う
に
、
人
間

が
持
っ
て
い
る
リ
ズ
ム
で
も
あ
る

の
か
な
ぁ
･
･
･ 

。
も
ち
ろ
ん

仕
事
に
は
合
う
、
合
わ
な
い
が
あ

り
ま
す
か
ら
、
ダ
メ
だ
っ
た
人
も

い
ま
す
が
、
反
対
に
長
く
働
き
続

け
て
い
る
方
も
い
ま
す
。

︱
夢
屋
さ
ん
で
の
経
験
を
生
か

し
、
他
社
に
一
般
就
労
さ
れ
た
方

は
お
ら
れ
ま
す
か
？

中
村
：
３
名
お
り
ま
す
。
そ
の
う

ち
の
一
人
は
、
う
ち
に
５
年
い
た

後
、
去
年
３
月
に
一
般
就
労
し
ま

し
た
。
う
ち
に
い
た
時
は
「
誰
々

が
僕
の
悪
口
を
言
う
の
で
気
分
が

悪
い
か
ら
帰
り
ま
す
」
と
か
、
グ

ダ
グ
ダ
言
い
な
が
ら
働
い
て
い
た

ん
で
す
が
（
笑
）。
一
般
就
労
で

は
最
初
は
短
時
間
か
ら
始
め
、
今

は
少
し
ず
つ
勤
務
時
間
を
延
ば
し

て
い
る
そ
う
で
す
。
親
身
に
な
っ

て
考
え
て
く
れ
る
、め
ち
ゃ
く
ち
ゃ

良
い
会
社
と
出
会
っ
た
ん
で
す
。

︱
短
時
間
労
働
の
メ
リ
ッ
ト
は
、

ど
う
い
う
点
に
あ
る
と
思
わ
れ
ま

す
か
？

中
村
：
制
度
上
、
雇
用
保
険
に
加

入
す
る
こ
と
が
で
き
、「
労
働
者
」

の
定
義
に
入
る
こ
と
。
社
会
的
に

認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
、
自

信
に
つ
な
が
る
。
そ
れ
が
次
へ
の

ス
テ
ッ
プ
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

治
療
よ
り
も
環
境
調
整

フ
ッ
ト
サ
ル
チ
ー
ム
や

在
宅
勤
務
で
工
夫

︱
19
名
の
メ
ン
バ
ー
さ
ん
が
働
く

上
で
、
ど
の
よ
う
な
配
慮
や
工
夫

を
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

中
村
：
A
型
を
始
め
た
翌
年
の

２
０
０
８
年
、
メ
ン
バ
ー
の
一
人
が

ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
の
診
断
を
受
け
た

ん
で
す
。
発
達
障
害
の
困
難
さ
を

初
め
て
目
の
当
た
り
に
し
て
、「
治

療
で
は
な
く
、
環
境
調
整
だ
」
と

痛
感
し
ま
し
た
。
自
分
た
ち
で
で

き
る
こ
と
を
模
索
し
、
夢
屋
の
中

で
自
助
グ
ル
ー
プ
を
作
っ
て
活
動

し
て
み
た
の
で
す
が
、
な
か
な
か

う
ま
く
い
か
な
い
。

︱
な
ぜ
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
？

中
村
：「
ど
う
や
っ
て
解
決
し
よ

う
か
？
」
と
い
う
話
し
合
い
し
か

し
な
か
っ
た
ん
で
す
。
ど
う
し
て

も
相
談
事
が
個
別
に
な
っ
て
し
ま

い
、
グ
ル
ー
プ
活
動
に
は
な
ら
な

か
っ
た
。
だ
か
ら
「
グ
ル
ー
プ
で

も
っ
と
活
動
で
き
る
こ
と
は
な
い

か
？
」
と
考
え
、フ
ッ
ト
サ
ル
チ
ー

ム
を
作
り
ま
し
た
。
話
し
合
い
だ

け
だ
と
頭
し
か
使
い
ま
せ
ん
が
、

フ
ッ
ト
サ
ル
だ
と
身
体
も
使
う
。

そ
れ
で
気
持
ち
も
循
環
し
て
、
良

い
流
れ
が
で
き
て
き
ま
し
た
。
今

も
毎
週
土
曜
に
練
習
し
て
、
年

2
回
は
大
会
に
も
出
て
い
ま
す
。

発
達
障
害
の
診
断
を
も
ら
っ
て
い

る
メ
ン
バ
ー
も
、
何
名
か
参
加
し

て
い
ま
す
。

︱
他
に
工
夫
さ
れ
た
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
？

中
村
：
発
達
障
害
の
た
め
の
ティ
ー

チ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
導
入
し
ま
し

た
。
例
え
ば
机
に
つ
い
た
て
を
付

け
た
り
、
ノ
イ
ズ
キ
ャ
ン
セ
ラ
付

き
の
ヘッ
ド
フ
ォ
ン
を
使
っ
た
り
し

て
、
音
や
光
な
ど
感
覚
過
敏
の
人

向
け
に
環
境
調
整
を
工
夫
し
ま
し

た
。

︱
効
果
の
ほ
ど
は
？

中
村
：
そ
れ
で
仕
事
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
方
も
い
る
一
方
で
、

最
初
は
つ
い
た
て
を
し
て
仕
事
が

で
き
て
い
た
の
で
す
が
、
だ
ん
だ

ん
来
れ
な
く
な
っ
た
方
も
い
ま
す
。

そ
こ
で
在
宅
勤
務
に
切
り
替
え
た

方
も
い
ま
す
。
そ
の
辺
は
当
事
者

の
方
に
お
話
を
し
て
も
ら
っ
た
方

が
い
い
か
な
？ 

で
は
そ
ろ
そ
ろ
、

２
０
１
３
年
か
ら
夢
屋
で
働
い
て

く
れ
て
い
る
ロ
ア
ち
ゃ
ん
に
バ
ト

ン
タ
ッ
チ
し
ま
し
ょ
う
か
。
私
は

ち
ょ
っ
と
出
か
け
て
く
る
け
ん
。

◆
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前
の
職
場
と
は
別
世
界

夢
屋
は
全
員
が
優
し
い

︱
ロ
ア
さ
ん
は
２
０
１
３
年

か
ら
夢
屋
さ
ん
で
働
き
始
め
、

２
０
１
６
年
の
２
月
か
ら
在
宅
就

労
を
ス
タ
ー
ト
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
時
の
気
持
ち
を
教
え
て
下
さ

い
。

ロ
ア
：
仕
事
に
行
け
な
か
っ
た
頃

は
、
何
も
で
き
ず
社
会
と
の
繋
が

り
も
持
て
な
い
自
分
が
す
ご
く
嫌

で
し
た
。「
働
き
た
い
」
と
は
ず
っ

と
言
い
続
け
て
い
た
の
で
す
が
、

な
か
な
か
そ
れ
が
で
き
な
か
っ

た
。
在
宅
勤
務
を
始
め
て
か
ら
、

「
自
分
で
も
ち
ゃ
ん
と
働
け
て
い

る
」
と
、
少
し
自
信
が
つ
き
ま
し

た
。
色
ん
な
人
に
迷
惑
を
か
け
て

き
ま
し
た
が
、
在
宅
勤
務
を
始

め
て
少
し
自
信
が
つ
い
た
こ
と
で
、

「
自
分
も
周
り
の
人
の
た
め
に
何

か
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
」
と

考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

︱
今
は
ど
ん
な
お
仕
事
を
担
当
さ

れ
て
い
ま
す
か
？

ロ
ア
：
本
の
状
態
を
パ
ソ
コ
ン
に
入

力
し
、
専
用
サ
イ
ト
に
出
品
す
る

作
業
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
自
分

の
ペ
ー
ス
で
作
業
が
で
き
ま
す
し
、

１
時
間
の
う
ち
の
10
分
間
は
「
整

え
る
時
間
」
を
取
っ
て
い
ま
す
。

︱
休
憩
と
は
別
に「
整
え
る
時
間
」

と
い
う
の
が
あ
る
の
で
す
ね
。

ロ
ア
：
夢
屋
独
自
の
取
り
組
み
で
、

仕
事
を
し
て
も
良
い
し
、
外
で

ボ
ー
ル
を
蹴
っ
て
も
い
い
し
、
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
た
め
の
時
間
で

す
。
私
は
単
純
作
業
が
好
き
な
の

で
、仕
事
で
使
う
た
め
の
紙
を
切
っ

て
い
ま
す
。
こ
だ
わ
り
が
あ
っ
て
、

綺
麗
に
切
ら
な
い
と
気
が
済
ま
な

い
ん
で
す
（
笑
）。
そ
れ
で
気
持

ち
を
切
り
替
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

︱
ロ
ア
さ
ん
か
ら
見
て
、
中
村
さ

ん
は
ど
う
い
う
方
で
す
か
？

ロ
ア
：
す
ご
く
明
る
く
て
優
し
い
。

サ
ッ
カ
ー
が
好
き
で
、
い
つ
も
誰

か
の
た
め
に
な
る
こ
と
を
考
え
て

い
る
方
で
す
。
私
が
働
き
続
け
ら

れ
て
い
る
の
は
中
村
さ
ん
の
存
在

が
大
き
い
で
す
し
、
指
導
員
の
皆

さ
ん
も
す
ご
く
優
し
い
ん
で
す
。

前
に
働
い
て
い
た
職
場
と
は
別
世

界
の
よ
う
な
か
ん
じ
が
し
ま
す
。

以
前
は
「
周
り
が
自
分
を
傷
つ
け

た
り
す
る
の
は
当
た
り
前
」
と
い

う
感
覚
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
夢

屋
で
働
き
始
め
て
か
ら
は
「
こ
ん

な
に
も
思
い
や
り
が
あ
っ
て
人
の

こ
と
を
考
え
て
く
れ
る
人
た
ち
が

い
る
の
か
」
と
び
っ
く
り
し
て
い

ま
す
。
一
人
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、

全
員
が
優
し
い
ん
で
す
。

S
P
I
S
に

書
き
込
む
こ
と
で

調
子
の
波
を
把
握

︱
今
、
S
P
I
S
を
使
っ
て
お
ら

れ
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
い
つ
頃

か
ら
使
い
始
め
ま
し
た
か
？

ロ
ア
：
在
宅
勤
務
を
始
め
た
頃
か

ら
で
す
。
S
P
I
S
に
書
き
込

む
こ
と
に
よ
っ
て
、
た
め
ら
わ
ず

に
相
談
が
で
き
ま
す
。
毎
日
コ
メ

ン
ト
を
書
く
こ
と
で
、
気
持
ち
を

伝
え
ら
れ
る
安
心
感
が
あ
り
ま

す
し
、
食
事
と
睡
眠
の
状
態
を
整

え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
状
態
が
か

な
り
良
く
な
り
「
重
要
な
ん
だ
」

と
気
付
き
ま
し
た
。
今
年
の
目
標

は「
生
活
管
理
を
ち
ゃ
ん
と
す
る
」

こ
と
で
す
。

︱
差
し
支
え
な
け
れ
ば
、
セ
ル
フ

チ
ェッ
ク
項
目
を
い
く
つ
設
定
し
て

い
る
か
教
え
て
頂
け
ま
す
か
？

ロ
ア
：
睡
眠
時
間
や
食
事
回
数
、

「
幻
聴
が
聞
こ
え
た
か
？
」
な
ど

７
項
目
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
ほ

ぼ
変
化
の
な
い
項
目
も
２
項
目
あ

り
ま
す
。
最
初
は
な
か
な
か
客

観
的
に
自
分
の
状
態
を
見
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

S
P
I
S
相
談
員
の
方
と
指
導
員

の
方
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
が
励
み
に

な
り
ま
し
た
。「
立
ち
直
り
が
早

く
な
っ
た
ね
」
な
ど
、
自
分
で
気

付
か
な
か
っ
た
こ
と
を
教
え
て
頂

け
る
の
で
、「
そ
う
な
ん
だ
」
と

客
観
的
に
見
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
コ
メ
ン
ト
の
お
返
事

は
毎
回
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

︱
他
に
も
S
P
I
S
を
使
っ
て
良

か
っ
た
、
と
感
じ
る
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
？

ロ
ア
：
自
分
の
パ
タ
ー
ン
や
調
子

の
波
が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
で
す
。「
も
う
そ
ろ
そ
ろ
悪
い

波
が
来
る
な
」
と
、
指
導
員
の

方
と
話
し
な
が
ら
気
を
付
け
て
い

ま
す
。
昔
は
20
～
30
キ
ロ
の
体
重

増
減
を
繰
り
返
し
て
い
た
こ
と
が

あ
っ
た
の
で
す
が
、
S
P
I
S
に

食
事
の
項
目
を
入
れ
、「
食
べ
物

を
工
夫
し
て
み
よ
う
」
と
考
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

S
P
I
S
に
書
き
込
む
こ
と
で
、

指
導
員
の
方
の
分
析
力
も
上
が
っ

て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
不
定

期
で
親
戚
の
仕
事
を
内
職
で
手

伝
っ
て
い
る
の
で
す
が
、「
も
う
す

ぐ
始
ま
る
か
ら
、
睡
眠
を
い
っ
ぱ

い
取
っ
て
お
こ
う
ね
」
と
、
ア
ド

バ
イ
ス
も
具
体
的
に
下
さ
る
の
で

助
か
っ
て
い
ま
す
。

指
導
員
A
さ
ん
：
私
た
ち
も
最

初
は
半
年
に
一
度
、
S
P
I
S
相

談
員
の
宇
田
さ
ん
に
来
て
頂
い
て

ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
て
い
た
ん

で
す
。
指
導
員
と
名
前
が
付
い
て

い
ま
す
が
、
そ
ん
な
感
覚
は
ま
っ

た
く
な
く
て
、
指
導
な
ん
て
し
た

こ
と
が
な
い
（
笑
）。
今
は
職
場

で
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
中
村

夢屋で働くわたし
当事者インタビュー：

  ロアさん（仮名：女性）

▲倉庫内の〝ハナレ〟
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さ
ん
が
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
解
決

し
て
い
ま
す
。

︱
S
P
I
S
相
談
員
か
ら
は
ど

ん
な
コ
メ
ン
ト
を
も
ら
い
ま
す

か
？

ロ
ア
：
最
初
の
頃
は
家
族
と
自
分

を
比
べ
て
長
々
書
い
て
い
た
ん
で

す
が
、
宇
田
さ
ん
が
「
他
者
比
較

は
や
め
よ
う
ね
」
と
ア
ド
バ
イ
ス

を
し
て
下
さ
り
、
だ
ん
だ
ん
減
っ

て
き
ま
し
た
。
自
分
で
わ
か
っ
て

い
て
も
比
べ
て
し
ま
う
の
で
、
コ
メ

ン
ト
は
と
て
も
有
難
い
で
す
。
私

は
視
野
が
狭
く
な
っ

て
し
ま
い
が
ち
な
の

で
、
S
P
I
S
を

始
め
る
前
は
他
者

比
較
の
せ
い
で
辛
く

な
っ
て
い
る
と
は
わ

か
ら
な
か
っ
た
ん
で

す
。
今
は
、
ど
ん

な
考
え
方
を
す
る

と
自
分
が
苦
し
く

な
る
か
、
少
し
わ

か
っ
て
き
ま
し
た
。

時
に
は

景
色
の
良
い

場
所
へ

パ
ソ
コ
ン
持
参

で
仕
事

︱
働
き
続
け
る
た

め
に
、
自
分
自
身
で
工
夫
し
て
い

る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

ロ
ア
：
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
す

る
た
め
に
、
本
の
デ
ー
タ
を
入
力

す
る
数
の
目
標
を
定
め
、
達
成
で

き
た
時
は
書
き
留
め
て
い
ま
す
。

︱
中
村
さ
ん
や
指
導
員
の
方
か

ら
、
配
慮
し
て
も
ら
っ
て
い
る
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
？

ロ
ア
：〝
お
か
も
ち
ハ
ナ
レ
〟
と

呼
ん
で
い
る
の
で
す
が
、
こ
の
場

所
（
洞
海
湾
を
見
渡
せ
る
高
台
の

公
園
）
で
仕
事
を
さ
せ
て
頂
い
て

い
ま
す
。
幻
覚
が
ひ
ど
く
な
り
調

子
が
す
ご
く
悪
か
っ
た
時
、
そ
の

こ
と
を
S
P
I
S
に
書
い
た
ら

中
村
さ
ん
か
ら
す
ぐ
に
電
話
が
か

か
っ
て
き
ま
し
た
。「
前
か
ら
考

え
と
っ
た
ん
や
け
ど
、〝
お
か
も
ち

ハ
ナ
レ
〟
に
明
日
か
ら
行
っ
て
み

ら
ん
ね
？
」
と
す
ぐ
に
行
動
に
移

し
て
下
さ
り
、
次
の
日
か
ら
こ
こ

で
仕
事
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
ん
で

す
。す
ご
く
心
が
癒
さ
れ
ま
し
た
。

緑
も
多
い
し
、
景
色
も
と
て
も
良

い
場
所
で
す
。

︱
〝
お
か
も
ち
ハ
ナ
レ
〟
の
名
付

け
親
は
？

ロ
ア：中
村
さ
ん
で
す（
笑
）。
ラ
ー

メ
ン
な
ど
を
出
前
す
る
時
の
〝
お

か
も
ち
〟
の
よ
う
に
、
パ
ソ
コ
ン

を
離
れ（
集
団
か
ら
離
れ
た
場
所
）

に
持
っ
て
く
る
と
い
う
意
味
な
ん

で
す
。
お
陰
様
で
仕
事
を
辞
め
た

い
と
思
っ
た
こ
と
は
一
度
も
あ
り

ま
せ
ん
。
集
団
の
中
で
仕
事
を
す

る
と
、
顔
を
知
っ
て
い
る
人
の
声

が
幻
聴
で
聞
こ
え
た
り
し
て
す
ご

く
辛
い
ん
で
す
。
家
だ
と
気
兼
ね

な
く
ヘッ
ド
フ
ォ
ン
で
音
楽
を
聴
い

て
仕
事
が
で
き
ま
す
し
、
周
り
に

人
が
い
な
い
環
境
で
仕
事
が
で
き

る
の
は
す
ご
く
助
か
り
ま
す
。

︱
ど
う
い
う
時
に
仕
事
の
喜
び
を

感
じ
ま
す
か
？

ロ
ア：
働
け
て
な
か
っ
た
頃
は
「
自

分
は
一
生
働
け
な
い
ん
じ
ゃ
な
い

か
？
」
と
か
「
何
の
役
に
も
立
た

な
い
」
な
ど
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

中
村
さ
ん
が
毎
月
、
仕
事
が
で
き

た
時
間
と
日
数
を
グ
ラ
フ
に
付
け

て
下
さ
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
そ

れ
を
見
る
と
「
も
う
ち
ょ
っ
と
頑

張
ろ
う
」「
こ
の
グ
ラ
フ
を
右
肩

上
が
り
に
し
て
い
こ
う
」
と
思
い

ま
す
。
励
ま
し
た
り
褒
め
た
り
し

て
下
さ
る
の
で
、
余
計
に
や
る
気

が
出
ま
す
。

︱
中
村
さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る
夢

屋
の
皆
さ
ん
の
中
に
は
、
福
祉
分

野
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト

が
い
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
多
様
な
働

き
方
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
体
制
作
り
に
、

ご
く
当
た
り
前
に

取
り
組
ん
で
お
ら

れ
ま
す
。
ナ
チ
ュ
ラ

ル
サ
ポ
ー
ト
と
呼
ぶ

の
も
憚
ら
れ
る
く

ら
い
自
然
な
関
係

性
の
中
で
、
ロ
ア
さ

ん
も
働
き
続
け
て

お
ら
れ
る
の
で
す

ね
。
あ
、
中
村
さ

ん
が
帰
っ
て
こ
ら
れ

た
よ
う
で
す
。

中
村
：
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
買
っ
て

き
た
か
ら
、
み
ん
な
で
食
べ
ん

ね
ー
！
お
い
し
か
よ
ー

︱
で
は
取
材
は
こ
の
辺
に
し
て

･
･
･
ロ
ア
さ
ん
、
中
村
さ
ん
、

本
日
は
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

◀︎
〝
お
か
も
ち
ハ
ナ
レ
〟
で
夢
屋
の
み

な
さ
ん
と
取
材
ス
タ
ッ
フ
。

（
ロ
ア
さ
ん
は
前
列
中
央
。
取
材
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
）
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　今号で紹介する 2 つ目の働き方
は「超短時間雇用」。ここでは東
京大学先端科学技術研究センター
の近藤武夫准教授が中心になって
提唱する IDEA モデルを取り上げ
ます。このモデルの地域実証プロ
ジェクトを、東京大学と神戸市、
そして神戸市内にある社会福祉法
人すいせいがコラボレーション展
開していますので、それぞれの現
場をレポートして参りました。

※
「
超
短
時
間
雇
用
」「
短
時
間
雇
用
」
の
表
記
に
つ
い
て

現
行
制
度
で
は
週
20
〜
30
時
間
の
勤
務
を
「
短
時
間
雇
用
」
と
し
て
扱
い
ま
す
が
、
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ａ
モ
デ
ル
で
は
そ
れ
に
満

た
な
い
就
労
時
間
で
の
働
き
方
を
「
超
短
時
間
雇
用
」
と
し
て
提
案
し
て
い
ま
す
。
神
戸
市
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
こ
れ

を
「
短
時
間
雇
用
」
と
表
記
し
て
い
る
た
め
、
本
稿
で
両
表
記
が
混
在
し
て
い
ま
す
が
、
内
容
は
「
超
短
時
間
雇
用
」

と
同
じ
で
す
。

 地域で取り組む
「短時間雇用創出プロジェクト」

P a r t

筆
者
が
「
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ａ
モ
デ
ル
」

に
よ
る
超
短
時
間
雇
用
※
を
知
っ

た
の
は
、
あ
る
理
事
か
ら
の
情
報

が
き
っ
か
け
で
し
た
。
ｖ
ｆ
ｏ
ｓ

ｔ
ｅ
ｒ
で
は
精
神
障
害
者
の
雇
用

や
職
場
の
メ
ン
タ
ル
課
題
、
精
神

保
健
分
野
の
最
新
ト
ピ
ッ
ク
ス
な

ど
を
語
り
あ
う
座
談
会
「
ｖ
ｆ
ｏ

ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
サ
ロ
ン
」
を
不
定
期
開

催
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
情
報
を

基
に
近
藤
先
生
を
サ
ロ
ン
に
お
招

き
し
て
話
題
提
供
し
て
い
た
だ
い

た
の
で
す
。
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ａ
モ
デ
ル
に

よ
る
雇
用
で
は
、
通
常
の
障
害
者

雇
用
で
は
週
30
時
間
働
く
当
事
者

１
人
を
雇
用
し
よ
う
と
す
る
と
こ

ろ
、
数
十
分
か
ら
の
短
い
時
間
で

雇
用
さ
れ
た
労
働
者
の
労
働
時
間

を
、
企
業
グ
ル
ー
プ
や
自
治
体
全

体
で
30
時
間
の
雇
用
に
換
算
し
て

何
名
分
の
雇
用
を
創
出
で
き
た
か

と
い
う
視
点
で
雇
用
の
機
会
を
拡

大
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
こ
の
モ

デ
ル
に
よ
る
地
域
実
証
事
業
を
川

崎
市
と
神
戸
市
が
行
っ
て
い
ま

す
。Ｉ

Ｄ
Ｅ
Ａ
モ
デ
ル
で
は
雇
用
を

「
ジ
ョ
ブ
型
」
の
視
点
で
生
み
出

し
ま
す
。「
ジ
ョ
ブ
型
」
雇
用
は
、

職
務
範
囲
や
雇
用
期
間
、
賃
金
等

を
契
約
等
に
基
づ
い
て
明
確
に
定

義
す
る
、
欧
米
に
多
く
見
ら
れ
る

雇
用
形
態
で
す
。
一
方
、
日
本
で

一
般
的
な「
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
型
」

雇
用
は
、
言
わ
ば
組
織
に
属
す
る

こ
と
へ
の
契
約
で
す
。
職
務
範
囲

や
雇
用
期
間
な
ど
は
明
確
に
定
義

し
が
た
く
、
職
務
と
給
与
の
間
に

直
接
的
な
対
応
も
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
場
合
、
幅
広
い
業
務
に
対
応

で
き
る
人
材
を
常
用
雇
用
で
求
め

る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
雇
用
側
に

は
た
ら
く
た
め
、
条
件
に
当
て
は

ま
ら
な
い
人
材
は
業
務
範
囲
や
昇

給
、
昇
格
等
に
制
限
の
あ
る
雇
用

形
態
と
な
る
か
（
一
般
職
、
非
正

規
雇
用
、
障
害
者
雇
用
枠
等
）、

そ
も
そ
も
雇
用
対
象
と
な
ら
な
い

可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。一
方
、

「
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ａ
モ
デ
ル
」
は
「
ジ
ョ

ブ
型
」
雇
用
で
す
か
ら
、
雇
用
の

前
提
に
明
確
な
「
職
務
」
が
あ
り

ま
す
。短
時
間
で
切
り
出
し
た「
職

務
」
を
労
働
者
に
割
り
当
て
る
こ

と
で
、
従
来
の
雇
用
形
態
で
は
就

労
困
難
な
方
に
も
雇
用
機
会
を
生

み
出
す
モ
デ
ル
と
言
え
ま
す
。
こ

れ
に
は
徹
底
し
た
業
務
分
析
が
必

要
で
す
が
、
気
に
な
り
な
が
ら
も

忙
殺
さ
れ
て
抱
え
込
ん
だ
ま
ま
の

業
務
の
１
つ
や
２
つ
は
す
ぐ
に
思

い
当
た
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
こ
れ
を
誰
か
が
担
っ
て
く
れ

短時間雇用創出プロジェクト 

プロジェクトについて 

勤務時間 
障害者雇用率制度に 
おけるカウント 

週30時間以上 １人 

週20時間以上30時間未満 0.5人 

週20時間未満 対象外 

障害者雇用率制度 

東京大学 
× 

すいせい 
× 

神戸市 

障害特性に応じた働き方が 
可能になる 

多様な働き方の選択肢 

週20時間未満の短時間雇用の実現 

働く能力があるにもかかわらず、
個々の障害特性等から 
長時間の就労が難しい 
障害者の社会参加が 
促進されにくい 

ご相談ください 
● 短時間雇用に取り組んでみたいが、どんな仕事をしてもらえばいいの？ 
● 会社の業務が忙しいので、短時間でもいいから人手がほしい！ 
● 障害のある方と一緒に働いたことがないので不安・・・ 

障害者の就業機会の拡大 

お問い合わせ  ※神戸市委託事業 

しごとサポート西部（西部地域障害者就労推進センター） 
〒655 0893 神戸市垂水区日向２－２－４ 垂水日向ビル３階 
TEL：078 708 2861  FAX：078 704 4040  E mail：seibu suishin@sfsuisei.org 

短時間雇用創出コーディネーター がサポートします！ 

人手不足の解消 

障害者雇用率の見直しを 
前に、障害者雇用への 

理解が深まる 

神戸市では、東京大学との共同事業で「短時間雇用創出プロジェクト」を 
はじめました。障害のある方の多様な働き方の創出をめざす取組みです。 

プロジェクトの流れ 

 
 

 短時間雇用に 
取り組みたい企業の方 

雇用 面接 実習 
 まずは短時間雇用創出コーディネーターに 

ご相談ください 

働いてみたい方 
面談 
（見極め） 

企業訪問 
（業務切り出し） 

企業見学 

● フルタイムで働くのは不安だけど、短時間なら働いてみたい！ 

「
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ａ
モ
デ
ル
」に
よ
る「
超
短
時
間
雇
用
」の
概
略

編
集
委
員　

三
原 

卓
司
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る
と
、
主
業
務
に
注
力
す
る
間
に

そ
の
業
務
も
片
付
い
て
と
て
も
助

か
る
は
ず
。
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ａ
モ
デ
ル
で

は
そ
の
よ
う
な
業
務
に
着
目
し
て

切
り
出
し
を
行
い
ま
す
。
あ
る
意

味
ニ
ッ
チ
な
業
務
に
対
し
て
も

「
雇
用
」
が
成
立
す
る
の
は
、「
職

務
」
を
明
確
に
し
て
「
職
務
」
に

対
価
を
支
払
う
「
ジ
ョ
ブ
型
」
雇

用
だ
か
ら
こ
そ
。
そ
し
て
、
高
い

能
力
を
持
っ
て
い
て
も
何
ら
か
の

事
情
で
短
時
間
し
か
働
け
な
い
人

に
と
っ
て
も
、
こ
の
十
分
に
活
躍

の
場
を
見
い
だ
せ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

ｖ
ｆ
ｏ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
が
「
超
短
時

間
雇
用
」に
期
待
す
る
背
景
に
は
、

精
神
障
害
者
社
会
適
応
訓
練
事
業

（
以
下
、
社
適
事
業
）
の
衰
退
が

あ
り
ま
す
。
社
適
事
業
と
は
か
つ

て
法
制
度
化
さ
れ
て
い
た
国
の
制

度
で
、
精
神
障
害
者
を
太
陽
と
す

る
福
祉
制
度
が
ほ
と
ん
ど
無
か
っ

た
30
年
以
上
も
前
か
ら
、
自
主
的

に
当
事
者
を
職
場
に
受
け
入
れ
て

い
た
企
業
の
自
主
的
な
活
動
が
そ

の
起
源
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
様
な

企
業
を
「
職
場
の
親
」
と
い
う
意

味
で
「
職
親
」
と
呼
び
ま
す
が
、

全
国
各
地
に
あ
る
「
職
親
会
」
の

全
国
協
議
会
に
相
当
す
る
の
が
ｖ

ｆ
ｏ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
で
す
。
し
か
し
、

社
適
事
業
は
平
成
22
年
の
精
神
保

健
福
祉
法
改
正
で
国
の
制
度
か
ら

外
れ
、
現
在
は
1
/
3
ほ
ど
の

都
道
府
県
、
政
令
指
定
都
市
で

細
々
と
残
る
だ
け
と
な
り
、
精
神

障
害
者
の
就
労
を
支
え
る
枠
組
み

は
、
障
害
者
総
合
支
援
法
に
則
る

就
労
移
行
支
援
、
就
労
継
続
A

型
、
B
型
が
主
流
と
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
社
適
事
業
に
よ
る

訓
練
は
高
い
就
労
率
と
就
労
継
続

率
に
結
び
つ
い
て
お
り
、
雇
用
現

場
で
訓
練
を
行
う
意
義
は
今
も
っ

て
有
効
で
す
。
そ
れ
は
当
事
者
が

雇
用
現
場
で
「
働
く
」
こ
と
を
肌

で
知
り
、
受
入
企
業
も
精
神
障
害

者
を
肌
で
知
る
こ
と
が
で
き
る
か

ら
で
し
ょ
う
。当
事
者
に
と
っ
て
、

施
設
で
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
的

な
作
業
で
は
な
い
実
際
の
雇
用
現

場
で
の
業
務
に
勝
る
就
労
訓
練
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
企
業
も

ま
た
当
事
者
を
受
け
入
れ
る
事
で

地
域
に
貢
献
し
て
い
た
と
言
え
ま

す
。
縮
小
傾
向
が
明
確
と
な
っ
て

な
お
1
/
3
の
自
治
体
が
自
主

事
業
と
し
て
社
適
事
業
を
残
す
の

は
、
や
は
り
そ
こ
に
一
定
の
意
義

を
認
め
て
い
る
た
め
と
考
え
ら
れ

ま
す
が
、
同
様
の
意
義
を
持
ち
う

る
現
代
版
の
「
社
適
」
事
業
な
活

動
を
何
ら
か
の
形
で
再
興
さ
せ
ら

れ
な
い
か
と
い
う
の
が
ｖ
ｆ
ｏ
ｓ

ｔ
ｅ
ｒ
の
願
い
で
し
た
。

そ
こ
で
出
会
っ
た
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ａ
モ

デ
ル
に
よ
る
「
超
短
時
間
雇
用
」。

病
状
が
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
安
定
し
な

い
精
神
障
害
者
で
も
、
短
い
時
間

で
あ
れ
ば
働
け
る
か
も
し
れ
な

い
。
た
と
え
短
時
間
で
も
実
際
の

雇
用
現
場
で
賃
金
を
得
て
働
く
こ

と
が
、当
事
者
の
自
信
や
達
成
感
、

社
会
参
加
の
意
識
に
ど
れ
ほ
ど
つ

な
が
る
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
人

手
不
足
が
盛
ん
に
報
道
さ
れ
る
昨

今
、
視
点
を
柔
軟
に
す
る
こ
と
で

見
出
せ
る
戦
力
は
身
近
に
沢
山
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
単

に
法
定
雇
用
率
へ
の
算
入
基
準
や

「
日
本
的
雇
用
慣
行
」
が
足
か
せ

と
な
っ
て
。
身
近
な
戦
力
を
埋
も

れ
さ
せ
て
い
る
の
だ
と
し
た
ら
実

に
勿
体
な
い
話
で
す
。
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ａ

モ
デ
ル
に
よ
る「
超
短
時
間
雇
用
」

は
、
大
手
企
業
で
は
既
に
ソ
フ
ト

バ
ン
ク
が
取
り
入
れ
て
い
る
と
の

こ
と
。
そ
し
て
冒
頭
で
触
れ
た
通

り
、
行
政
単
位
で
は
川
崎
市
と
神

戸
市
が
地
域
実
証
事
業
を
開
始
し

て
い
ま
す
。
今
号
で
は
、
神
戸
市

で
行
わ
れ
て
い
る
取
り
組
み
を
紹

介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

週30時間×1名

=30時間

既存モデル
IDEAモデル型雇用

週4時間×8名

=32時間
部署

企業

さらに地域全体で時間数を加算すれば？
→ 超短時間による30時間換算の労働で何名を
雇用市場に送り込めるか？

IDEAモデルの要件

1. 超短時間（15分～）でも 働くことができる

2. 職務定義されたジョブ or タスク型雇用である

3. 通常の職場で働く

4. 柔軟な配慮がある

既存の雇用モデルでは、フルタイムないしそれに準ずる
常用雇用が前提となり、それに対応できる1人分の雇用
しか生めない

部署

職務を切り出せば、超短時間で
1部署で1-2名の雇用は生み出
せる。

週4時間×1名
（週20時間以下の超短時間）

=4時間

企業単位で何名の雇用となるか？

IDEAモデル型雇用で広がる雇用市場

（東京大学先端科学技術研究センター近藤武夫准教授の資料を基に改変）

一般的（伝統的）な「日本型雇用」モデル 

必要とされる能力 暗黙の要件 雇用条件 

 
• 組織への忠誠・帰属意識 
• 柔軟で汎用性の高い能力 

• コミュニケーション能力 
• 健康で安定して働けること 

 
• 対応業務の広さ 
• 配置転換への対応 

• 管理職に就くためのスキ
ル習得 

• 長期就労、長時間勤務 

 
• 年功序列賃金 

• 長期で任期の定めのな
い雇用 

①採用 

（常用雇用・多能職） 

②職務割り当て 

（＋配置換え） 

①まず「雇用」があり、②職務はその後で割り当てられる 

「IDEAモデル」における雇用の枠組み 

業務内容を切出し、 
 労働時間・給与を定義 

②労働者の採用 
（その業務が遂行できる人） 

部署内の業務分析 

①まず短時間で業務内容を切り出す 
②その業務を労働者に割り当てる 
③従来の雇用形態では就労困難であった労働者にも雇用機会を生む 

短時間 

① 

この雇用形態で求められるもの 

必要とされる能力 暗黙の要件 雇用条件 

 
• 当該業務に対する能力 

 
• ？？？ 
• 予め明確化された要件のみ 

 
• 定義された労働時間、給与 
• 給与は当該業務への対価 

• 高単価の業務もありえる 

短時間 

この雇用形態で求められるもの 

（東京大学先端科学技術研究センター 近藤武夫 准教授の資料を基に改変） 
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行
政
機
関
と
し
て

「
超
短
時
間
雇
用
」
に

か
け
る
思
い

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー:

神
戸
市
保
健
福
祉
局  
局
長　

三
木  

孝
さ
ん

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

発
端
と
展
開

神
戸
市
が
「
超
短
時
間
雇
用
」
の

導
入
に
至
っ
た
き
っ
か
け
を
教
え

て
頂
け
ま
す
か
？

三
木
：
約
３
年
前
に
あ
る
神
戸
市

会
議
員
の
方
よ
り
、「
超
短
時
間

雇
用
」
を
導
入
し
て
い
た
川
崎
市

に
視
察
に
行
か
れ
た
事
例
を
ご
紹

介
い
た
だ
い
た

こ
と
が
き
っ
か

け
で
す
。
そ
の

後
、
東
京
大
学

先
端
科
学
技
術

研
究
セ
ン
タ
ー

の
近
藤
先
生
の

と
こ
ろ
に
お
話

を
聞
き
に
伺
い
、

私
も
「
こ
れ
は

是
非
導
入
し
な

け
れ
ば
」
と
思

い
ま
し
た
。
と

言
う
の
は
、
ど

こ
の
自
治
体
も

同
じ
悩
み
を
抱

え
て
お
ら
れ
る

と
思
う
の
で
す

が
、
障
害
者
雇

用
の
主
管
は
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
も

含
め
て
も
と
も

と
都
道
府
県
単
位
な
ん
で
す
ね
。

で
す
か
ら
我
々
は
、
神
戸
市
に
住

む
障
害
の
あ
る
方
が
実
際
に
ど
れ

く
ら
い
働
い
て
お
ら
れ
る
か
と
い

う
こ
と
は
、
具
体
的
な
数
字
と
し

て
把
握
で
き
て
い
な
い
ん
で
す
。

神
戸
市
で
は
市
内
４
ヶ
所
に
「
し

ご
と
サ
ポ
ー
ト
」
を
設
け
て
い
る

の
で
、
そ
こ
か
ら
情
報
が
入
り
ま

す
が
、
全
て
を
把
握
で
き
て
い
る

訳
で
は
な
い
。
地
域
の
ニ
ー
ズ
を

把
握
す
る
た
め
に
は
そ
れ
で
は
い

け
な
い
。
自
分
た
ち
が
直
接
情
報

を
持
つ
必
要
が
あ
る
と
常
々
思
っ

て
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
市
独
自

の
事
業
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い

た
訳
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
保
健
福
祉
局
の
業

務
に
は
生
活
保
護
受
給
者
や
生
活

困
窮
者
の
支
援
も
含
ま
れ
ま
す
。

そ
ち
ら
の
視
点
か
ら
も
こ
の
モ
デ

ル
は
必
要
と
考
え
ま
し
た
。
障
害

者
を
含
め
て
こ
う
し
た
方
た
ち
へ

の
支
援
は
社
会
保
障
の
観
点
か
ら

も
必
要
で
す
が
、
就
労
へ
の
ハ
ー

ド
ル
が
高
い
こ
と
も
事
実
で
す
。

何
故
か
と
い
う
と
日
本
の
一
般
的

な
雇
用
体
系
に
う
ま
く
は
ま
れ
な

い
か
ら
で
す
。
日
本
の
一
般
的
な

雇
用
体
系
で
は
、
あ
れ
も
こ
れ
も

業
務
を
こ
な
せ
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。
そ
れ
が
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

を
複
雑
に
し
て
い
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
直
接
的
な
業
務
遂
行
に
必

要
な
能
力
以
外
の
要
素
も
求
め
ら

れ
て
し
ま
う
。
一
方
で
「
超
短
時

間
雇
用
」
の
モ
デ
ル
で
は
業
務
範

囲
を
明
確
に
し
ま
す
が
、
こ
れ
が

非
常
に
良
い
。
就
労
に
困
難
を
抱

え
る
方
に
と
っ
て
、
ま
ず
は
社
会

に
一
歩
出
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と

で
、
シ
ン
プ
ル
に
整
理
さ
れ
た
形

か
ら
「
し
ご
と
」
に
就
い
て
も

ら
っ
て
、
そ
こ
で
経
験
と
自
信
を

し
っ
か
り
積
み
上
げ
て
い
く
方
が

良
い
。
だ
か
ら
、
こ
れ
は
う
ま
く

機
能
す
る
と
い
う
直
感
が
あ
り
ま

し
た
。

︱
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
に
当
た
っ

て
、
社
会
福
祉
法
人
す
い
せ
い
と

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
さ
れ
て
い
ま
す

ね
。

三
木
：
す
い
せ
い
は
「
し
ご
と
サ

ポ
ー
ト
西
部
」
の
運
営
と
と
も
に

福
祉
的
就
労
を
め
ざ
す
方
か
ら
一

般
就
労
を
め
ざ
す
方
ま
で
段
階

的
・
体
系
的
な
就
労
支
援
を
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
れ
で
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
窓
口
を
一
本
化
し
ま

し
た
。
神
戸
市
で
は
障
害
者
就
労

の
相
談
窓
口
と
し
て
「
し
ご
と
サ

ポ
ー
ト
」
を
市
内
に
４
ヶ
所
設
置

し
て
い
ま
す
が
、「
超
短
時
間
雇

用
」
に
関
し
て
は
す
い
せ
い
が
運

営
す
る「
し
ご
と
サ
ポ
ー
ト
西
部
」

に
集
中
さ
せ
て
、
他
の
管
轄
エ
リ

　神戸市で取り組まれている「短時間雇用創出プロジェクト」。市が率先して
市役所内や外郭団体で実施することはもちろん、相談窓口に「短時間雇用創
出コーディネーター」を配置して、市内の企業の実態把握や協力企業の開拓、
企業と障害者とのマッチングを行っています。市の担当窓口への取材準備を
進める内に、プロジェクトの推進に 三木 孝 保健福祉局長の大きな後押しが
あったことが分かってきました。そこで、ご多忙の合間を縫って「短時間雇
用創出プロジェクト」にかける三木局長の思いをうかがって参りました。

（取材：三原 卓司）
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ア
の
案
件
も
受
け
持
っ
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。

︱
実
際
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
展
開

さ
れ
て
き
た
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て

も
、
お
話
し
い
た
だ
け
る
で
し
ょ

う
か
。

三
木
：
ま
ず
、
神
戸
市
老
人
福
祉

施
設
連
盟
に
協
力
を
求
め
て
モ
デ

ル
ケ
ー
ス
を
始
め
た
の
が
平
成
29

年
度
で
す
。

　
そ
の
２
年
前
の
平
成
27
年
度
に

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
が
施
行

さ
れ
、相
談
支
援
機
関
と
し
て「
く

ら
し
支
援
窓
口
」
を
各
区
に
設
置

し
ま
し
た
。
ま
た
、
神
戸
市
は
行

政
区
ご
と
に
社
会
福
祉
協
議
会
が

あ
り
ま
す
の
で
、
各
区
社
会
福
祉

協
議
会
に
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー

カ
ー
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
）を
複
数
配
置
し
て
、

引
き
こ
も
り
や
障
害
者
を
抱
え
た

親
御
さ
ん
、
あ
る
い
は
ご
み
屋
敷

な
ど
地
域
の
問
題
を
ア
ウ
ト
リ
ー

チ
型
で
把
握
し
、
各
区
役
所
内
の

「
し
ご
と
」
に
関
す
る
相
談
を
一

元
的
に
対
応
し
て
い
る
「
く
ら
し

支
援
窓
口
」
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
い
ま
、
生
活
に
困
っ
て
お
ら
れ

て
自
立
が
必
要
な
方
は
、
何
ら
か

の
障
害
を
お
持
ち
の
方
も
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
親
御
さ

ん
が
健
在
な
間
は
良
い
で
す
が
、

高
齢
化
さ
れ
た
時
に
は
自
立
し
て

い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
で

す
か
ら
、
こ
れ
ら
の
問
題
は
一
緒

に
取
り
組
ん
で
い
け
ば
良
い
と
考

え
ま
し
た
。
実
際
、
若
年
の
生
活

保
護
受
給
者
に
も
精
神
障
害
を
持

つ
方
も
お
ら
れ
る
の
で
、
保
護
受

給
者
も
含
め
て「
超
短
時
間
雇
用
」

を
斡
旋
し
て
み
よ
う
と
考
え
ま
し

た
。
ま
た
、
発
達
障
害
や
引
き
こ

も
り
の
方
と
い
う
の
は
障
害
者
手

帳
を
お
持
ち
で
な
い
方
も
お
ら
れ

る
の
で
、
そ
の
方
々
も
一
緒
に
支

援
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
平
成
29
年
度
か
ら
同
時
に

始
め
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
、
地
域
の
商
店
街
で

モ
デ
ル
事
業
と
し
て
「
超
短
時
間

雇
用
」
を
導
入
で
き
な
い
か
、
と

い
う
取
り
組
み
も
始
め
て
い
ま

す
。
す
い
せ
い
の
本
拠
地
で
あ
る

垂
水
駅
前
に
は
古
く
か
ら
の
商
店

街
が
あ
り
ま
す
。
保
健
福
祉
局
は

食
品
衛
生
協
会
も
所
管
し
ま
す
か

ら
、
協
会
加
盟
の
飲
食
店
で
す
い

せ
い
と
付
き
合
い
の
あ
る
と
こ
ろ

か
ら
「
超
短
時
間
雇
用
」
の
取
り

組
み
が
広
が
っ
た
と
い
う
側
面
も

あ
り
ま
す
。

就
労
支
援
か
ら
始
ま
る

地
域
の
活
性
化

三
木
：
私
は
常
々
、
就
労
支
援
の

施
策
も
広
い
視
点
で
考
え
て
下
さ

い
ね
と
言
っ
て
い
ま
す
。
い
く
つ

か
の
都
市
で
は
個
人
商
店
が
事
業

の
継
承
や
拡
大
の
手
段
と
し
て

Ｂ
型
事
業
所
を
使
っ
て
い
ま
す

が
、
特
に
感
心
し
た
の
は
京
都
の

伝
統
工
芸
の
商
店
が
Ｂ
型
事
業
所

の
形
態
を
使
っ
た
事
例
で
す
。
こ

れ
な
ど
は
障
害
者
の
得
意
な
作
業

を
生
か
し
た
商
品
作
り
を
行
っ
て

い
て
、
と
て
も
良
い
ア
イ
デ
ア
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と

を
商
店
街
で
も
出
来
な
い
か
と
お

願
い
を
し
て
い
ま
す
。
と
言
う
の

は
、
垂
水
の
商
店
街
は
駅
の
反
対

側
に
有
名
な
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー

ル
が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
こ
に
お

集
ま
る
お
客
さ
ん
た
ち
は
あ
ま
り

商
店
街
に
は
足
を
運
び
ま
せ
ん
。

一
方
、
垂
水
区
と
隣
り
合
う
明
石

市
に
は
「
魚
の
棚
」
と
い
う
商
店

街
が
あ
っ
て
、
も
の
す
ご
い
集
客

力
が
あ
る
。
し
か
し
垂
水
区
に
も

同
じ
よ
う
に
漁
港
は
あ
る
し
、「
い

か
な
ご
」
※ 1
と
い
う
特
産
も
あ
る

ん
で
す
。「
釘
煮
」
※ 2
を
炊
く
と

い
っ
た
仕
事
が
で
き
る
障
害
者
の

方
が
お
れ
ば
、
う
ま
く
マ
ッ
チ
ン

グ
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。そ
の
よ
う
に
商
店
街
で
も
、

特
産
品
を
生
か
し
た
事
業
展
開
を

「
超
短
時
間
雇
用
」
プ
ラ
ス
Ｂ
型

事
業
所
と
い
う
組
み
合
わ
せ
で
障

害
者
と
共
に
考
え
て
い
け
る
の
で

は
な
い
か
と
模
索
し
て
い
ま
す
。

　
近
藤
先
生
に
は
こ
こ
で
も
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
支
援
し
て

頂
い
て
い
ま
す
が
、
市
内
に
元
気

な
商
店
街
は
複
数
あ
り
ま
す
か

ら
、
垂
水
区
の
モ
デ
ル
が
う
ま
く

い
け
ば
、
他
の
商
店
街
で
も
導
入

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
う

す
る
と
観
光
客
も
呼
べ
る
し
、
地

域
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
こ
の
人
手
不
足
の
時
代
で
す

が
、
国
の
制
度
で
あ
る
就
労
支
援

事
業
を
う
ま
く
活
用
す
れ
ば
、
障

害
者
福
祉
は
大
き
な
効
果
を
上
げ

ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
こ
で
大
事
な
の
は
障
害
に

対
す
る
理
解
だ
と
思
い
ま
す
。
特

に
精
神
障
害
者
の
場
合
、
ど
の
よ

う
な
配
慮
を
し
た
ら
当
事
者
に
一

番
ス
ト
レ
ス
が
か
か
ら
な
い
状

態
を
実
現
で
き
る
の
か
？ 

ま
た
、

ど
の
程
度
ま
で
作
業
を
や
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
で
き
る
の
か
？ 

そ

こ
が
一
番
の
課
題
で
す
。
例
え
ば

当
事
者
の
方
に
か
か
り
つ
け
の
お

医
者
さ
ん
が
い
た
場
合
、「
ど
ん

な
薬
を
処
方
し
て
い
る
の
か
」
と

か
「
ど
う
い
う
働
き
方
が
当
事
者

に
と
っ
て
ベ
ス
ト
な
の
か
」
と
い

う
ア
ド
バ
イ
ス
が
も
ら
え
れ
ば
ベ

ス
ト
で
す
。

※ 1
い
か
な
ご
：
地
域
に
よ
っ
て
メ

ロ
ウ
ド
、
カ
マ
ス
ゴ
、
カ
ナ
ギ
と

も
呼
ば
れ
る
魚
の
稚
魚
。
東
日
本

で
は
コ
ウ
ナ
ゴ
と
呼
ば
れ
る
。

※ 2
釘
煮
：
い
か
な
ご
を
甘
辛
く
佃

煮
に
し
た
阪
神
地
方
の
郷
土
料

理
。
神
戸
市
垂
水
区
が
発
祥
と
さ

れ
て
お
り
、
春
先
の
風
物
詩
と
し

て
親
し
ま
れ
て
い
る
。

「
し
ご
と
」
が
変
え
る

福
祉
制
度

︱
私
が
神
戸
市
の
取
り
組
み
で
一

番
斬
新
だ
と
感
じ
た
の
は
、
Ｂ
型

事
業
所
の
利
用
者
を
超
短
時
間
雇

用
に
結
び
つ
け
た
点
で
す
。

三
木
：
今
の
就
労
支
援
の
制
度
は

旧
労
働
省
の
考
え
方
が
基
本
に

な
っ
て
い
ま
す
。
昔
の
小
規
模
作

業
所
に
は
何
も
お
金
が
付
か
な

か
っ
た
け
れ
ど
、
今
は
就
労
継
続

Ａ
型
事
業
所
、
就
労
継
続
Ｂ
型
事

業
所
と
し
て
訓
練
等
給
付
費
が

入
っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ

れ
自
体
は
（
旧
厚
生
省
の
流
れ
を

汲
む
）
障
害
者
総
合
支
援
法
に
基

づ
く
も
の
で
す
け
れ
ど
、
昔
の
福
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祉
工
場
を
引
き
継
ぐ
形
と
な
っ
た

Ａ
型
事
業
所
に
は
、
特
定
求
職
者

雇
用
開
発
助
成
金
な
ど
厚
生
労
働

省
の
雇
用
助
成
金
が
入
っ
て
き
て

い
ま
す
よ
ね
。
結
局
、
今
の
制
度

で
の
「
就
労
」
に
は
「
週
20
時
間

も
し
く
は
30
時
間
」
と
い
う
概
念

が
出
て
く
る
。
そ
し
て
そ
れ
を
基

準
に
し
た
就
労
支
援
の
枠
組
み

と
し
て
、（
雇
用
形
態
を
取
る
支

援
機
関
で
あ
る
）
Ａ
型
事
業
所
が

あ
っ
て
、
就
労
移
行
支
援
事
業
所

が
あ
っ
て
、
そ
こ
に
入
れ
な
い
人

に
は
Ｂ
型
事
業
所
が
あ
っ
て
・・・

と
い
う
流
れ
で
す
。
そ
う
す
る

と
「
週
20
時
間
未
満
」
は
就
労
の

概
念
か
ら
外
れ
て
し
ま
う
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
？
で
も
、

こ
れ
は
「
就
労
」
の
概
念
そ
の
も

の
が
違
う
の
で
は
な
い
か
。
仮
に

近
藤
先
生
が
提
唱
す
る
「
超
短
時

間
雇
用
」
の
形
が
あ
る
と
し
た

ら
、
Ｂ
型
事
業
所
か
ら
ダ
イ
レ
ク

ト
に「
就
労
」に
進
め
る
は
ず
で
、

こ
れ
は
そ
れ
を
試
し
て
み
よ
う
と

い
う
実
証
事
業
な
ん
で
す
ね
。
実

現
で
き
た
ら
皆
が
ハ
ッ
ピ
ー
で
す

よ
ね
。
働
く
の
は
週
に
４
時
間
で

も
良
い
ん
で
す
。
そ
れ
で
給
料
が

も
ら
え
た
ら
当
事
者
は
ハ
ッ
ピ
ー

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
も
ち
ろ
ん
、

Ｂ
型
事
業
所
で
の
作
業
は
作
業
と

し
て
や
っ
て
も
ら
っ
て
構
わ
な
い

し
、
そ
こ
で
「
工
賃
」
を
も
ら
っ

て
も
構
わ
な
い
。
で
も
そ
れ
は
労

働
行
政
側
か
ら
言
え
ば
、「
訓
練
」

に
対
す
る
「
工
賃
」
で
す
よ
ね
。

︱
つ
ま
り
、
制
度
上
の
枠
組
み
と

し
て
は
「
訓
練
」
だ
け
れ
ど
も
、

中
身
の
実
質
は
「
労
働
」
と
ど
う

違
う
の
か
？
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

そ
し
て
当
事
者
側
の
視
点
に
立
つ

と
、「
訓
練
」
と
い
う
言
い
方
だ

と
自
分
は
「
訓
練
」
さ
れ
る
身
だ

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
が
、「
労
働
」
と
し
て
自
分
で

お
給
料
を
稼
ぐ
と
な
る
と
色
ん
な

事
が
全
然
違
っ
て
き
ま
す
ね
。

三
木
：「
働
く
」
と
い
う
こ
と
は

そ
こ
に
創
意
工
夫
が
あ
る
ん
で

す
。「
こ
う
い
う
や
り
方
を
工
夫

し
た
ら
、
仕
事
が
早
く
綺
麗
に
で

き
る
」と
。
し
か
し「
訓
練
」は「
何

時
間
作
業
を
し
た
か
ら
工
賃
が
出

る
」
と
い
う
仕
組
み
で
す
。
例
え

ば
パ
テ
ィ
シ
エ
の
作
業
を
Ｂ
型
事

業
所
の
訓
練
だ
と
す
る
と
、
デ
ザ

イ
ナ
ー
が
い
て
パ
テ
ィ
シ
エ
が
全

て
監
督
し
て
、
そ
の
責
任
下
の

「
作
業
」
で
商
品
を
作
る
訳
で
す
。

と
こ
ろ
が
「
超
短
時
間
雇
用
」
だ

と
、
一
人
一
人
が
パ
テ
ィ
シ
エ
に

な
っ
て
自
分
が
作
っ
た
も
の
が
商

品
と
し
て
並
ぶ
。
こ
れ
は
全
然
違

い
ま
す
。
こ
の
視
点
は
日
本
の
社

会
保
障
制
度
の
中
で
一
番
欠
け
て

い
る
部
分
の
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

︱
超
短
時
間
雇
用
へ
の
思
い
や
理

念
を
お
伺
い
し
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
実
際
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
形
に
し
て
い
く
に
当
た
っ
て
の

ご
苦
労
や
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
も
、

お
聞
か
せ
い
た
だ
け
れ
ば
・
・
・
。

三
木
：
ま
だ
不
十
分
な
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
が
、
多
く
の
方
の
ご
縁

で
こ
こ
ま
で
立
ち
上
げ
て
い
く
事

が
で
き
ま
し
た
。
自
分
は
以
前
、

神
戸
医
療
産
業
都
市
の
推
進
に
関

わ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
神
戸
市
に

は
理
化
学
研
究
所
の
研
究
拠
点
が

あ
っ
て
、
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
で
眼
科
疾

患
の
治
療
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る

髙
橋
政
代
先
生
が
お
ら
れ
ま
す
。

先
生
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
後
押
し

を
商
工
会
議
所
の
会
頭
に
掛
け

合
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
通

勤
リ
ス
ク
の
問
題
で
視
覚
障
害
の

方
の
就
労
が
感
覚
器
障
害
で
一
番

遅
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。「
超
短

時
間
雇
用
」
は
精
神
障
害
以
外
の

障
害
領
域
の
方
に
と
っ
て
も
重
要

な
ん
で
す
。
電
車
に
乗
ら
な
く
て

よ
い
地
元
で
短
時
間
で
あ
れ
ば
働

け
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
ね
。
だ

か
ら
、
そ
う
い
う
仕
事
を
地
元
で

見
つ
け
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
て

い
ま
す
。
私
た
ち
は
「
労
働
」
で

は
な
く
「
し
ご
と
」
と
い
う
呼
び

方
を
し
て
い
ま
す
が
、「
し
ご
と
」

と
い
う
の
は
福
祉
制
度
そ
の
も
の

を
見
直
す
き
っ
か
け
に
な
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。

︱
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
企
業

が
雇
用
管
理
の
方
法
を
見
直
す

き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
ね
。
そ
し

て
、
福
祉
は
当
事
者
の
自
立
を
考

え
る
き
っ
か
け
に
な
る
。
精
神
障

害
者
の
社
会
的
入
院
で
「
地
域
移

行
」
と
言
う
け
れ
ど
、
住
む
場
所

が
院
外
に
出
た
と
こ
ろ
で
停
滞
し

て
し
ま
っ
て
、
そ
の
先
の
ビ
ジ
ョ
ン

を
見
据
え
て
い
る
様
に
は
見
え
ま

せ
ん
。

三
木
：
や
は
り
仕
事
を
し
て
も

ら
っ
た
方
が
良
い
と
思
う
ん
で
す

よ
。
少
な
く
と
も
Ｂ
型
事
業
所
に

通
っ
て
も
ら
う
。
そ
し
て
、
い
き

な
り
は
無
理
で
す
か
ら
、
通
所
し

な
が
ら
「
超
短
時
間
雇
用
」
で
少

し
ず
つ
働
い
て
も
ら
う
。
発
症
し

た
時
に
入
院
す
る
の
は
仕
方
が
な

い
。
で
も
そ
れ
は
出
来
る
だ
け
短

期
で
退
院
し
て
も
ら
っ
て
、
生
活

支
援
か
ら
こ
の
流
れ
で
自
立
を
目

指
す
。
精
神
疾
患
に
は
波
も
あ
り

ま
す
が
、
ス
ト
レ
ス
が
少
な
い
状

態
で
働
く
と
い
う
の
は
、
一
つ
の

リ
ハ
ビ
リ
の
方
法
で
あ
る
と
私
は

考
え
て
い
ま
す
。

︱
企
業
ベ
ー
ス
の
感
覚
と
支
援
職

の
感
覚
で
も
大
き
な
違
い
を
感
じ

ま
す
。
私
た
ち
は
、
職
親
企
業
か

ら
発
展
し
て
き
た
団
体
と
し
て
、

し
ご
と
で
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
当

事
者
の
リ
カ
バ
リ
ー
に
つ
な
が
る

こ
と
を
啓
発
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

三
木
：
私
も
精
神
科
の
先
生
方
と

協
力
し
て
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
神
戸

市
内
の
精
神
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
も

当
事
者
の
就
労
を
応
援
し
て
い
る

先
生
は
お
ら
れ
て
、
そ
の
よ
う
な

先
生
方
と
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と

が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今

は
就
労
支
援
サ
ー
ビ
ス
も
進
ん
で

き
て
い
る
の
で
、
保
健
福
祉
局
と

し
て
、
そ
れ
に
寄
り
添
う
形
で
保

健
医
療
の
サ
ポ
ー
ト
も
出
来
る
様

に
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
。

神
戸
市
に
は
認
知
症
の
「
神
戸
モ

デ
ル
」
と
い
う
も
の
が
あ
っ
て
、

条
例
で
早
期
の
診
断
助
成
な
ど
か

ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
精
神

疾
患
で
も
そ
う
あ
る
べ
き
で
す
。

ま
ず
医
療
か
ら
診
断
や
治
療
を

や
っ
て
い
た
だ
く
の
と
同
時
に
、

そ
の
方
の
社
会
的
自
立
を
自
治
体

や
企
業
の
側
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

く
。
そ
の
三
位
が
揃
わ
な
い
と
進

ん
で
い
か
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
色
々
な
実
例
が
出
て
く
る

と
思
い
ま
す
の
で
、
ま
た
い
つ
か

ご
紹
介
さ
せ
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で

す
。
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︱
す
い
せ
い
さ
ん
は
「
短
時
間
雇

用
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環

で
、
垂
水
商
店
街
の
雇
用
を
開

拓
し
て
い
っ
た
と
う
か
が
っ
て
い
ま

す
。
ま
ず
は
垂
水
商
店
街
に
関
わ

る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
を
教

え
て
下
さ
い
。

岸
田
：
私
は
昔
か
ら
垂
水
商
店
街

の
こ
と
が
気
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

「
あ
そ
こ
、
働
き
口
が
め
っ
ち
ゃ

あ
る
や
ん
！
」
と
。
３
年
前
に
理

事
長
に
就
任
し
た
際
、
何
か
具
体

的
な
活
動
は
で
き
な
い
か
と
考
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
う
ち
の

強
み
が
生
か
せ
る
地
域
貢
献
は
何

か
と
考
え
た
時
、「
商
店
街
の
人

材
不
足
を
解
決
し
、
一
方
で
障
害

者
の
方
な
ど
働
き
づ
ら
さ
を
抱
え

る
人
を
マ
ッ
チ
ン
グ
で
き
た
ら
、

皆
が
W
I
N
︱
W
I
N
に
な
る

の
で
は
な
い
か
？
」
と
思
い
つ
い

た
ん
で
す
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
折
、

平
成
29
年
度
か
ら
神
戸
市
さ
ん
と

「
超
短
時
間
雇
用
」
へ
の
取
り
組

み
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。「
こ

の
企
画
は
商
店
街
に
も
プ
レ
ゼ
ン

し
や
す
い
！
」
と
思
い
、ア
プ
ロ
ー

チ
を
始
め
ま
し
た
。
商
店
街
が
関

わ
る
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー「
ぷ
ら
っ
と
」

さ
ん
に
広
告
を
出
し
た
り
、
商
店

街
の
清
掃
に
顔
を
出
し
た
り
な
ど
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 ▲ 岸田理事長（右端）はじめ、プロジェクトに関わっているすいせいの皆さん。
　  取材に応じてくださった高木さんは、支援活動のため途中退席されました。

地
域
の
雇
用
活
性
化
に
つ
な
げ
る
就
労
支
援

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー:

理
事
長　

岸
田  
耕
二
さ
ん

ワ
ー
ク
ス
垂
水
（
就
労
継
続
Ｂ
型
）Free-biz

（
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
））

施
設
長　

高
木 

陽
平
さ
ん

社
会
福
祉
法
人
す
い
せ
い
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し
て
繋
が
り
を
深
め
、
今
で
は
イ

ベ
ン
ト
の
運
営
委
員
に
も
参
加
し

て
い
ま
す
。
同
時
に
「
超
短
時
間

雇
用
」
の
趣
旨
を
お
伝
え
し
、
協

力
を
求
め
て
い
き
ま
し
た
。

︱
商
店
街
の
方
の
反
応
は
い
か
が

で
し
た
か
？

岸
田
：
東
大
の
先
生
が
提
案
し
た

働
き
方
と
い
う
こ
と
で
、「
面
白

そ
う
だ
な
」
と
思
っ
て
下
さ
る
方

や
、「
実
際
に
人
手
不
足
で
困
っ

て
い
る
」
と
い
う
方
々
と
の
繋
が

り
が
で
き
ま
し
た
。
実
際
に
近
藤

先
生
に
も
来
て
頂
き
、
平
成
29
年

の
７
月
か
ら
運
用
が
始
ま
り
ま
し

た
。

高
木
：
近
藤
先
生
に
来
て
頂
い
て
、

「
超
短
時
間
雇
用
」
の
趣
旨
や
業

務
の
切
り
出
し
方
な
ど
に
つ
い
て

お
話
頂
い
た
と
こ
ろ
、
商
店
主
の

方
々
か
ら
「
こ
ん
な
働
き
方
が

あ
っ
た
ん
だ
！
」
と
、
そ
の
理
念

に
も
共
感
し
て
頂
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
こ
は
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
進
め
て
い
く
上
で
一
番
大

き
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
実

際
に
あ
る
オ
ー
ナ
ー
さ
ん
は
、「
繋

が
り
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た

か
ら
業
務
を
依
頼
し
よ
う
と
思
っ

た
」
と
話
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

︱
繋
が
り
を
築
く
上
で
、
心
が
け

た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

高
木
：
清
掃
な
ど
を
通
し
て
「
一

緒
に
汗
を
か
く
」
こ
と
。
ま
た
、

商
店
街
を
訪
れ
た
際
に
は
マ
ル
イ

パ
ン
さ
ん
に
立
ち
寄
っ
て
パ
ン
を

買
っ
て
い
く
と
か
、
ブ
ラ
ジ
ル
さ

ん
で
打
ち
上
げ
を
す
る
な
ど
、
地

道
に
関
係
性
を
築
い
て
い
き
ま
し

た
。

︱
「
超
短
時
間
雇
用
」
で
働
く
人

材
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
際
の
ポ
イ
ン

ト
は
？

高
木
：
業
務
内
容
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
店
主
と
の
相
性
が
大
事
だ

な
と
感
じ
て
い
ま
す
。
当
事
者
の

人
柄
が
お
店
に
う
ま
く
マ
ッ
チ
す

る
か
ど
う
か
。
ス
キ
ル
よ
り
も
、

志
の
高
さ
や
や
る
気
を
買
っ
て
下

さ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。

︱
単
な
る
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

と
は
異
な
り
、
人
と
人
の
繋
が
り

を
大
切
に
す
る
働
き
方
は
、
商
店

街
な
ら
で
は
で
す
ね
。

高
木
：
そ
れ
は
大
手
派
遣
会
社

さ
ん
と
う
ち
と
の
違
い
の
一
つ
か

な
？
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
そ

こ
に
甘
え
る
の
で
は
な
く
、
業
務

の
精
度
を
上
げ
る
こ
と
に
も
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。

岸
田
：
先
方
の
予
想
を
超
え
る
徹

底
し
た
作
業
も
心
が
け
ま
し
た
。

「
福
祉
っ
て
ど
の
レ
ベ
ル
で
仕
事
し

て
く
れ
る
ん
だ
ろ
う
？
」
っ
て
あ

る
意
味
で
試
さ
れ
て
い
る
と
思
う

ん
で
す
よ
。
ち
ゃ
ん
と
結
果
を
出

し
て
、
姿
勢
を
見
せ
る
。
生
産
価

値
の
担
保
は
こ
ち
ら
か
ら
ち
ゃ
ん

と
提
案
し
な
い
と
向
こ
う
か
ら
は

言
い
づ
ら
い
。
そ
う
し
な
い
と「
最

低
賃
金
を
保
障
し
て
下
さ
い
」
と

は
言
え
ま
せ
ん
。

︱
ど
の
よ
う
に
し
て
受
け
入
れ
先

を
増
や
し
て
い
き
ま
し
た
か
？

高
木
：「
ぷ
ら
っ
と
」
さ
ん
始
め

商
店
街
の
店
主
に
「
ど
こ
か
営
業

を
か
け
ら
れ
そ
う
な
お
店
は
あ

り
ま
す
か
？
」
と
聞
い
て
、
口
コ

ミ
で
増
や
し
て
い
き
ま
し
た
。
あ

ん
ま
り
構
え
て
ア
ポ
イ
ン
ト
の
電

話
を
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
店
頭

で
ヒ
マ
そ
う
に
さ
れ
て
い
る
瞬
間

に
声
を
掛
け
る
（
笑
）。
こ
の
営

業
方
法
は
地
域
な
ら
で
は
と
い
う

か
、
ご
近
所
だ
か
ら
こ
そ
出
来
る

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

︱
業
務
の
切
り
出
し
に
苦
労
し

た
ケ
ー
ス
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

か
？

高
木
：
基
本
的
に
ど
の
お
店
で
も

業
務
の
切
り
出
し
は
可
能
と
い
う

の
が
近
藤
先
生
の
考
え
方
で
す
。

し
か
し
、
そ
れ
を
オ
ー
ナ
ー
さ
ん

が
や
ろ
う
と
す
る
か
し
な
い
か
が

非
常
に
重
要
。
や
る
気
が
な
い
と

こ
ろ
か
ら
業
務
を
切
り
出
そ
う

と
し
て
も
、
な
か
な
か
う
ま
く
い

き
ま
せ
ん
。
反
対
に
そ
れ
で
う

ま
く
い
っ
た
お
店
さ
ん
は
、
口
コ

ミ
で
仲
間
に
宣
伝
し
て
下
さ
い
ま

す
。
そ
う
す
る
と
信
頼
に
も
繋
が

り
ま
す
し
、
営
業
す
る
必
要
も

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
は
商
店
街
の

良
さ
。
最
初
は
大
変
で
す
が
、
軌

道
に
乗
る
と
上
手
く
回
っ
て
い
く
。

私
た
ち
は
「
超
短
時
間
雇
用
」
が

ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、
垂
水
商
店
街

で
の
雇
用
の
創
出
を
将
来
的
に
考

え
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
最
初

に
関
係
性
を
作
る
と
こ
ろ
は
非
常

に
慎
重
に
地
道
に
行
い
ま
し
た
。

︱
近
藤
先
生
が
お
ら
れ
な
い
時

は
、
業
務
の
切
り
出
し
に
つ
い
て

の
話
し
合
い
は
ど
う
さ
れ
て
い
ま

す
か
？

高
木
：
私
た
ち
が
オ
ー
ナ
ー
さ
ん

と
話
し
合
っ
て
行
い
ま
す
。
近
藤

先
生
の
や
り
方
を
間
近
で
拝
見
し

て
感
じ
た
の
は
、
私
た
ち
福
祉
の

や
り
方
と
は
全
然
違
う
と
い
う
こ

と
。
私
た
ち
は
一
つ
で
も
障
害
当

事
者
に
マ
ッ
チ
ン
グ
し
そ
う
な
業

務
が
見
つ
か
る
と
、
そ
こ
を
深
め

て
い
こ
う
と
し
ま
す
。
し
か
し
近

藤
先
生
は
一
つ
の
業
務
だ
け
に
食

い
つ
か
ず
、「
他
に
も
な
い
で
す

か
？
」
と
掘
り
下
げ
る
。
す
べ
て

の
業
務
を
把
握
し
た
上
で
、
ど
こ

と
ど
こ
に
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
か
を

見
出
す
。
こ
う
し
て
候
補
に
出
て

き
た
業
務
の
中
か
ら
、
障
害
当
事

者
が
出
来
そ
う
な
仕
事
を
選
ぶ
と

い
う
や
り
方
で
す
。
と
て
も
勉
強

に
な
り
ま
す
。

︱
そ
も
そ
も
、
法
人
と
し
て
就
労

支
援
に
取
り
組
み
始
め
た
の
は
い

つ
頃
か
ら
で
す
か
？

岸
田
：
平
成
18
年
頃
か
ら
で
す
。

当
時
の
利
用
者
さ
ん
た
ち
は
統
合

失
調
症
の
方
が
多
か
っ
た
の
で
す

が
、
皆
「
働
き
た
く
な
い
」
と
言

う
ん
で
す
。「
も
し
、
今
の
ま
ま

の
あ
な
た
を
雇
用
し
た
い
と
い
う

会
社
が
あ
っ
て
も
働
き
た
く
な
い

で
す
か
？
」
と
聞
い
た
ら
、「
そ

ん
な
会
社
は
な
い
」
と
言
う
。「
で

も
、
も
し
も
そ
ん
な
会
社
が
あ
れ

ば
働
き
た
い
」
と
言
わ
れ
た
ん
で

す
。
そ
れ
を
聞
い
て
、
こ
の
方
た

ち
は
働
き
た
い
と
い
う
思
い
が
あ

る
の
に
、
失
敗
体
験
が
元
で
そ
う

言
え
な
い
ん
だ
･
･
･
と
気
付

き
ま
し
た
。
な
ら
ば
、
皆
が
ち
ゃ

ん
と
「
働
き
た
い
」
と
言
え
る
よ

う
に
し
て
い
き
た
い
。
自
信
が
な
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い
か
ら
「
働
き
た
い
」
と
言
え
な

い
の
で
あ
れ
ば
、
ど
う
や
っ
た
ら

彼
ら
が
自
信
を
持
つ
こ
と
が
で
き

る
だ
ろ
う
か
？
と
考
え
ま
し
た
。

目
先
の
目
標
が
成
長
に
繋
が
り
、

成
長
が
自
信
に
繋
が
る
。
そ
う
考

え
て
ど
ん
ど
ん
就
労
支
援
を
続
け

て
結
果
を
出
し
て
い
く
中
で
、
今

回
の
「
超
短
時
間
雇
用
」
の
お
話

を
神
戸
市
さ
ん
か
ら
頂
き
ま
し

た
。

︱
つ
ま
り
、
神
戸
市
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
実
働
部
隊
と
し
て
「
超
短
時

間
雇
用
」
を
推
進
す
る
法
人
と
し

て
、
す
い
せ
い
さ
ん
に
白
羽
の
矢

が
立
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。

岸
田
：
は
い
。
神
戸
市
か
ら
は

「
し
ご
と
サ
ポ
ー
ト
」
と
い
う
障

害
者
就
労
推
進
セ
ン
タ
ー
と
し
て

の
機
能
を
受
託
し
て
い
ま
す
。
市

内
で
当
法
人
を
含
め
４
ヶ
所
の
セ

ン
タ
ー
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の

社
会
福
祉
法
人
が
運
営
を
行
っ
て

い
る
の
で
す
が
、
そ
の
中
で
「
超

短
時
間
雇
用
」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
行
っ
て
い
る
の
は
当
法
人
だ
け

で
す
。
今
後
、
他
の
セ
ン
タ
ー
に

広
め
て
い
く
モ
デ
ル
と
な
る
べ
く
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
確
立
し
て
い
く

こ
と
も
課
題
の
一
つ
で
す
。

︱
最
初
に
お
話
を
聞
い
た
時
は
、

ど
う
感
じ
ま
し
た
か
？

岸
田
：
今
は
週
20
時
間
以
上
と

い
う
縛
り
が
あ
り
、
そ
れ
を
満

た
せ
な
い
障
害
者
の
方
は
働
き

づ
ら
い
。
し
か
し
こ
の
枠
組
み
で

あ
れ
ば
働
け
る
の
で
、
す
ご
く
良

い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
と
感
じ
ま
し

た
。
先
に
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

手
が
け
て
い
た
川
崎
市
さ
ん
や
ソ

フ
ト
バ
ン
ク
さ
ん
の
取
り
組
み
を

学
び
、
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
て

い
ま
し
た
。
最
初
は
神
戸
市
さ
ん

に
間
に
入
っ
て
頂
き
、
社
会
福
祉

法
人
き
ら
く
え
ん
さ
ん
と
い
う
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
入
ら
せ
て

頂
く
と
こ
ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
近
藤
先
生
と
一
緒
に
き
ら

く
え
ん
さ
ん
を
訪
れ
、
ど
の
よ
う

に
業
務
の
切
り
出
し
を
行
う
の
か

を
見
て
勉
強
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。

︱
「
超
短
時
間
雇
用
」
の
第
一

号
は
ど
ん
な
利
用
者
さ
ん
で
し
た

か
？

岸
田
：
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る

統
合
失
調
症
の
方
で
、
な
か
な
か

施
設
か
ら
出
ら
れ
ず
に
い
た
方
で

す
。「
こ
の
ま
ま
じ
ゃ
い
け
な
い
。

働
き
た
い
」
と
い
う
思
い
を
持
っ

て
お
ら
れ
る
方
だ
っ
た
の
で
、
椅

子
に
特
化
し
た
清
掃
業
務
を
切

り
出
し
て
行
い
ま
し
た
。
生
活
リ

ズ
ム
が
安
定
し
て
い
な
い
方
で
し

た
の
で
、
福
祉
施
設
と
し
て
は
安

定
し
な
い
と
就
労
に
は
送
り
出
せ

な
い
と
い
う
こ
と
に
ど
う
し
て
も

な
っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
週
１

回
１
時
間
と
い
う
「
超
短
時
間
雇

用
」
に
お
い
て
は
、
少
々
不
安
定

で
も
働
け
る
。
す
る
と
、
働
く
こ

と
に
よ
っ
て
生
活
に
メ
リ
ハ
リ
が

生
ま
れ
、
安
定
し
て
き
た
ん
で
す
。

今
は
本
人
も
「
将
来
的
に
は
働
く

時
間
を
延
ば
し
、
生
活
保
護
を
抜

け
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
を
聞
い
て
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
価
値
を
実
感
し
ま
し
た
し
、

今
後
も
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

︱
現
在
ど
れ
く
ら
い
の
数
の
企

業
さ
ん
と
関
わ
っ
て
お
ら
れ
ま
す

か
？

岸
田
：
垂
水
商
店
街
以
外
に
も
、

１
年
間
で
約
10
軒
の
企
業
を
開
拓

し
ま
し
た
。
少
し
ず
つ
事
例
が

増
え
て
き
た
の
で
、
そ
の
事
例
を

元
に
プ
レ
ゼ
ン
を
行
っ
た
と
こ
ろ

「
ち
ょ
う
ど
今
、
人
が
足
り
な
く

て
困
っ
て
い
る
」
と
い
う
企
業
が

話
を
聞
い
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
私
は
中
小
企
業
家
同
友

会
に
も
入
っ
て
い
る
の
で
、
そ
こ

で
繋
が
っ
た
オ
ー
ナ
ー
さ
ん
た
ち

に
営
業
し
た
り
も
し
て
い
ま
す
。

実
績
が
出
来
て
き
た
こ
と
で
、
営

業
も
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
実

際
に
「
超
短
時
間
雇
用
」
で
働

い
て
い
る
利
用
者
さ
ん
の
動
画
を

撮
っ
て
お
見
せ
し
た
り
、
経
営
面

で
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
も
お
伝
え

し
て
い
ま
す
。

︱
今
後
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
広

が
っ
て
い
く
た
め
に
、
ど
ん
な
こ

と
が
必
要
で
し
ょ
う
か
？

岸
田
：
神
戸
市
さ
ん
と
の
連
携
を

さ
ら
に
深
め
、
お
互
い
の
役
割
分

担
が
円
滑
に
で
き
る
よ
う
に
な
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
う
す
れ

ば
、
神
戸
市
の
他
の
エ
リ
ア
で
も

も
っ
と
広
め
て
い
く
と
が
で
き
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

︱
神
戸
市
で
は
Ｂ
型
事
業
所
の
利

用
者
さ
ん
で
も
、制
度
と
し
て「
超

短
時
間
雇
用
」
を
併
用
で
き
る
こ

と
を
認
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
す

ご
く
大
き
な
こ
と
で
す
。

岸
田
：
そ
の
点
は
私
た
ち
か
ら
も

提
案
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
し
進
め
る
に

あ
た
り
、
ま
ず
は
企
業
を
集
め
る

こ
と
。
そ
し
て
、
一
定
量
の
人
材

を
確
保
す
る
こ
と
。
当
初
は
病
院

の
デ
イ
ケ
ア
な
ど
Ｂ
型
に
通
っ
て

い
な
い
人
を
集
め
よ
う
と
し
た
の

で
す
が
、
そ
れ
は
か
な
り
難
し
い
。

で
す
か
ら
「
Ｂ
型
の
利
用
者
さ
ん

も
Ｏ
Ｋ
に
し
て
も
ら
っ
た
ら
、
一

気
に
人
を
集
め
ら
れ
ま
す
」
と
お

伝
え
し
ま
し
た
。

︱
そ
れ
は
Ｂ
型
の
利
用
者
さ
ん
に

と
っ
て
も
、
リ
ア
ル
な
職
業
体
験

が
で
き
る
と
い
う
貴
重
な
場
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

岸
田
：
そ
う
で
す
ね
。
当
事
者
の

方
々
が
「
働
き
た
い
」
と
い
う
気

持
ち
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
、も
っ

と
気
付
い
て
も
ら
え
る
機
会
に
な

れ
ば
と
も
考
え
て
い
ま
す
。
お
金

を
も
ら
っ
て
働
く
こ
と
は
、
訓
練

や
実
習
と
は
全
然
違
い
ま
す
。「
超

短
時
間
雇
用
」
を
機
に
、
チ
ャ
ン

ス
が
広
が
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。



23

そ
れ
ぞ
れ
の
雇
用
現
場
か
ら

超
短
時
間
雇
用
を
機
に

業
務
を
細
分
化
し
再
構
築

︱
２
０
１
７
年
10
月
よ
り
、
超
短

時
間
雇
用
と
し
て
当
事
者
を
受
け

入
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
き
っ
か
け

は
？

原
田
：
社
会
福
祉
法
人
す
い
せ

い
さ
ん
か
ら
提
案
し
て
頂
い
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
す
。
そ
も
そ
も

す
い
せ
い
さ
ん
と
の
出
会
い
は
、

２
０
１
７
年
の
春
頃
に
偶
然
、
事

業
所
を
訪
れ
た
こ
と
が
始
ま
り
で

す
。
垂
水
駅
近
く
を
歩
い
て
い
た

時
に
「
就
労
支
援
」
と
い
う
看
板

を
見
つ
け
、「
こ
こ
に
相
談
し
た

ら
人
材
を
補
強
で
き
る
か
な
？
」

と
気
軽
な
気
持
ち
で
訪
ね
た
ん
で

す
。
障
害
者
支
援
を
行
っ
て
い
る

法
人
だ
と
は
、
ま
っ
た
く
知
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
人
材
を
補
強
し
た

い
旨
を
伝
え
る
と
、「
超
短
時
間

雇
用
は
ど
う
で
す
か
？
」
と
提
案

し
て
頂
き
ま
し
た
。

︱
精
神
障
害
者
の
雇
用
は
そ
れ
が

初
め
て
で
し
た
か
？

原
田
：
は
い
。
雇
用
す
る
の
は
初

め
て
で
し
た
が
、
精
神
障
害
者
と

接
す
る
こ
と
自
体
に
は
抵
抗
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
ち
ょ
う
ど
超
短

時
間
雇
用
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス

タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
で
、
と
ん
と

ん
拍
子
に
話
が
進
み
、
そ
の
年
の

夏
に
近
藤
先
生
と
も
お
会
い
し
ま

し
た
。

︱
運
命
的
な
出
会
い
で
す
ね
。
近

藤
先
生
と
は
最
初
に
ど
の
よ
う
な

お
話
を
さ
れ
ま
し
た
か
？

原
田
：
先
生
が
事
務
所
に
来
て
下

さ
り
、「
困
っ
て
い
る
業
務
は
何
で

す
か
？
」
と
質
問
さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
部
長
と
家
内
が
担
当
し
て

い
る
業
務
を
洗
い
出
し
た
こ
と
ろ

「
よ
く
こ
れ
だ
け
の
業
務
を
抱
え

て
耐
え
ら
れ
ま
し
た
ね
･
･
･
」

株式会社
三協パーツ商会

　株式会社三協パーツ商会は、自動車部品やタイヤ、カー用品、工具からケミカル用品まで、何万点もの
自動車関連商品を扱う社員 13 人の総合卸売会社です。この業界で仕事をしていた代表取締役の原田仁
史さんが平成20年6月に独立開業しました。編集部が原田さんに初めてお会いしたのは平成30年9月。
社会福祉法人すいせいが受託する神戸市の「しごとサポート西部」主催の就労支援ネットワーク会議で
した。東大先端研の近藤先生を迎えて「超短時間雇用」の講演とディスカッションが行われたこの会で、
原田さんは実際にIDEAモデルを取り入れた企業として発言されたのです。その発言がインパクトに残り、
これは本誌で紹介するしかないと、会が終了するや否やご挨拶に伺い、取材を申し込んだのです。その
発言とは「超短時間雇用の取り組みの中で業務分析を行ったところ、従業員が定着せずに苦労していた
わが社で退職がピタリと止まった」と言うのです。職場環境をガラリと転換させる雇用モデル。何がそ
のポイントなのか、取材でうかがってきました。　（取材：太田 裕子）

▶ 「以前は業務効率が悪くて、本当に人が定着してくれませ
　んでした」と振り返る代表取締役の原田仁史さん（右）と
　奥平信之部長（左）

インタビュー :
代表取締役　原田 仁史さん

その1
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と
言
わ
れ
る
ほ
ど
、
た
く
さ
ん
業

務
が
出
て
き
ま
し
た
。

︱
そ
こ
か
ら
近
藤
先
生
が
、
当
事

者
に
切
り
出
せ
る
業
務
を
仕
分
け

さ
れ
た
と
？

原
田
：
い
い
え
。「
ひ
と
ま
ず
こ

れ
ら
の
業
務
に
つ
い
て
、
考
え
て

み
て
下
さ
い
」
と
言
わ
れ
た
ん
で

す
よ
。
改
め
て
考
え
て
み
る
と
、

「
部
長
に
色
ん
な
業
務
を
や
る

よ
う
に
言
い
過
ぎ
て
い
た
な
」
と

感
じ
ま
し
た
。
そ
こ
で
ま
ず
、
誰

に
ど
の
よ
う
に
業
務
を
振
り
分
け

る
こ
と
が
で
き
る
か
、
従
業
員
一

人
ひ
と
り
が
抱
え
て
い
る
業
務
を

細
分
化
し
ま
し
た
。
そ
の
上
で
手

が
回
っ
て
い
な
か
っ
た
業
務
を
洗

い
出
し
、
皆
に
ま
ん
べ
ん
な
く
行

き
わ
た
る
よ
う
に
再
構
築
し
ま
し

た
。
こ
の
作
業
を
全
部
行
う
の
に

半
年
近
く
か
か
り
ま
し
た
。

︱
こ
の
作
業
を
行
う
前
は
、
業
務

が
効
率
化
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に

気
付
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
か
？

原
田
：
ま
っ
た
く
自
覚
し
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
今
振
り
返
る
と
、

そ
れ
で
職
場
に
フ
ラ
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
が
溜
ま
っ
て
い
た
様
に
も
思

い
ま
す
。 

「
勤
務
時
間
を

延
ば
し
た
い
」

本
人
の
希
望
が
成
長
の
証

︱
そ
の
中
で
人
手
が
回
っ
て
い
な

か
っ
た
業
務
を
、「
超
短
時
間
雇
用
」

の
方
に
任
せ
る
よ
う
に
し
た
と
？

原
田
：
は
い
。
最
初
は
検
索
業
務

を
任
せ
ら
れ
る
方
に
来
て
頂
き

ま
し
た
。
す
い
せ
い
さ
ん
を
通
し

て
、
週
２
日
・
３
時
間
ず
つ
。
精

神
障
害
者
の
方
で
す
。
１
〜
２
ヶ

月
は
検
索
業
務
の
み
を
や
っ
て
も

ら
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
う

ち
に
彼
は
と
て
も
エ
ク
セ
ル
が
得

意
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま

し
た
。

︱
検
索
業
務
だ
け
で
は
も
っ
た
い

な
い
で
す
ね
。

原
田
：
え
え
、
も
っ
と
コ
ア
な
業

務
を
任
せ
ら
れ
る
の
で
は
な
い

か
？
と
考
え
、
エ
ク
セ
ル
を
使
っ

た
売
上
分
析
や
商
品
管
理
業
務

も
教
え
て
い
き
ま
し
た
。
う
ち
は

自
動
車
部
品
を
取
り
扱
い
、
ネ
ッ

ト
販
売
す
る
会
社
で
す
か
ら
単
純

に
ア
イ
テ
ム
数
だ
け
で
５
〜
６
万

点
、
セ
ッ
ト
販
売
も
入
れ
る
と

40
万
点
以
上
の
商
品
が
あ
り
、
業

務
は
多
岐
に
渡
っ
て
い
ま
す
。
彼

は
今
、
さ
ら
に
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し

て
出
品
業
務
ま
で
担
当
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

︱
勤
務
時
間
も
増
え
ま
し
た
か
？

原
田
：
３
ヶ
月
目
く
ら
い
に
本
人

か
ら
「
勤
務
時
間
を
延
ば
し
た

い
」
と
希
望
が
あ
り
、
今
は
週
３

日
・
約
６
時
間
ず
つ
働
い
て
い
ま

す
。
本
人
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
上

が
り
、
会
社
と
し
て
も
と
て
も
助

か
っ
て
い
ま
す
。

︱
本
人
に
対
し
て
、
特
に
配
慮
さ

れ
て
い
る
点
は
あ
り
ま
す
か
？

原
田
：
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。
本

人
も
「
何
で
も
言
っ
て
く
れ
て
い

い
で
す
よ
」
と
言
う
の
で
、
最
初

は
こ
ち
ら
も
遠
慮
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
は
普
通
に
仕
事
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
長
い
時
間

働
く
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
こ

の
超
短
時
間
と
い
う
働
き
方
が

マ
ッ
チ
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
会

社
と
し
て
も
、
フ
ル
タ
イ
ム
で
入
っ

て
も
ら
う
だ
け
の
仕
事
量
は
提
供

で
き
な
い
の
で
、
そ
の
点
で
も
有

難
い
で
す
。

︱
今
、
何
名
の
方
が
「
超
短
時
間

雇
用
」
で
働
か
れ
て
い
ま
す
か
？

原
田
：
２
名
と
、
研
修
が
１
名
。

来
月
か
ら
も
う
１
名
研
修
の
方

が
来
ら
れ
ま
す
。
二
人
目
の
方
は

２
０
１
８
年
３
月
か
ら
働
き
始
め

ま
し
た
。彼
も
精
神
障
害
が
あ
り
、

こ
れ
ま
で
働
い
た
経
験
が
な
く
、

「
働
い
て
み
た
い
」
と
い
う
こ
と

で
最
初
は
遊
び
半
分
の
よ
う
な
感

じ
で
通
っ
て
来
て
い
ま
し
た
。
梱

包
の
仕
事
を
任
せ
て
い
ま
す
。

︱
最
初
は
遊
び
半
分
で
も
Ｏ
Ｋ
？

原
田
：
え
え
。
そ
の
う
ち
に
「
自

分
が
い
な
い
と
会
社
が
困
る
」
と

い
う
こ
と
に
自
ら
気
付
い
て
も
ら

う
の
が
ベ
ス
ト
で
す
。
前
に
テ
レ
ビ

で
障
害
者
雇
用
に
取
り
組
ん
で
い

る
会
社
の
様
子
を
見
て
、「
こ
う

い
う
風
に
障
害
者
の
方
を
育
て
た

ら
良
い
ん
だ
」
と
感
じ
て
い
た
ん

で
す
。
30
代
前
半
の
方
な
ん
で
す

が
、
最
初
は
週
２
日
・
４
時
間
ず

つ
。
今
は
本
人
の
希
望
も
あ
り
、

週
３
日
・
４
時
間
ず
つ
働
い
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
し
か
も
土
曜
日

は
一
人
で
業
務
が
出
来
る
よ
う
に

な
る
ま
で
成
長
し
ま
し
た
。
初
め

は
し
ん
ど
そ
う
で
し
た
が
、
い
つ

ま
で
も
み
っ
ち
り
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
た
の
で
は
、
一
生
、
一
人
立
ち

で
き
ま
せ
ん
。

︱
自
立
を
促
す
タ
イ
ミ
ン
グ
は
ど

う
見
極
め
る
の
で
す
か
？

原
田
：
個
人
的
に
精
神
障
害
者
に

接
す
る
機
会
が
あ
っ
て
、〝
限
界

地
点
〟
と
い
う
も
の
が
感
覚
的
に

分
か
っ
て
い
た
ん
で
す
。
だ
か
ら

周
り
に
も
「
厳
し
く
や
る
ぞ
」
と

伝
え
、
本
人
の
状
態
に
目
を
配
り

な
が
ら
育
て
る
こ
と
を
心
が
け
ま

し
た
。

︱
そ
の
匙
加
減
が
で
き
る
の
は
原

田
さ
ん
だ
か
ら
こ
そ
。
普
通
は
支

援
機
関
が
担
う
べ
き
部
分
で
す
。

原
田
：
一
つ
気
を
付
け
て
い
る
の

は
、
私
が
直
接
本
人
に
あ
れ
こ
れ

言
わ
な
い
、
と
い
う
こ
と
。
あ
え

て
部
長
や
家
内
を
通
し
て
伝
え
る

こ
と
で
、
ク
ッ
シ
ョ
ン
材
の
役
目

を
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

約
３
週
間
の
研
修
期
間
中
に
は
す

い
せ
い
さ
ん
を
通
し
て
、
本
人
の

勤
務
時
間
や
仕
事
内
容
に
つ
い
て

話
し
合
い
ま
す
。
う
ち
で
は
あ
え

て
面
接
を
せ
ず
、
研
修
と
し
て
実

際
に
仕
事
に
入
っ
て
も
ら
っ
て
判

断
し
ま
す
。
そ
の
方
が
合
う
・
合

わ
な
い
が
分
か
り
や
す
い
ん
で
す
。

劇
的
に
低
下
し
た
離
職
率

業
務
改
善
で
売
上
も
向
上

︱
「
超
短
時
間
雇
用
」
を
導
入
し

て
一
番
良
か
っ
た
こ
と
は
？

原
田
：
従
業
員
が
辞
め
な
く
な
っ

た
こ
と
で
す
。
そ
れ
ま
で
は
毎
年

の
よ
う
に
何
十
人
も
退
職
者
が
出
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I PSブックレット3
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て
い
ま
し
た
。
社
員
13
名
の
会
社

な
の
で
す
が
、
部
長
と
家
内
以
外

は
入
っ
て
は
辞
め
･
･
･
の
繰

り
返
し
。「
い
つ
に
な
っ
た
ら
私
の

気
持
ち
が
わ
か
っ
て
も
ら
え
る
の

か
！
」
と
。
分
か
る
訳
が
な
い
ん

で
す
（
笑
）。
私
自
身
も
離
職
率

が
高
い
原
因
が
分
か
っ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

︱
会
社
は
今
、
何
期
目
で
す
か
？

原
田
：
11
期
目
で
す
。
去
年
か
ら

新
卒
の
採
用
を
始
め
、
会
社
の
雰

囲
気
も
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

れ
か
ら
障
害
者
の
方
が
入
っ
て
き

て
、
社
員
も
「
福
祉
が
充
実
し
て

い
る
＝
良
い
会
社
」
と
認
識
し
て

く
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
若
い
社

員
が
多
い
の
で
す
が
、「
自
分
た

ち
の
仕
事
を
会
社
が
理
解
し
て
く

れ
て
い
る
か
ど
う
か
」
は
、
彼
ら

に
と
っ
て
非
常
に
大
切
な
こ
と
な

の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
１
年
少

し
で
、
会
社
の
雰
囲
気
は
急
激
に

変
わ
り
ま
し
た
。
業
務
を
洗
い

出
し
た
こ
と
で
障
害
者
を
雇
い
入

れ
る
こ
と
に
な
り
、
彼
ら
が
定
着

し
た
こ
と
で
雰
囲
気
が
良
く
な
っ

た
。

︱
業
務
が
改
善
し
た
と
い
う
こ
と

は
、
売
上
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る

の
で
は
？

原
田
：
は
い
。
売
上
も
伸
び
て
き

ま
し
た
。
先
月（
平
成
30
年
９
月
）

か
ら
は
事
務
所
を
こ
の
場
所
に
移

転
し
、倉
庫
も
広
く
な
り
ま
し
た
。

今
、
検
索
業
務
は
す
い
せ
い
さ
ん

に
業
務
委
託
と
し
て
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
業
績
が
上
が
っ
た
の
で

仕
事
が
増
え
、
新
し
い
人
材
が
ま

た
必
要
で
す
。

︱
会
社
と
し
て
理
想
的
な
流
れ
が

生
ま
れ
て
き
た
と
。

原
田
：
今
後
は
、
こ
の
「
超
短
時

間
雇
用
」
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し

て
、
他
社
が
追
随
で
き
る
仕
組
み

を
作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
れ
が
Ａ
型
事
業
所
な
の

か
Ｂ
型
事
業
所
な
の
か
は
模
索
中

で
す
が
、
何
ら
か
の
形
で
発
信
し

て
い
き
た
い
で
す
ね
。

 ▲「超短時間雇用」で働き始めたＴさん。
「仕事を始めてから体力がつきました。勤務時間を増やし、土曜日は一人で業務を行っています。お給料は貯金しています！」

認定特定非営利活動法人

地域精神保健福祉機構

I P S ブックレットシリーズ      I P S ブックレットシリーズ      
伊藤順一郎（国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所）
香田真希子（目白大学、コンボ・ACT - IPS センター）
伊藤順一郎（国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所）
香田真希子（目白大学、コンボ・ACT - IPS センター）

私は、
働いている

ほうが元気
です！

272-0031　千葉県市川市平田 3-5-1-２Ｆ コンボ書籍係

ご注文は、電話・ハガキ・ファックスでコンボまで。
コンボのホームページからもご注文いただけます。

http://comhbo.net
ＮＰＯコンボ　 検 索

本書は、精神の病いを抱えながら生活している皆さんを応援す
るために、アメリカで開発された援助付き雇用ＩＰＳ
（Individual　Placement　and　Support）の入門書です。実際
に日本で IPS に関わる専門家が、実践例を盛り込みながらやさ
しく解説しています。

リカバリーを応援する個別就労支援プログラム

ＩＰＳ入門　
1429円＋税　A5判 112 頁

本書は、アメリカで開発された援助付き雇用ＩＰＳを、日本
の社会や企業風土にあわせて試行錯誤を重ねながら実践して
きた支援者によるツール集です。職場開拓や面接のコツから、
退職後の支援まで、精神疾患を抱えながら働こうとしている
方々へのさまざまな就労支援の場面で実際に役立つ内容が満
載です。「どんな仕事なら、やる気をもって働けるのか」を
本人と一緒に考える1冊です。

就労支援マニュアル　
1800円＋税　A5判 148 頁

実践ツール集

本書は、１３人の当事者による求職・就労体験、６組の当事者
と支援者の二人三脚の物語、４人の企業関係者によるＩＰＳへ
の期待、そしてさまざまな立場の支援者からみたＩＰＳの現状
まで、多くの就労、就労支援の体験談のみで構成されています。
そこにあるのは、当事者個人個人のリカバリーの旅の物語です。
「働きたい」と考えている当事者の皆さん、就労支援の重要性
に気づき始めている支援者の皆さんの背中を押す１冊です。

I PS
ブックレット3

私のリカバリーストーリー
リカバリーと働くこと　
1800円＋税　A5判 144 頁

【本書の内容】
●ＩＰＳとは？  ●ＩＰＳにおける重要な概念　● 働くことの意味   ●ＩＰＳ支援プロセス 
● 日本と海外におけるＩＰＳの実践例   ● Ｑ＆Ａ 

【本書の内容】 
●ＩＰＳの概要と実践ツール集の使い方  ●ＩＰＳ実践ツール集 　（アセスメント・プ
ランニング、職場開拓、面接のコツ、経済的側面の支援、ハローワークの使い方、フィ
デリティ尺度　ほか）  ● Ｑ＆Ａ

【本書の内容】
 ● リカバリーについて  ● 働くことの意味　～私のリカバリー体験～   ● 就労支援プロセス
事例：ＩＰＳを利用している人たち一人ひとりの物語   ● 企業の声   ● 支援者の声
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　垂水商店街は、海と山が迫る神戸の街のほぼ西端、JR 垂水駅と山陽電鉄の山陽垂水駅の山側（北側）
駅前にあり、縦横それぞれ 300m ほどの５つの商店街から構成される大きな商店街です。駅や空港の土
産物としても定着した関西を代表する春の風物詩である「いかなごの釘煮」は、この商店街が発祥との
こと。大型ショッピングモールが興隆を極める今なお、昔ながらの「地元の商店街」として賑わいを見
せています。社会福祉法人すいせいが障害者雇用を地域雇用に結びつけようと思うきっかけとなったこ
の商店街では、喫茶レストランやパン屋さん、鮮魚店さんなど、現在３軒ほどの商店が「超短時間雇用」
で精神障害者を受け入れています。喫茶レストラン BRAZIL さんもその 1 つ。昭和レトロな雰囲気が落
ち着くお店を運営する専務取締役の竹中一成さんにお話をうかがいました。
　取材を通じて印象的だったのは、ともすれば高尚な理念や掛け声倒れになりかねない「障害者雇用」に、
ご自身が関わっている感覚がむしろ希薄なご様子。こんな形で本当に自分は社会に役立っているのだろ
うか？半信半疑の表情がうかがえました。「超短時間雇用」という形がそれだけ斬新だとも言えるでしょ
うし、半信半疑の答えはご本人が自信を深めて大きく羽ばたくときに明らかになるのでしょう。

（取材：太田 裕子）

◀昔ながらの地元商店街にある、メニュー豊富な地元の喫茶レ
　ストラン。小鉢も全て手作りという定食・ご膳物だけでも
　20種類以上！！

▲丁寧に椅子磨きを行う H さん（右）と、すいせいの指導員、
　栗林さん（左））
 H さん：

「最初の頃は筋肉痛になりましたが、今は慣れたのでもう大
丈夫。頑固な汚れが落ちた時はとても嬉しいです。少しずつ
働く時間を延ばし、将来は自立したいと考えています」

そ
れ
ぞ
れ
の
雇
用
現
場
か
ら

喫茶レストラン
BRAZIL

その2
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業
務
を
切
り
出
し
、効
率
化

繁
盛
店
を
支
え
る

「
超
短
時
間
雇
用
」

︱
垂
水
商
店
街
で
長
く
愛
さ
れ
て

い
る
お
店
で
す
。

竹
中
：
私
の
祖
父
が
45
年
前
に
姫

路
で
創
業
し
ま
し
た
。
垂
水
店
は

昭
和
48
年
に
オ
ー
プ
ン
。
今
は
姫

路
の
店
舗
は
暖
簾
分
け
を
し
、
こ

の
１
店
舗
の
み
。
私
は
３
代
目
と

し
て
15
年
前
か
ら
店
を
切
り
盛
り

し
て
い
ま
す
。

︱
コ
ー
ヒ
ー
１
杯
か
ら
し
っ
か
り

食
事
を
さ
れ
る
方
ま
で
、
一
日

を
通
し
て
お
客
様
が
途
切
れ
ま
せ

ん
。

竹
中
：
喫
茶
レ
ス
ト
ラ
ン
と
い
う

業
態
で
す
の
で
、
定
食
メ
ニ
ュ
ー

も
と
て
も
多
く
、
お
か
ず
や
小
鉢

な
ど
ほ
ぼ
全
て
を
手
作
り
し
て
い

ま
す
。

︱
そ
れ
は
大
変
お
忙
し
い
で
し
ょ

う
。

竹
中
：
は
い
。
忙
し
す
ぎ
て
料
理

と
接
客
以
外
の
業
務
に
な
か
な
か

手
が
回
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
特
に

気
に
な
っ
て
い
た
の
が
椅
子
の
汚

れ
。
今
は
「
超
短
時
間
雇
用
」
で

週
に
１
度
１
時
間
、
Ｈ
さ
ん
と
い

う
精
神
障
害
者
の
方
が
椅
子
を

磨
き
に
来
て
く
れ
て
い
ま
す
。
今

年
（
平
成
30
年
）
の
８
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
、
１
回
１
脚
ず
つ
磨
い

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

︱
入
り
口
付
近
に
ピ
カ
ピ
カ
の
椅

子
が
並
ん
で
い
て
、
と
て
も
気
持

ち
が
良
い
で
す
ね
。
H
さ
ん
と
の

出
会
い
は
？

竹
中
：
す
い
せ
い
さ
ん
か
ら
ご
紹

介
頂
き
ま
し
た
。
昨
年
、
商
店
街

の
清
掃
を
通
し
て
す
い
せ
い
さ
ん

と
出
会
い
、
親
交
を
深
め
て
参
り

ま
し
た
。
今
年
の
春
頃
に
「
超
短

時
間
雇
用
」
の
お
話
を
頂
き
、
そ

ん
な
働
き
方
が
あ
る
ん
だ
！
と
大

変
驚
き
ま
し
た
。
椅
子
だ
け
を
磨

い
て
も
ら
う
お
仕
事
、
し
か
も
週

１
時
間
で
･
･
･
と
い
う
人
材

を
探
す
の
は
、
普
通
は
考
え
ら
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
す
い
せ
い
さ

ん
の
利
用
者
の
中
で
、
こ
の
業
務

に
フィッ
ト
す
る
方
が
す
ぐ
に
見
つ

か
っ
た
ん
で
す
。

︱
椅
子
を
磨
く
と
い
う
作
業
を

〝
業
務
〟
と
し
て
切
り
出
す
。
そ

の
考
え
方
が
斬
新
で
す
。

竹
中
：「
超
短
時
間
雇
用
」
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
発
案
し
た
東
京
大

学
の
近
藤
先
生
が
来
て
下
さ
り
、

１
時
間
弱
お
話
さ
せ
て
頂
い
た
中

で
、
店
内
の
業
務
に
つ
い
て
〝
仕

分
け
〟を
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

椅
子
を
磨
く
と
い
う
業
務
を
「
切

り
出
し
ま
し
ょ
う
」
と
な
っ
た
ん

で
す
。
そ
れ
ま
で
は
業
務
の
ど
の

部
分
が
ど
う
滞
っ
て
い
る
の
か
な

ん
て
、
考
え
て
み
た
こ
と
も
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
業
務
仕
分

け
の
方
法
は
、
今
後
も
店
舗
運
営

に
生
か
せ
ま
す
し
、
私
以
外
の
ス

タ
ッ
フ
に
も
こ
の
考
え
方
を
落
と

し
込
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

︱
実
際
に
椅
子
を
磨
く
業
務
を
任

せ
て
の
感
想
は
？

竹
中
：
毎
週
真
面
目
に
通
っ
て
く

れ
ま
す
し
、
仕
上
が
り
に
も
と
て

も
満
足
し
て
い
ま
す
！ 

長
年
の
課

題
が
片
付
い
て
気
持
ち
が
良
い
で

す
し
、
本
人
も
や
り
が
い
を
持
っ

て
働
い
て
く
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
椅
子
を
磨
く
だ
け
の
仕

事
っ
て
、
本
来
は
あ
り
え
な
い
業

務
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
果
た
し
て

本
人
が
本
当
に
や
り
た
か
っ
た
仕

事
な
の
か
な
？
と
、
少
し
心
配
も

し
て
い
ま
す
。

︱
そ
の
辺
り
は
支
援
者
の
方
に
聞

い
て
み
ま
し
ょ
う
。

栗
林
（
す
い
せ
い
/
職
業
指
導

員
）：
Ｈ
さ
ん
は
人
の
多
い
場
所

で
は
緊
張
し
て
し
ま
う
の
で
、
一

人
で
黙
々
と
行
う
椅
子
磨
き
の
作

業
は
と
て
も
や
り
や
す
い
よ
う
で

す
。
本
人
は
以
前
よ
り
「
働
き
た

い
」
と
い
う
希
望
を
持
っ
て
い
ま

し
た
し
、
こ
の
仕
事
が
今
後
の
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
の
き
っ
か
け
に
な
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

竹
中
：
そ
う
言
っ
て
頂
け
る
と

「
W
I
N
︱
W
I
N
で
や
れ
て
い

る
の
か
な
」
と
安
心
し
ま
す
。
仕

事
を
終
え
た
Ｈ
さ
ん
が
「
お
疲
れ

様
で
し
た
」
と
挨
拶
し
て
く
れ
る

の
で
、「
あ
り
が
と
う
！
」
と
声

を
か
け
る
ん
で
す
よ
。
汗
を
か
い

た
顔
が
フ
ワ
ッ
と
一
瞬
笑
顔
に
な

る
。
仕
事
を
通
し
て
ち
ょ
っ
と
で

も
彼
の
笑
う
時
間
が
増
え
た
ら
嬉

し
い
で
す
し
、
私
以
外
の
ス
タ
ッ

フ
と
も
少
し
ず
つ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
取
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば

い
い
な
、
と
考
え
て
い
ま
す
。
先

日
、「
超
短
時
間
雇
用
」
を
特
集

し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組
で
も
取
材
を

し
て
頂
き
、
お
客
様
が
「
見
た
よ

～
！
」
と
声
を
か
け
て
下
さ
い
ま

し
た
。
私
自
身
も
最
近
は
「
社

会
貢
献
に
な
っ
て
い
る
の
か
な
？
」

と
い
う
意
識
が
、
少
し
ず
つ
芽
生

え
始
め
て
き
ま
し
た
。

︱
椅
子
磨
き
以
外
に
、
気
に
な
っ

て
い
る
業
務
で
切
り
出
せ
そ
う
な

も
の
は
あ
り
ま
す
か
？

竹
中
：
小
鉢
の
盛
り
付
け
業
務
と
、

倉
庫
内
に
あ
る
食
器
や
機
材
の
リ

ス
ト
化
を
す
る
業
務
が
あ
り
ま

す
。
今
後
、
フ
ィ
ッ
ト
す
る
方
が

見
つ
か
れ
ば
ぜ
ひ
、
こ
れ
ら
の
業

務
も
「
超
短
時
間
雇
用
」
で
お
願

い
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

インタビュー :
専務取締役　竹中 一成さん



28

　精神障害者の雇用が義務化されましたが、増加するメンタル不調者をどのように職場が支えていくかというこ
とも雇用現場にとっては重要な課題です。そこで「しごと Mentor」創刊２号では、企業の最前線で雇用マネジメ
ントにあたる人事担当者と精神医学ならびに臨床心理学の専門家による座談会を企画、職場でどのように精神障害
者やメンタル不調者と向き合って本人を支えていくかについて語り合っていただきました。ご登場いただいた大
野裕氏は日本における認知行動療法の第一人者として数多くの臨床や教育・研修に当たられており、宇田亮一氏は
vfosterが普及を進める精神・発達障害者やメンタル不調者の雇用マネジメントをサポートするツール ‘SPIS’（34
ページ～）の展開初期から関わっていただいています。また、株式会社島津製作所では、平成28年からSPISを導
入、実際に精神障害やメンタル不調を抱える従業員のサポートに活用されています。　（取材：太田 裕子）
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Ｏ
法
人 

全
国
精
神
保
健
職
親
会

専
務
理
事
・
事
務
局
長

保
坂 

幸
司
（
聞
き
手
）

国
立
精
神
・
神
経
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー

認
知
行
動
療
法
セ
ン
タ
ー 

顧
問

一
般
社
団
法
人

認
知
行
動
療
法
研
修
開
発
セ
ン
タ
ー

理
事
長

大
野 

裕
（
精
神
科
医
）

一
般
社
団
法
人 

Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｓ
研
究
所

理
事
長

宇
田 

亮
一

（
臨
床
心
理
士
）

参加者（写真左より）

株
式
会
社
島
津
製
作
所

人
事
部 

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

境 

浩
史

株
式
会
社
島
津
製
作
所

人
事
部 

シ
ニ
ア
エ
キ
ス
パ
ー
ト

横
山 

泰
久

職場でメンタル不調者と向き合い、
本人の就労を支えるために
～ 求められる視点とツールの活用 ～

特別座談会：
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な
ぜ
企
業
内
に
お
い
て

メ
ン
タ
ル
不
調
者
が
増
え

て
い
る
の
か
？

︱
ま
ず
は
島
津
製
作
所
の
境
さ
ん
、

横
山
さ
ん
か
ら
企
業
内
の
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
の
課
題
に
つ
い
て
お
話
し
頂

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

境
：
今
年
度
よ
り
精
神
障
害
者

の
法
定
雇
用
率
の
引
き
上
げ
と
精

神
障
害
者
の
雇
用
が
義
務
化
さ
れ

ま
し
た
。
企
業
と
し
て
は
今
後
、

精
神
障
害
者
の
雇
用
が
必
須
に

な
って
く
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
し

か
し
新
規
雇
用
に
取
り
組
む
と
同

時
に
、
既
存
の
従
業
員
の
中
で
メ
ン

タ
ル
不
調
を
訴
え
る
方
を
ど
う
す

る
の
か
？
と
い
う
課
題
も
あ
り
ま

す
。
ど
こ
の
企
業
で
も
同
じ
課
題

を
抱
え
て
い
る
か
と
思
う
の
で
す

が
、
最
近
は
復
職
と
休
職
を
繰
り

返
す
方
と
い
う
の
が
増
え
て
き
て
い

る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
そ
の
後
、

退
職
に
至
る
と
い
う
残
念
な
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
職
場
自
体

の
改
善
に
つい
て
も
今
後
取
り
組
ん

で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

横
山
：
私
は
東
京
支
社
に
在
籍

し
て
い
ま
す
。
数
で
比
べ
る
と
京
都

本
社
よ
り
は
少
な
い
の
で
す
が
、
境

が
申
し
上
げ
た
よ
う
な
ケ
ー
ス
は

同
じ
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
せ
っ

か
く
復
職
を
果
た
し
た
の
に
再
度

休
職
す
る
ケ
ー
ス
や
、
復
職
後
は

S
P
I
S
で
見
守
り
な
が
ら
何
と

か
就
労
を
維
持
し
て
い
る
と
い
う

方
も
お
ら
れ
ま
す
。

︱
メ
ン
タ
ル
不
調
を
訴
え
る
人
は
、

御
社
以
外
の
会
社
で
も
増
え
て
い

ま
す
。
背
景
に
は
ど
ん
な
理
由
が

あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
か
？

境
：
内
に
こ
も
っ
て
し
ま
い
、
周

囲
に
対
し
て
自
分
の
意
思
表
示
を

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
ケ
ー
ス
が
多

い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
S
P
I
S

に
記
入
さ
れ
た
当
事
者
の
コ
メ
ン
ト

を
読
ん
で
感
じ
る
の
は
、「
誰
か
に

見
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
気
持

ち
が
あ
る
の
に
、
自
分
か
ら
発
信

す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
日
々
の
ス
ト

レ
ス
が
積
み
重
な
っ
て
不
調
に
至
る

･
･
･
と
い
う
状
況
。
こ
う
い
う

ケ
ー
ス
は
増
え
て
き
て
い
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。

︱
宇
田
さ
ん
は
S
P
I
S
の
相
談

員
と
し
て
島
津
製
作
所
さ
ん
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
状
況
を
ど
う
捉
え
て
お
ら
れ

ま
す
か
？

宇
田
：
島
津
製
作
所
さ
ん
に
限

ら
ず
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
問
題
が

企
業
の
中
で
増
え
て
き
た
と
い
う

背
景
に
は
、
個
人
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ

て
き
た
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
私
自
身
は

１
９
７
０
年
代
に
社
会
人
と
な
り

企
業
に
入
社
し
ま
し
た
が
、
当
時
、

企
業
人
は一律
の
制
度
・
価
値
観
の

中
で
仕
事
を
す
る
と
い
う
時
代
で

し
た
。
も
ち
ろ
ん
メ
ン
タ
ル
ヘル
ス
で

悩
む
方
は
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
は

本
当
に
ご
く
一
部
の
人
に
限
ら
れ
て

い
て
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
と
い
う
言
葉

を
出
し
た
だ
け
で
そ
の
場
が
引
く

よ
う
な
時
代
で
し
た
。
し
か
し
現

在
、
企
業
だ
け
で
な
く
世
間
一般
で

も一つ
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
考
え
方
や

一
体
感
と
い
う
も
の
が
崩
れ
て
、
み

ん
な
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
って
き
た
よ
う

に
感
じ
ま
す
。

︱
S
P
I
S
を
導
入
す
る
際
も
、

そ
の
会
社
独
自
の
価
値
観
を
考
慮

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
ね
。

宇
田
：
島
津
製
作
所
さ
ん
は
、

当
事
者
一
人
ひ
と
り
の
特
性
に
配

慮
し
て
、
S
P
I
S
の
使
い
方
も

さ
ま
ざ
ま
に
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

誰
を
職
場
担
当
者
と
し
て
配
置
す

る
の
か
？ 

S
P
I
S
相
談
員
は

内
部
要
員
が
い
い
の
か
、
そ
れ
と

も
外
部
要
員
の
方
が
い
い
の
か
？
な

ど
、
当
事
者
に
合
わ
せ
て
最
適
な

組
み
合
わ
せ
を
考
え
て
お
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
は
ま
さ
に
現
代
と
い
う

時
代
に
ミ
ー
ト
し
た
方
法
だ
な
と

感
じ
ま
す
。

︱
差
し
支
え
な
け
れ
ば
、
具
体
的

な
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
教
え
て
下
さ

い
。境

：
精
神
障
害
者
手
帳
を
持
っ

て
い
る
方
で
は
な
い
の
で
す
が
、
メ

ン
タ
ル
不
調
を
訴
え
る
社
員
が
長

期
で
欠
勤
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
欠

勤
の
理
由
は
い
く
つ
か
あ
る
の
で
す

が
、
仕
事
上
の
問
題
と
上
司
か
ら

の
何
気
な
い
言
葉
が
積
み
重
な
り
、

仕
事
に
復
帰
し
て
か
ら
も
上
司
に

自
分
の
状
態
を
伝
え
ら
れ
な
い
と
い

う
状
況
が
続
き
ま
し
た
。
そ
こ
で

S
P
I
S
を
導
入
す
る
こ
と
を
提

案
し
た
の
で
す
が
、
開
始
か
ら
2

週
間
ほ
ど
は
コ
メ
ン
ト
を
毎
日
書
く

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

の
後
、
だ
ん
だ
ん
と
気
持
ち
を
書

け
る
よ
う
に
な
って
き
て
、
私
た
ち

は
「
や
っ
と
心
を
開
い
て
書
い
て
く

れ
た
ん
だ
な
」
と
実
感
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
時
の
上
司
の
コ
メ
ン

ト
は
「
そ
う
い
う
こ
と
は
会
議
の
場

で
、
皆
の
前
で
話
し
て
下
さ
い
」
と

い
う
内
容
だ
っ
た
ん
で
す
。
す
る
と

外
部
支
援
者
の
宇
田
さ
ん
は
「
せ
っ

か
く
こ
う
し
て
伝
え
る
こ
と
が
出

来
た
の
だ
か
ら
、
言
え
た
こ
と
に

対
し
て
温
か
い
気
持
ち
を
表
現
し

て
は
ど
う
か
。
言
え
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
は
、
本
人
の
成
長
で
す
よ
」

と
い
う
よ
う
な
フ
ォ
ロ
ー
を
し
て
下

さ
い
ま
し
た
。
そ
の
上
司
も
「
不

調
者
を
見
守
る
た
め
に
S
P
I
S

を
導
入
し
た
の
に
、
自
分
の
コ
メ
ン

ト
は
的
外
れ
だ
っ
た
よ
う
だ
」
と

感
じ
て
く
れ
た
よ
う
で
す
。
そ
の

後
も
S
P
I
S
を
通
し
て
気
付

き
を
得
て
、
自
ら
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
講
座
を
受
け
た
り
、
話

し
方
教
室
に
通
っ
た
り
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
S
P
I
S
を
通
し

て
上
司
が
自
分
に
向
き
合
い
、
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
が
改
善
し
た
好
例
で
あ
る

と
言
え
ま
す
。

宇
田
：
S
P
I
S
で
は
誰
が
職

場
担
当
者
と
し
て
入
る
か
は
当
事

者
の
許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

で
す
か
ら
、
通
常
は
当
事
者
の
方

か
ら
見
て
ち
ょっ
と
話
し
に
く
い
上

司
だ
な
と
思
う
人
は
職
場
担
当

者
に
入
り
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
島

津
製
作
所
さ
ん
の
こ
の
ケ
ー
ス
の
場

合
、
当
該
上
司
の
方
が
人
事
担
当

者
の
方
と一緒
に
職
場
担
当
者
に
入

り
、
こ
の
中
で
や
り
取
り
が
始
ま
っ

た
わ
け
で
す
。
そ
し
て
、こ
の
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョン
が
功
を
奏
し
て
上
司
自

身
の
変
化
に
繋
が
っ
た
の
で
す
が
、

こ
う
い
う
S
P
I
S
の
運
用
は

私
に
と
っ
て
も
初
め
て
の
経
験
で
し

た
。
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横
山
：
そ
の
人
事
担
当
者
と
い
う

の
が
私
で
す
。
当
事
者
と
は
部
署

も
フ
ロ
ア
も
違
う
の
で
、
普
段
は
あ

ま
り
顔
を
合
わ
す
機
会
が
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
同
じ
東
京
支
社

に
い
る
の
で
会
お
う
と
思
え
ば
い
つ

で
も
会
え
る
と
い
う
距
離
感
で
す
。

当
事
者
が
S
P
I
S
に
書
き
込

ん
だ
コ
メ
ン
ト
を
読
ん
で
、
少
し
で

も
気
が
か
り
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、

す
ぐ
に
連
絡
を
し
て
面
談
を
行
い

ま
し
た
。

境
：
こ
の
ケ
ー
ス
を
き
っ
か
け
に
、

職
場
の
管
理
職
と一般
社
員
を
含
め

て
、
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
研
修
を
行

い
ま
し
た
。
丸
二
日
間
の
研
修
を

通
し
て
、
普
段
は
上
司
に
な
か
な

か
物
が
言
い
づ
ら
い
と
い
う
社
員
と

上
司
た
ち
と
の
関
わ
り
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

︱
大
野
先
生
は
こ
の一
連
の
ケ
ー
ス

を
聞
い
て
、
何
か
感
じ
る
と
こ
ろ
は

あ
り
ま
す
か
？

大
野
：
私
が
な
か
な
か
難
し
い
な

と
感
じ
る
の
は
、
こ
の
ケ
ー
ス
は
理

想
形
な
ん
で
す
よ
ね
。
他
社
の
現

場
で
こ
こ
ま
で
う
ま
く
い
く
か
ど
う

か
と
言
う
と
、
難
し
い
と
こ
ろ
が

あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

ど
こ
も
忙
し
く
て
、
こ
こ
ま
で
丁

寧
に
対
応
す
る
の
が
難
し
い
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
と
き

に
は
、
こ
う
し
た
状
況
で
の
コ
ミ
ュニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に
す
る
ツ
ー
ル

と
し
て
、
S
P
I
S
が
役
に
立
つ

と
考
え
て
い
ま
す
。

︱
メ
ン
タ
ル
不
調
を
訴
え
る
方
が
増

え
て
き
て
い
る
原
因
に
つ
い
て
お
考

え
は
あ
り
ま
す
か
？

大
野
：
私
は
、
二
つ
理
由
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
一つ
は
企
業
全

体
が
成
果
主
義
に
な
っ
て
い
る
こ
と

で
す
。
お
互
い
に
成
果
を
上
げ
る

た
め
に
競
争
に
な
っ
て
、
今
ま
で
の

よ
う
に一体
化
さ
れ
た
組
織
で
は
な

く
な
り
、
そ
の
中
で
孤
立
感
が
高

ま
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
も

う
一つ
は
、
成
果
主
義
で
成
果
が
上

が
ら
な
い
と
、
評
価
が
下
が
って
給

与
も
下
げ
ら
れ
て
し
ま
う
。
そ
う

す
る
と
ま
す
ま
す
競
争
に
拍
車
が

か
か
っ
て
く
る
。
そ
の
結
果
、
そ

れ
ぞ
れ
の
社
員
が
孤
立
し
て
し
ま

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
う
いっ
た

状
況
の
中
で
、
ど
う
や
っ
て
情
報

を
共
有
し
、
心
身
の
不
調
を
体
験

し
て
い
る
人
た
ち
を
ど
う
支
援
し

て
い
く
か
が
、
今
の
時
代
、
大
事

に
な
って
き
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た

と
き
に
島
津
製
作
所
さ
ん
の
よ
う

に
、
会
社
全
体
で
支
援
し
て
い
く

と
い
う
体
制
を
作
れ
る
と
と
て
も

良
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
は
言
って

も
社
員
の
肩
だ
け
で
は
荷
が
重
す

ぎ
る
場
合
も
多
い
の
で
、
外
部
支

援
者
の
力
を
借
り
な
が
ら
、
そ
の

中
で
S
P
I
S
を
活
用
し
て
い
く

と
い
う
方
法
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
際
に
は
、
S
P
I
S
相
談

員
な
ど
の
外
部
支
援
者
の
能
力
で

結
果
が
大
き
く
左
右
さ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
外
部
支
援

者
を
き
ち
ん
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
す
る

仕
組
み
作
り
も
大
事
で
す
。
そ
う

し
な
い
と
S
P
I
S
を
介
し
た
コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
が
う
ま
く
い
か
ず
、

「
S
P
I
S
を
導
入
し
た
も
の

の
、
う
ま
く
活
用
で
き
な
い
」
と

い
う
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

認
知
行
動
療
法
も

S
P
I
S
も

形
骸
化
し
て
し
ま
う
と

意
味
が
な
い

︱
岩
井
克
人
さ
ん
と
い
う
経
済
学

者
の
方
が
「
会
社
は
誰
の
も
の
か
」

と
い
う
本
を
執
筆
さ
れ
て
い
ま
す
。

会
社
は
株
主
の
も
の
な
の
か
、
そ

れ
と
も
会
社
の
資
本
は
従
業
員
そ

の
も
の
な
の
か
…
考
え
さ
せ
ら
れ

ま
す
。

境
：
「
働
く
上
で
何
を
大
事
に
す

る
べ
き
か
」
と
い
う
点
に
つい
て
も
、

上
層
部
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
昔
と

は
変
わ
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ

ま
す
。
し
か
し
、
先
ほ
ど
大
野
先

生
が
お
っ
し
ゃっ
た
よ
う
に
「
成
果

主
義
」
い
う
点
に
お
い
て
は
、
開

発
を
手
が
け
る
部
署
な
ど
で
は
や

は
り
競
争
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
部

署
で
一
人
か
二
人
不
調
を
訴
え
る

社
員
が
出
て
き
た
と
し
て
も
、
な

か
な
か
そ
こ
に
時
間
を
割
け
な
い
。

だ
か
ら
「
人
の
補
充
を
し
て
ほ
し

い
」
と
い
う
要
望
を
受
け
ま
す
。

「
S
P
I
S
な
ど
を
使
っ
て
ケ
ア

し
な
が
ら
働
い
て
も
ら
う
」
と
い
う

発
想
に
は
ま
だ
ま
だ
遠
い
よ
う
で

す
。

大
野
：
島
津
製
作
所
さ
ん
の
よ
う

に
モ
ノ
を
作
っ
て
い
る
会
社
と
い
う

の
は
、
比
較
的
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
取
り
や
す
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

モ
ノ
を
介
し
た
会
話
を
通
し
て
人

間
的
な
接
触
が
可
能
に
な
る
と
い

う
こ
と
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
一方
、
金
融
系
や
Ｉ
Ｔ
系
は
見

え
な
い
も
の
を
扱
っ
て
い
る
せ
い
か
、

発
想
が
抽
象
的
に
な
り
や
す
く
、

か
な
り
意
識
し
な
い
と
人
間
的
な

接
触
を
維
持
し
に
く
い
と
い
う
と
こ

ろ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
た
だ
、
い
ず
れ
の
場
合
で
も
こ

こ
ろ
の
健
康
の
た
め
に
は
人
間
的
な

ふ
れ
あ
い
が
大
事
で
、
S
P
I
S

は
そ
れ
ぞ
れ
の
会
社
や
職
場
に
合

わ
せ
た
形
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
ツ
ー

ル
と
し
て
活
用
で
き
る
可
能
性
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

︱
そ
の
た
め
に
は
先
ほ
ど
ご
指
摘
頂

い
た
よ
う
に
、
優
秀
な
S
P
I
S

相
談
員
を
育
て
、
企
業
と
の
信
頼

関
係
を
築
い
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

大
野
：
外
部
支
援
者
の
方
は
、「
こ

う
で
な
く
て
は
い
け
な
い
」
と
復
職

や
就
労
だ
け
に
強
い
こ
だ
わ
り
を
持

つ
の
で
は
な
く
、
退
職
や
転
職
も

含
め
た
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
視
野

に
入
れ
て
支
援
し
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。
柔
軟
な
姿
勢
で
利
用
者
と

話
し
合
う
こ
と
が
で
き
る
の
が一
番

良
い
と
思
い
ま
す
。

宇
田
：
企
業
の
中
で
は
、
皆
が

そ
れ
ぞ
れ
自
分
自
身
の
成
果
に
集

中
し
競
い
あ
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

製
造
業
で
さ
え
も
、
そ
の
傾
向
が

ど
ん
ど
ん
強
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。
人
の
こ
と
な
ど
構
って

ら
れ
る
か
と
い
う
思
い
の
中
で
、
社

員
一人
一人
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
って
き
て

い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
逆
の
言
い

方
を
す
れ
ば
、
S
P
I
S
の
当
事

者
、
職
場
担
当
者
、
外
部
相
談
員

と
い
う
「
三
者
の
対
話
」
は
、
こ

う
し
た
企
業
風
土
の一般
的
な
流
れ

に
抗
し
て
、
ウ
ェブ
上
で
信
頼
で
き

る
チ
ー
ム
、
仲
間
を
作
っ
て
い
く
行

職場でメンタル不調者と向き合い、本人の就労を支えるために
～ 求められる視点とツールの活用 ～

特別座談会：
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為
だ
と
も
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

単
に
職
場
の
中
の
人
間
関
係
に
と

ど
ま
ら
ず
、
企
業
組
織
と
い
う
観

点
か
ら
考
え
て
も
、
こ
れ
か
ら
ど

う
い
う
会
社
が
伸
び
て
い
く
か
？
生

き
残
っ
て
い
く
の
か
？
と
い
う
問
い

を
立
て
れ
ば
、
社
員
が
バ
ラ
バ
ラ
で

つ
な
が
り
を
失
っ
て
い
る
会
社
は
市

場
か
ら
ど
ん
ど
ん
退
場
し
、
逆
に

社
員
の
多
様
性
を
大
事
に
し
な
が

ら
チ
ー
ム
と
し
て
の一
体
感
を
保
持

で
き
る
会
社
が
、
今
後
伸
び
て
い

く
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ

う
い
う
意
味
で
、
S
P
I
S
相
談

員
は
S
P
I
S
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
用
い
な
が
ら
、

チ
ー
ム
の一
体
感
を
醸
成
す
る
と
い

う
大
事
な
役
割
を
担
う
こ
と
に
な

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

︱
大
野
先
生
は
認
知
行
動
療
法
を

用
い
て
企
業
の
支
援
を
さ
れ
て
い
ま

す
。
企
業
の
文
化
や
風
土
に
変
化

を
も
た
ら
し
た
例
な
ど
は
あ
り
ま

す
か
？

大
野
：
認
知
行
動
療
法
は
手
段

の一つ
で
す
か
ら
、
S
P
I
S
の
よ

う
な
ツ
ー
ル
が
も
た
ら
す
波
及
効

果
と
は
ま
た
少
し
違
う
よ
う
に
思

い
ま
す
。
例
え
ば
認
知
行
動
療
法

が
復
職
支
援
に
使
わ
れ
て
い
る
ケ
ー

ス
が
あ
る
の
で
す
が
、
形
骸
化
し
て

い
る
よ
う
に
思
え
る
も
の
も
あ
り

ま
す
。（
認
知
行
動
療
法
の
コ
ラ
ム

法
で
）
枠
に
書
き
込
む
練
習
を
す

る
だ
け
で
は
何
の
意
味
も
あ
り
ま

せ
ん
。
大
事
な
の
は
「
人
」、
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
で
す
。
復
職

支
援
を
受
け
た
か
ら
再
休
職
率
が

減
る
と
い
う
単
純
な
も
の
で
は
な

く
、
そ
こ
に
人
が
ど
う
関
わ
る
か

が
大
事
だ
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

現
在
私
た
ち
は
、
復
職
後
に
認
知

行
動
療
法
的
支
援
を
取
り
入
れ
て

職
場
適
応
の
手
助
け
を
す
る
の
が

効
果
的
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
の
と
き
に
、
保
健
師
も
忙

し
い
の
で
、
ド
リ
ル
的
な
部
分
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
行
え
る
よ
う
に

し
て
、
保
健
師
な
ど
の
支
援
者
の

負
担
を
軽
減
し
、
疑
問
や
困
っ
た

こ
と
が
あ
っ
た
と
き
に
質
問
に
答
え

る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
限
ら
れ
た
マ

ン
パワ
ー
を
効
果
的
に
使
え
る
方
法

を
開
発
し
て
い
ま
す
。

︱
な
る
ほ
ど
。「
認
知
行
動
療
法

を
職
場
で
ど
う
取
り
入
れ
る
か
」

と
い
う
考
え
方
は
、「
S
P
I
S

を
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
ツ
ー
ル
と
し
て

職
場
で
ど
う
活
用
す
る
か
」
を
考

え
る
際
、
非
常
に
参
考
に
な
り
ま

す
。

大
野
：
精
神
的
な
不
調
が
あ
る

と
職
場
で
孤
立
し
が
ち
に
な
り
ま

す
。そ
う
し
た
人
を
支
援
す
る
ツ
ー

ル
と
し
て
S
P
I
S
を
活
用
さ

れ
る
と
良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？

宇
田
：
形
骸
化
と
い
う
こ
と
は

S
P
I
S
に
お
い
て
も
危
惧
す

る
部
分
な
ん
で
す
が
、
認
知
行
動

療
法
で
は
形
骸
化
を
防
ぐ
た
め
に

ど
ん
な
工
夫
を
し
て
お
ら
れ
ま
す

か
？

大
野
：
形
骸
化
を
防
ぐ
た
め
の

工
夫
と
い
う
よ
り
も
、
仕
組
み
で

補
完
で
き
る
部
分
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
任
せ
て
、
人
に
し
か
で
き
な
い

部
分
と
分
け
る
。
人
に
し
か
で
き

な
い
サ
ポ
ー
ト
は
人
が
集
中
し
て
行

う
。
認
知
行
動
療
法
に
は
枠
組
み

が
あ
り
ま
す
か
ら
形
骸
化
し
や
す

い
。
そ
こ
に
人
を
ど
う
入
れ
て
い
く

か
、
と
い
う
点
で
は
S
P
I
S
も

同
じ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

職
場
内
の

世
代
間
ギ
ャ
ッ
プ
が

問
題
解
決
の
ネ
ッ
ク
に

︱
た
し
か
に
、
就
労
定
着
支
援
の

分
野
で
は
支
援
者
の
マ
ン
パ
ワ
ー
が

不
足
し
て
い
ま
す
。
宇
田
さ
ん
に

も
関
わ
っ
て
頂
い
て
い
る
大
阪
の
就

労
移
行
支
援
事
業
所
の
J
S
N

で
は
、
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
制
度
を
利
用

し
て
就
労
後
も
１
年
半
、
定
着
支

援
を
続
け
て
い
ま
す
。
４
０
０
名

以
上
の
訓
練
生
が
卒
業
し
、
企
業

で
活
躍
し
て
い
ま
す
の
で
、
数
名

の
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
で
支
え
る
と
い
う

の
は
非
常
に
大
変
で
す
。
そ
こ
で

50
名
程
度
の
当
事
者
を
対
象
に

S
P
I
S
を
導
入
し
、コ
メ
ン
ト
の

や
り
取
り
を
見
守
り
な
が
ら
支
え

て
い
ま
す
。
情
報
の
把
握
が
タ
イ
ム

リ
ー
に
で
き
る
の
で
、
サ
ポ
ー
ト
効

率
が
上
が
っ
た
と
い
う
実
績
が
あ
り

ま
す
。
同
時
に
、福
祉
的
な
サ
ポ
ー

ト
を
目
の
当
た
り
に
し
た
企
業
担

当
者
が
、
支
援
の
ス
キ
ル
を
身
に
付

け
る
と
い
う
好
例
も
多
数
見
受
け

ら
れ
ま
し
た
。
認
知
行
動
療
法
の

分
野
で
も
、
導
入
し
た
企
業
に
お

い
て
こ
う
いっ
た
例
が
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
？

大
野
：
企
業
に
よ
って
ケ
ー
ス
バ
イ

ケ
ー
ス
で
す
が
、
認
知
行
動
療
法

と
い
う
の
は
基
本
的
に
は
問
題
解

決
の
た
め
の
ス
キ
ル
な
ん
で
す
。
で

す
か
ら
、
そ
の
人
が
抱
え
て
い
る

問
題
を
ど
う
解
決
し
て
い
け
ば
良

い
か
？
と
い
う
視
点
を
大
切
に
し

ま
す
。「
何
か
問
題
が
起
き
た
時
、

目
の
前
の
こ
と
に
と
ら
わ
れ
て
先
が

見
え
な
く
な
る
の
で
は
な
く
、
も

う
少
し
い
ろ
ん
な
可
能
性
を
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
考
え
方
で

す
。
D
i
s
t
a
n
s
i
n
g
、

つ
ま
り
、
自
分
か
ら
距
離
を
置
く

よ
う
に
し
ま
す
。

︱
そ
う
いっ
た
手
法
は
企
業
に
お
い

て
、
管
理
職
の
方
は
自
然
に
行
って

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
ね
。
事

業
計
画
を
立
て
た
り
、
人
事
評
価

の
場
面
な
ど
で一
歩
引
い
て
全
体
を

見
ま
わ
し
た
り
す
る
と
い
う
視
点

は
不
可
欠
で
す
。

大
野
：
基
本
的
に
は
同
じ
こ
と

で
す
。
た
だ
、
特
定
の
問
題
を
解

決
す
る
こ
と
ば
か
り
に
フ
ォ
ー
カ
ス

す
る
と
、
問
題
だ
け
に
目
を
奪
わ

れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、

上
司
が
「
こ
れ
が
で
き
て
い
な
い
か

ら
ダ
メ
だ
！
」
と
パ
ワ
ハ
ラ
的
に
対

応
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
っ
た
り
、

部
下
が
「
こ
ん
な
こ
と
も
で
き
な
い

自
分
は
ダ
メ
だ
！
」
と
自
責
の
念

に
か
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
っ
た

り
し
ま
す
。
そ
こ
か
ら
い
か
に
距

離
を
置
い
て
冷
静
に
現
実
を
眺
め

ら
れ
る
よ
う
に
す
る
か
？
と
い
う
の

が
認
知
行
動
療
法
で
す
。
私
た
ち

誰
も
が
日
々
行
っ
て
い
る
こ
と
と
基

本
的
に
は
同
じ
な
の
で
す
が
、ち
ょっ

と
自
分
か
ら
距
離
を
置
い
て
、
広

い
視
野
に
立
って
問
題
に
取
り
組
み

直
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

恐
ら
く
有
能
な
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
方

は
そ
れ
が
で
き
て
い
る
と
思
い
ま
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す
。
そ
し
て
、人
を
動
か
し
て
い
る
。

︱
逆
に
認
知
行
動
療
法
を
上
手
く

使
え
て
い
な
い
例
は
あ
り
ま
す
か
？

大
野
：
認
知
行
動
療
法
を
単
に

考
え
を
切
り
か
え
る
方
法
だ
と
誤

解
し
て
い
る
場
合
で
す
。
例
え
ば

皆
が
食
事
に
行
く
時
に
、
自
分
だ

け
声
を
掛
け
て
も
ら
え
な
か
っ
た
と

し
ま
す
。
そ
し
て
、「
自
分
は
嫌

わ
れ
て
い
る
」
と
考
え
て
と
て
も
落

ち
込
ん
だ
。
そ
の
と
き
、
認
知
行

動
療
法
を
部
分
的
に
か
じ
っ
た
人

は
、「
あ
な
た
の
仕
事
が
忙
し
そ
う

だ
か
ら
気
を
つ
か
っ
て
く
れ
た
と
考

え
れ
ば
、
気
持
ち
が
楽
に
な
る
で

し
ょ
う
」
と
言
っ
て
し
ま
い
が
ち
で

す
。
し
か
し
実
際
に
呼
ば
れ
な
か
っ

た
と
き
に
は
、
嫌
わ
れ
て
い
る
可
能

性
を
否
定
で
き
ま
せ
ん
。
そ
う
し

た
と
き
に
「
気
を
つ
か
って
く
れ
た
」

と
考
え
る
と
、ま
わ
り
か
ら
は
「
あ

いつ
は
空
気
が
読
め
な
い
」
と
受
け

取
ら
れ
て
、
ま
す
ま
す
関
係
が
悪

く
な
り
ま
す
。
そ
の
後
、「
や
っ
ぱ

り
嫌
わ
れ
て
い
た
ん
だ
」
と
気
が
つ

い
た
時
に
、
も
っ
と
傷
つ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
う
い
う
使
い
方
を

さ
れ
る
と
非
常
に
ま
ず
い
。
そ
こ
で

大
事
な
の
は
、
仲
間
と
う
ま
く
いっ

て
い
な
い
場
合
で
も
、
そ
こ
で
諦
め

な
い
で
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
良
い

関
係
に
持
って
行
け
る
か
考
え
る
こ

と
で
す
。
そ
う
し
た
し
な
や
か
さ

を
身
に
つ
け
て
問
題
解
決
能
力
を

高
め
る
手
助
け
を
す
る
の
が
認
知

行
動
療
法
で
す
。

︱
つ
い
言
っ
て
し
ま
い
そ
う
で
、
耳

の
痛
い
例
で
す
ね
。

大
野
：
も
う
一つ
、
職
場
内
で
問

題
解
決
を
す
る
場
面
で
難
し
い
の

は
、
世
代
間
で
考
え
方
の
ギ
ャッ
プ

が
あ
る
場
合
で
す
。
何
か
起
こっ
た

時
、
年
配
の
人
た
ち
は
「
じ
ゃ
あ

後
は
飲
み
に
行
って
話
そ
う
！
」
と

言
う
の
で
す
が
、
若
い
世
代
は
「
話

し
合
い
な
ら
こ
の
場
で
や
っ
て
下
さ

い
」
と
言
う
。

境
：
た
し
か
に
（
笑
）。
よ
く
パワ

ハ
ラ
の
問
題
の
相
談
を
受
け
る
の
で

す
が
、
我
々
と
同
世
代
の
方
は
お

互
い
怒
鳴
り
合
っ
て
わ
か
り
合
っ
て

き
た
。
言
わ
れ
た
方
は
そ
の
時
は

気
落
ち
し
て
い
る
け
れ
ど
、
言
っ
た

方
が
そ
の
後
で
飲
み
に
行
っ
て
フ
ォ

ロ
ー
し
て
い
る
ん
で
す
。
し
か
し
、

そ
れ
を
見
て
い
た
若
い
世
代
が
「
パ

ワ
ハ
ラ
で
は
な
い
か
？
」
と
相
談
に

来
ま
す
。
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
て
い
く
と
、

見
て
い
る
人
た
ち
の
方
が
辛
い
と
感

じ
て
い
る
。
た
だ
、
言
わ
れ
て
い
る

本
人
は
「
平
気
で
す
」
と
。
こ
れ

を
ど
う
扱
う
べ
き
か
…
収
め
方
が

非
常
に
難
し
い
ん
で
す
。

手
厚
い
休
職
期
間
の

制
度
に

依
存
し
て
し
ま
う

人
が
い
る

︱
他
に
職
場
で
の
支
援
の
方
法
が

わ
か
ら
ず
、
困
っ
て
い
る
例
な
ど
は

あ
り
ま
す
か
？

境
：
最
近
増
え
て
い
る
の
は
、
休

職
中
の
方
で
収
入
が
無
く
な
る
と

わ
か
っ
た
時
点
で
慌
て
て
会
社
に

戻
っ
て
く
る
と
い
う
ケ
ー
ス
で
す
。

本
当
は
回
復
し
て
い
な
い
の
に
お
金

の
問
題
で
戻
って
き
て
、
結
局
ま
た

悪
化
し
て
休
職
し
て
し
ま
う
。
ど

う
支
援
を
し
て
い
け
ば
良
い
の
か
悩

み
ま
す
。

大
野
：
会
社
か
ら
の
収
入
だ
け
が

全
て
と
考
え
る
の
で
は
な
く
、
障

害
者
手
帳
を
取
得
し
て
障
害
年
金

を
得
る
方
法
な
ど
を
含
め
、
総
合

的
に
支
援
し
て
い
く
道
を
考
え
る

こ
と
も
必
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

境
：
弊
社
は
ど
ち
ら
か
と
言
う
と

そ
う
いっ
た
面
を
手
厚
く
行
っ
て
い

る
会
社
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

逆
に
依
存
的
に
な
っ
て
い
る
人
が
い

る
の
も
事
実
で
す
。
例
え
ば
休
職

期
間
も
３
年
間
と
長
く
設
け
て
い

ま
す
。
そ
の
期
間
を
上
手
く
使
っ

て
回
復
に
努
め
て
く
れ
た
ら
良
い
の

で
す
が
、
長
い
時
間
休
め
る
と
い
う

制
度
に
依
存
し
て
し
ま
う
方
も
い

ま
す
。
そ
の
辺
の
バ
ラ
ン
ス
は
非
常

に
難
し
い
で
す
。

横
山
：
普
通
に
働
い
て
い
る
従
業

員
か
ら
見
る
と
、
不
公
平
感
も
あ

る
よ
う
で
す
。

境
：
実
質
的
に
は
欠
勤
を
含
む

と
３
年
６
ヶ
月
間
休
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。
最
近
は
「
休
職
期
間
が
長

い
の
で
は
な
い
か
？
」
と
い
う
声
も

ゼ
ロ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

︱
お
二
人
も
認
知
行
動
療
法
に
関

心
が
お
あ
り
だ
と
か
？

境
：
は
い
。
二
人
と
も
大
野
先
生

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
認
知
行
動
療

法
と
こ
こ
ろ
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
ト
レ
ー

ニン
グ
」（
※
以
下
、「
こ
こ
ト
レ
」）

の
会
員
に
な
っ
て
い
ま
す
。
メ
ン
タ

ル
不
調
を
き
た
し
て
い
る
社
員
を

見
て
い
る
と
、「
自
分
が
こ
う
な
っ

た
の
は
あ
の
人
の
せ
い
だ
」
と
他
責

傾
向
を
持
つ
方
が
多
い
よ
う
に
感

じ
ま
す
。「
じ
ゃ
あ
会
社
は
何
を

し
て
く
れ
る
ん
で
す
か
？
」
と
言
っ

て
、依
存
的
な
傾
向
に
な
って
い
く
。

す
る
と
同
じ
職
場
の
人
た
ち
は
当

事
者
が
復
職
し
て
き
て
も
、
距
離

を
持
って
接
す
る
ん
で
す
。
ど
う
し

て
も
腫
れ
物
に
触
る
よ
う
な
か
ん

じ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、「
仕
事

を
頼
ん
で
は
い
け
な
い
の
で
は
な
い

か
」
と
遠
慮
し
て
し
ま
っ
た
り
す

る
。
距
離
が
空
い
た
ま
ま
で
、
当

事
者
が
再
び
休
職
し
て
し
ま
う
と

い
う
事
例
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

復
職
者
を
受
け
入
れ
る
側
の
職
場

の
方
た
ち
に
、
認
知
行
動
療
法
を

う
ま
く
活
用
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

大
野
：
私
が
知
っ
て
い
る
企
業
の

中
で
、
認
知
行
動
療
法
の
考
え
方

を
上
手
に
取
り
入
れ
た
社
員
研
修

を
し
て
成
果
を
上
げ
て
い
る
の
が
ト

ヨ
タ
自
動
車
で
す
。
統
括
精
神
科

医
を
中
心
に
、
動
画
な
ど
も
使
い

な
が
ら
認
知
行
動
療
法
の
考
え
方

を
身
に
つ
け
る
４
時
間
の
研
修
を

行
って
い
ま
す
。
研
修
で
は
、
問
題

が
起
き
た
と
き
に
と
っ
さ
の
判
断
に

流
さ
れ
な
い
で
、
一
呼
吸
置
い
て
現

実
を
見
つ
め
直
し
、
問
題
に
対
処

す
る
た
め
の
適
切
な
工
夫
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
よ
う
な
ス
キ
ル
を
身

に
つ
け
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
キ
ル
に
つ
い
て
も

学
ん
で
、お
互
い
に
思
い
や
り
を
持
っ

て
働
け
る
よ
う
な
社
内
環
境
が
で

き
る
よ
う
に
研
修
を
進
め
て
い
き

ま
す
。
こ
う
し
た
研
修
を
、
社
会

人
と
し
て
の
成
長
過
程
に
も
目
を

向
け
な
が
ら
全
社
員
に
行
って
い
る

と
こ
ろ
も
、
こ
の
研
修
の
優
れ
た
と

職場でメンタル不調者と向き合い、本人の就労を支えるために
～ 求められる視点とツールの活用 ～

特別座談会：
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こ
ろ
で
す
。
さ
ら
に
、
自
分
の
力
だ

け
で
悩
み
を
解
決
で
き
な
く
な
っ
た

と
き
に
専
門
家
に
相
談
で
き
る
窓

口
も
用
意
さ
れ
て
い
て
、
至
れ
り
尽

く
せ
り
と
い
う
感
じ
で
す
。
私
は
、

こ
う
し
た
総
合
的
な
取
り
組
み
が
、

社
員
は
も
と
よ
り
会
社
全
体
の
発

展
に
つ
な
が
っ
て
く
る
と
考
え
て
、

少
し
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

会
社
の
中
に

自
分
を
取
り
戻
せ
る

空
間
を

横
山
：
S
P
I
S
を
通
じ
て
私

が
関
わ
っ
て
い
る
当
事
者
の
例
な
の

で
す
が
、「
自
分
が
ど
う
し
た
い
の

か
？
ど
う
な
り
た
い
の
か
？
」
が
自

分
で
も
よ
く
分
か
ら
な
い
と
い
う
人

が
い
ま
す
。
こ
の
他
に
も
、
い
わ
ゆ

る
「
自
己
肯
定
感
」
が
低
い
の
か

な
？
と
思
わ
れ
る
人
が
見
受
け
ら

れ
ま
す
。
彼
ら
に
認
知
行
動
療
法

を
取
り
入
れ
た
ら
有
効
な
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
の
で
す
が
、

具
体
的
に
ど
う
ア
ク
シ
ョン
を
起
こ

せ
ば
良
い
の
か
悩
ん
で
い
ま
す
。

大
野
：
今
、
ウ
ェ
ブ
を
使
っ
た
新

し
い
取
り
組
み
が
で
き
な
い
か
考
え

て
い
ま
す
。
現
状
の
「
こ
こ
ト
レ
」

を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
、
気
持
ち

を
落
ち
着
け
た
い
時
に
ア
ク
セ
ス
し

て
も
ら
え
る
よ
う
な
サ
イ
ト
に
で

き
れ
ば
と
思
って
い
ま
す
。
そ
れ
を

元
に
、
何
か
あ
れ
ば
会
社
の
相
談

窓
口
に
つ
な
ぐ
と
い
う
仕
組
み
が
あ

れ
ば
良
い
で
し
ょ
う
。
同
時
に
、
全

社
員
の
知
識
を
高
め
る
た
め
に
研

修
を
行
う
。
こ
う
し
た
い
く
つ
か
の

仕
組
み
を
組
み
合
わ
せ
ら
れ
る
と

良
い
と
考
え
て
い
ま
す
。「
こ
こ
ト

レ
」
は
状
態
が
悪
く
な
る
少
し
前

の
人
、
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
って
い
る
人

に
お
す
す
め
で
す
。
状
態
が
悪
く

な
って
し
ま
っ
た
ら
、
専
門
の
ス
タ
ッ

フ
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
い
う
体
制
が

ベ
ス
ト
で
す
。
そ
こ
に
S
P
I
S

を
う
ま
く
組
み
合
わ
せ
て
、
職
場

と
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ

と
が
で
き
る
と
、
よ
り
良
い
形
の
支

援
が
可
能
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

境
：
私
自
身
は
ス
ポ
ー
ツ
で
気
分

転
換
を
し
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
う

い
っ
た
リ
ラ
ッ
ク
ス
が
苦
手
で
常
に

緊
張
し
て
い
る
状
態
が
続
い
て
い
る

方
が
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

大
野
：
人
そ
れ
ぞ
れ
好
き
な
も
の

を
見
つ
け
て
も
ら
う
の
が
一
番
良
い

の
で
す
が
、
会
社
の
中
で
自
分
を

取
り
戻
せ
る
空
間
を
作
れ
る
と
良

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
あ
る

会
社
に
出
向
い
た
時
に
気
付
い
た
の

で
す
が
、
ト
イ
レ
が
た
く
さ
ん
あ
る

の
に
い
つ
も
空
い
て
い
な
い
ん
で
す
。

ト
イ
レ
の
個
室
で
自
分
を
取
り
戻

す
…
こ
う
い
う
ケ
ー
ス
は
割
と
多
い

よ
う
で
す
。
こっ
ち
は
急
を
要
し
て

い
る
の
に
入
れ
な
い
（
笑
）。

宇
田
：
そ
う
い
え
ば
、
会
社
の
ト

イ
レ
で
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
を
実
践

し
て
い
る
と
い
う
方
を
知
って
い
ま
す

（
笑
）。

大
野
：
そ
れ
ぞ
れ
の
社
員
の
方
が
、

自
分
の
こ
と
を
考
え
る
時
間
を
持

て
る
か
？
と
い
う
点
が
重
要
だ
と
思

い
ま
す
。「
こ
こ
ト
レ
」で
も「
ち
ょっ

と
自
分
を
取
り
戻
す
」
と
い
う
こ

と
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
し
、
会

社
の
中
で
も
そ
れ
が
で
き
る
と
良

い
。
ま
た
、
ご
家
族
や
友
人
と
の

関
わ
り
を
含
め
、
大
事
に
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
さ
ら
に
良
い
と
思
い

ま
す
。
ア
メ
リ
カ
で
は
何
か
の
集
ま

り
に
は
必
ず
夫
婦
で
参
加
し
た
り

し
ま
す
よ
ね
。
日
本
で
も
も
う
少

し
そ
う
い
う
考
え
方
が
浸
透
し
て

く
れ
ば
いい
な
と
思
い
ま
す
。

︱
話
は
尽
き
ま
せ
ん
が
、
そ
ろ
そ

ろ
締
め
に
入
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
日
は
本
当
に
い
ろ
い
ろ
な
話
題
が

出
ま
し
た
ね
。

宇
田
：
今
日
、
私
に
と
って一番
印

象
的
だ
っ
た
の
は
、「
形
骸
化
し
て

し
ま
え
ば
意
味
が
な
い
」
と
い
う

お
話
で
す
。
S
P
I
S
も
放
っ
て

お
く
と
〝
形
〟
だ
け
に
な
って
し
ま

い
、
人
と
人
と
の
関
係
を
育
む
と
い

う
目
的
か
ら
逸
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

で
は一体
、
ど
こ
か
ら
〝
形
〟
だ
け

に
な
って
し
ま
う
の
か
？
当
事
者
が

S
P
I
S
の
中
で
書
く
こ
と
に
嫌

気
が
さ
し
、
外
部
相
談
員
も
毎
日

コ
メ
ン
ト
を
返
す
こ
と
に
億
劫
さ
を

感
じ
て
、
単
な
る
業
務
日
報
レ
ベル

の
や
り
取
り
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
こ
う
い
う
場
合
、
外
部
相

談
員
が
、
当
事
者
の
「
S
P
I
S

を
も
う
止
め
た
い
」
と
い
う
思
い
や
、

自
分
自
身
の
中
に
生
じ
て
い
る
「
逃

げ
た
い
」
や
「
面
倒
く
さ
い
」
と
い

う
思
い
を
ま
る
で
存
在
し
な
い
か
の

よ
う
に
振
る
舞
う
と
〝
形
〟
だ
け

に
な
って
い
く
の
で
は
な
い
か
・
・
・
・

そ
ん
な
ふ
う
に
思
い
ま
し
た
。
そ

う
い
う
意
味
で
は
、
こ
う
し
た
気

持
ち
が
生
じ
た
時
、
S
P
I
S
相

談
員
は
そ
の
こ
と
を
率
直
に
認
め
、

向
き
合
い
、
目
を
そ
ら
さ
な
い
、
こ

う
し
た
態
度
が
「
形
骸
化
し
な

い
た
め
の
大
事
な
第
一
歩
で
は
な
い

か
」、
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。
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平成30年度

JKA補助事業
活動報告

S
P
I
S
は
精
神
・
発
達
障

害
を
持
つ
方
や
メ
ン
タ
ル
不
調
の
方

向
け
の
雇
用
管
理
シ
ス
テ
ム
で
す
。

個
人
の
特
性
に
合
わ
せ
て
評
価
項

目
を
設
定
で
き
る
日
報
形
式
の
シ

ス
テ
ム
と
な
っ
て
お
り
、
入
力
デ
ー

タ
を
ク
ラ
ウ
ド
で
管
理
し
ま
す
の
で

関
係
者
間
で
情
報
を
共
有
で
き
ま

す
。
ま
た
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
パ

ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
簡
単
に

ア
ク
セ
ス
で
き
る
為
、
当
事
者
が

お
休
み
で
も
職
場
担
当
者
が
出
張

中
で
も
、
環
境
に
依
存
さ
れ
る
こ

と
な
く
利
用
が
可
能
に
な
って
い
ま

す
。

 

S
P
I
S
の
日
報
で
は
体
調
面

や
精
神
面
の
状
態
を
自
己
評
価
し

て
入
力
し
ま
す
。
評
価
項
目
は
当

事
者
の
特
性
に
合
わ
せ
て
自
由
に

設
定
可
能
で
、
通
常
は
導
入
時
に

当
事
者
、
職
場
担
当
者
、
外
部
支

援
者
の
三
者
で
相
談
し
な
が
ら
項

目
を
設
定
し
ま
す
。
ま
た
、
自
己

評
価
項
目
以
外
に
も
自
由
記
載
の

で
き
る
コ
メ
ン
ト
欄
を
設
け
て
い
ま

す
の
で
、
直
接
の
対
面
で
話
す
こ
と

が
苦
手
な
人
で
も
日
々
の
出
来
事

や
感
じ
た
こ
と
を
そ
の
日
の
う
ち
に

伝
え
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

こ
う
し
て
記
録
さ
れ
た
日
報

デ
ー
タ
は
ク
ラ
ウ
ド
上
に
蓄
積
さ
れ

て
、
当
事
者
・
職
場
担

当
者
・
外
部
支
援
者
の

三
者
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム

に
共
有
で
き
ま
す
。
ま

た
、
自
己
評
価
点
の
推

移
は
簡
単
に
グ
ラ
フ
化

で
き
ま
す
の
で
、
体
調

面
、
精
神
面
の
好
不
調

の
波
が
一
目
瞭
然
と
な

り
、
季
節
や
月
、
週
の

流
れ
を
振
り
返
る
事
が

で
き
ま
す
。
さ
ら
に
当

事
者
が
記
入
し
た
自
由

記
載
コ
メ
ン
ト
に
職
場

担
当
者
や
外
部
支
援
者

か
ら
返
信
が
可
能
で
す
の
で
、
直

接
の
対
面
に
よ
ら
ず
と
も
当
事
者
へ

の
働
き
か
け
が
随
時
可
能
と
な
り

ま
す
。
S
P
I
S
は
こ
の
様
に
当

事
者
が
日
々
記
録
す
る
日
報
を
ベ
ー

ス
に
職
場
で
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
活
性
化
を
図
る
ツ
ー
ル
で
す
。

Ｗ
ｅ
ｂ
日
報
シ
ス
テ
ム

「
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｓ
（
え
す
ぴ
す
）
」
と
は
？

1
シ
ス
テ
ム
概
要

1-1

　vfoster は、精神障害者に働く機会を提供して
雇用現場で社会生活の訓練を引き受けていた企業
経営者の団体です。前身含めて約 30 年の活動経
験を基に、地域の企業実践と行政、福祉、医療の
橋渡しを行い、働く意欲を持つ精神障害者はもと
より、誰もが働きやすい職場づくりを目指したメ
ンタルケアの枠組み作りに取り組んでいます。
　現在の主な活動として、平成26年から公益財
団法人JKAの補助事業により、離職率が高いと
される精神・発達障害者やメンタル不調者が長く
安定して働くことを支援する雇用マネジメントサ
ポート事業に取り組んでいます。そのキーツール
である「SPIS（エスピス）」も誕生から６年が経過。
この間に延べ約120の事業者で約700名にご活
用いただいています。本活動案内では、この Web
日報システム「SPIS（エスピス）」を紹介致します。

（事務局：佐伯 敬吾）

SPIS
相談員

企業
担当者

Webシステム

専門的相談・情報共有

● 部署が離 れていても
 見守りが可能

● 適切な声 かけが可能

● セルフコントロール力がアップ
● 不調シグナルの早期発信が可能

● 常駐しなくても支援が可能
● 不調の兆候 をキャッチ

障害のある

従業員
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体
調
面
、
精
神
面
の
状
態
を

日
々
、
簡
単
な
フ
ォ
ー
ム
の

日
報
に
入
力
し
ま
す
。

　

生
活
面
・
社
会
面
・
仕
事
面
な

ど
の
視
点
か
ら
評
価
項
目
を
設
定

し
、「
良
い
」「
悪
い
」
を
４
段
階

で
入
力
し
ま
す
。
こ
の
評
価
項
目

は
自
由
に
設
定
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
自
由
記
載
可
能
な

コ
メ
ン
ト
欄
も
備
わ
っ
て
い
ま

す
。

Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｓ
の
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー

1-2

クラウドサービスを利用した日報管理システム
　いつでもパソコンやスマートフォンで簡単アクセス。
　お休みでも出張中でも利用可能。

当事者の評価項目を自由に設定
　当事者本人が ”しっくりくる ” 分かりやすい言葉で設定可能。
　対面が苦手な方でも自由記載コメント欄で伝えることができる。

自己評価点の推移はグラフ表示機能で簡単に「見える化」
　不調の兆候のキャッチや適切な配慮もタイミングが図りやすい。
　印刷することで診察時の資料として活用可能。

日報データを三者で共有
　当事者本人と企業担当者、支援機間との情報共有・連携が可能に。

生活面・
出勤状況の記録
出欠 / 出退勤時刻
服薬情報 / 頓服詳細
就寝時間・起床時間

当事者コメント（自由記載）
その日の課題や感想を入力。

担当者からのコメント
職場担当者から当事者コメントへの返信

支援者からのコメント
外部支援者から当事者コメントへの返信

当事者用評価
（自己評価点）
自己評価点項目を本人
主体で設定
→本人にとって重要な
　項目を本人が分かり
　やすい言葉で表現する。

（※本人がしっくりくる言葉の方が
　  日々の変化を汲み取りやすい）
４点法による評価
真ん中を作らない。

Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｓ
の
特
徴

1

1

3

4

5

2

2

3

4

s t e p
1

1

2

3
4

5
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こ
れ
ま
で
の
普
及
活
動
で

実
施
し
た
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｓ
の
利
用
者

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
よ
り
、
当

事
者
、
職
場
担
当
者
、
外
部
支

援
者
そ
れ
ぞ
れ
の
得
ら
れ
た
効

果
を
ま
と
め
ま
し
た
。

当
事
者
か
ら

は
担
当
者
や
支

援
者
か
ら
「
見

守
ら
れ
て
い
る

安
心
感
」
へ
の

評
価
、
そ
し
て

日
報
に
自
分
の

気
持
ち
を
残
せ

る
こ
と
に
対
し

て
の
評
価
が
高

く
、
口
に
出
し

て
言
え
な
い
事

や
直
接
話
せ
な

か
っ
た
事
を
記

入
す
る
事
で
ス

ト
レ
ス
の
分
散

に
な
る
と
の
声

を
い
た
だ
き
ま

し
た
。一
方
で
、

自
己
理
解
が
深

ま
る
も
の
の
自

ら
記
録
し
た
日

報
を
基
に
セ
ル

自
己
評
価
点
の
推
移
は

グ
ラ
フ
表
示
機
能
に
よ
っ
て

簡
単
に
「
見
え
る
化
」

で
き
ま
す
。

 

自
己
評
価
点
の
推
移
を
グ
ラ
フ

化
す
る
こ
と
で
、
体
調
面
、
精
神

面
の
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
が
一
目
瞭
然

と
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
ご
本

人
に
声
が
け
が
し
や
す
く
な
り
、

季
節
や
月
、
週
の
流
れ
や
そ
の
時

の
出
来
事
を
一
緒
に
振
り
返
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

自
由
記
載
コ
メ
ン
ト
欄
で

日
々
の
出
来
事
や
感
情
を

共
有
し
ま
す
。

　

職
場
で
起
き
た
事
や
感
じ
た

こ
と
は
、
自
由
記
載
の
コ
メ
ン

ト
欄
に
記
入
で
き
ま

す
。
顔
を
見
て
話
す

こ
と
が
難
し
い
人
で

も
、
日
報
で
な
ら
そ

の
日
の
う
ち
に
職
場

の
人
に
伝
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
外
部
相
談
員
の

支
援
付
き
で
ご
利
用

い
た
だ
く
事
で
、
臨

床
心
理
士
や
精
神
保

健
福
祉
士
な
ど
の
専

門
家
か
ら
的
確
な
ア

ド
バ
イ
ス
も
貰
え
ま

す
の
で
、
当
事
者
本

人
は
翌
日
も
す
っ
き

り
し
た
気
持
ち
で
職

場
に
向
か
う
こ
と
が

で
き
、
職
場
の
方
も

接
し
方
の
ヒ
ン
ト
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

s t e p
2

s t e p
3

Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｓ
導
入
で

得
ら
れ
た
効
果
と
課
題

2
得られた効果
●担当者や支援者から見守られている安心感を得ることができた
●自分自身の体調や生活リズムについて意識的に考える事はできるようになった
●障害特性の自己理解が深まった

（自分自身のウィークポイントを認識して意識的に改善できた）
●職場の障害理解が進み、コミュニケーションが活性化した
●直接の言葉では伝えにくい体調の波や気持ちも発信できる
●日報上にコメントを残せる事で、口に出して言えない事や直接話せなかったことを
　知ってもらうことができ、もやもやした気分も自分自身で振り返って言葉にする事
　ができた

アンケートの結果まとめ　当事者
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フ
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
に
は
、

支
援
者
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
が
必
要

な
ケ
ー
ス
も
散
見
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
Ｓ

Ｐ
Ｉ
Ｓ
の
運
用
で
は
支
援
者
と
職

場
担
当
者
と
の
定
期
的
な
振
り
返

り
面
談
を
実
施
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。

企
業
担
当
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｓ
を
通
じ
て
本
人
や

支
援
者
と
情
報
共
有
す
る
こ
と
で

当
事
者
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る

機
会
が
飛
躍
的
に
増
え
た
と
の
意

見
を
多
数
い
た
だ
き
ま
し
た
。
Ｓ

Ｐ
Ｉ
Ｓ
を
導
入
す
る
こ
と
で
得
ら

れ
る
情
報
も
多
く
、
こ
れ
ら
に

よ
っ
て
職
場
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
活
発
に
な
り
、
さ
ら
に

は
こ
れ
ら
の
積
み
重
ね
に
よ
り
適

切
な
合
理
的
配
慮
の
提
供
、
そ
し

て
企
業
の
精
神
・
発
達
障
害
者
の

雇
用
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ス
キ
ル
の
向

上
に
役
立
っ
て
い
る
と
言
え
そ
う

で
す
。

外
部
支
援
者
か
ら
は
、
雇
用
現

場
に
訪
問
し
な
く
て
も
当
事
者
の

不
調
の
兆
候
を
自
己
評
価
点
の
推

移
や
自
由
コ
メ
ン
ト
の
内
容
か
ら

早
期
に
キ
ャ
ッ
チ
で
き
る
こ
と

や
、
日
々
当
事
者
と
関
わ
っ
て
い

る
職
場
担
当
者
か
ら
得
ら
れ
る
情

報
に
よ
っ
て
、
当
事
者
本
人
の
状

況
を
よ
り
客
観
的
に
理
解
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
と
の
声
を
頂
い
て

い
ま
す
。
ま
た
、
定
期
的
な
振
り

返
り
面
談
に
お
い
て
も
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｓ

を
通
じ
て
日
々
関
わ
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
面
談
時
に
は
し
っ
か
り

フ
ォ
ロ
ー
し
た
い
内
容
に
時
間
を

割
い
て
注
力
で
き
る
こ
と
が
当
事

者
・
支
援
者
双
方
に
と
っ
て
の
メ

リ
ッ
ト
で
あ
る
と
言
え
そ
う
で

す
。

　

こ
れ
ら
の
結
果
を
通
し
て
見
え

て
き
た
も
の
は
、

①
雇
用
現
場
で
当
事
者
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
働
き
か
け
、

②
企
業
担
当
者
の
当
事
者
理
解
を

促
進
し
、

③
そ
れ
が
当
事
者
に
と
っ
て
「
見

守
ら
れ
て
い
る
安
心
感
」
を
提
供

す
る
こ
と
に
繋
が
る
。

そ
ん
な
ツ
ー
ル
と
言
え
る
で
し
ょ

う
。
そ
し
て
、
そ
の
際
に
、
両
者

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
円
滑

に
回
る
様
に
働
き
か
け
る
の
が
、

外
部
の
専
門
家
の
重
要
な
役
割
で

あ
り
、
職
場
担
当
者
に
と
っ
て
も

心
強
い
存
在
で
あ
る
と
い
う
こ
と

も
付
け
加
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

得られた効果
●本人の様子からは把握できなかった辛さがわかった
●通常の会話などでは理解できなかったことが理解できた
●見えている事と本人が感じている事が違っていることがある事に気づけた
●本人のことを意識して見るようになった
●当事者理解を深める機会が飛躍的に増加した
●本人の状況が分かるので、具体的な声かけができるようになった

●自己評価がグラフによって視覚化され、本人の不調の傾向がより明確になった
●遠隔地の事業所に勤務する当事者へのフォローも容易となった
●家庭での過ごし方や不調の前兆も分かりやすくなり、業務調整がしやすくなった

●日々の声掛けや不安定時の対応など、専門家の視点やノウハウを簡単に共有できる
●外部支援が入る事によって関係者間で課題を共有でき、職場担当者も孤立せず繋がっている安心感が心強い
●複数の意見が出るので客観的な判断がしやすくなる
●企業としての精神・発達障害者の雇用マネジメントのノウハウ蓄積につながる

得られた効果
●雇用現場を頻繁に訪問しなくても、当事者の不調の兆候を早期にキャッチできる
●職場担当者からも情報をフィードバックされるので、本人の状況をより客観的に理解できるようになった
●蓄積された日報データから支援に有益な情報を簡単に抽出できる
●当事者や雇用企業に専門家の視点による助言を行う際に、具体的なデータを提示できる

アンケートの結果まとめ　職場担当者

アンケートの結果まとめ　外部支援者
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補助・助成事業等　（※平成30年10月現在）

年度 補助・助成

H25年度
WAM（独立行政法人福祉医療機構）社会福祉振興助成事業「精神障害者の就労継続支援健康評価システム事業」

助成事業者：NPO法人 大阪精神障害者就労支援ネットワーク（JSN）

H26〜
28年度

大阪府商工労働部「就労定着支援システムを活用した精神・発達障害者雇用管理普及事業」 

受託団体：NPO法人 大阪精神障害者就労支援ネットワーク（JSN）

H26 〜
30年度
現在

公益財団法人 JKA「障害のある人が幸せに暮らせる社会を創る活動捕縄事業」

補助事業者：NPO法人 全国精神保健職親会（vfoster）

H29 〜
30年度
現在

公益財団法人 日本財団「精神障害者の就労定着支援のこれからを語り合う全国フォーラムの開催」

助成事業者：NPO法人 大阪精神障害者就労支援ネットワーク（JSN）

H29 〜
30年度現在

京都府商工労働観光部「京都府障害者雇用施設整備事業等事業費補助金（定着支援事業）」
※ SPIS 導入事業者への利用料補助

H30年度
現在

京都障害者雇用企業サポートセンター
「障害者雇用における SPIS（エスピス）を活用した就労定着支援モデル事業」

平成30年度ＪＫＡ補助事業活動一覧
日程 開催地 タイトル

7 月 9 日
（月）

宮城県仙台市
TKP 仙台カンファレンスセ
ンター

精神・発達障害者の就労定着支援システム SPIS 実践講座  in 仙台

10月26 日
（日）

福岡県福岡市
西南学院大学 西南コミュニ
ティセンター（2 階会議室）

第 2 回「精神・発達障害者の雇用マネジメントを学ぶ企業と支援者の勉
強会 in 福岡」テーマ：障害特性への共感と雇用マネジメントへの視点

12 月 8 日
（土）

福岡県北九州市
社会福祉法人 北九州市手
をつなぐ育成会育成会会館

Web 日報を活用して職場の対話を活性化させる
メンタル・ケア・マネジメントシステム「SPIS 講座 入門編 in 北九州」

12月16 日
（日）

福島県郡山市
ミューカルがくと館
中ホール

Web 日報を活用して職場の対話を活性化させる
メンタル・ケア・マネジメントシステム「SPIS 講座 入門編 in 福島」

平成 31 年
1 月 12 日

（土）

福岡県北九州市
社会福祉法人 北九州市手
をつなぐ育成会育成会会館

Web 日報を活用して職場の対話を活性化させる
メンタル・ケア・マネジメントシステム「SPIS 講座 入門編 in 北九州」

1 月 25 日
（金）

東京都品川区大崎
人事労務会館 大会議室

平成 30 年度 JKA 補助事業 事業報告会＆名刺交換会
精神・発達障害者の就労定着のために
～障害者の雇用のあり方と職場の取り組みを考える～

1 月 26 日
（土）

東京都品川区大崎
人事労務会館 中会議室

対話コミュニティ・アプローチにより精神・発達障害者の就労をサポート
する「SPIS 講座 入門編」

2 月 22 日
（金）

神奈川県横浜市
横浜市教育会館 第一会議室

Web 日報を活用して職場の対話を活性化させる
メンタル・ケア・マネジメントシステム「SPIS 講座 入門編 in 横浜」

3 月 6 日
（水）

京都府京都市
株式会社島津製作所 本社

第 2 回 「精神・発達障害者の雇用マネジメントを学ぶ京都の企業と支援
者の研修会」

これまでの利用者　（※平成30年 12月現在）

事業者数 120 社（延べ数） 当事者数 約 700 名（延べ数）

こ
れ
ま
で
の
実
績

3
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Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｓ 

こ
れ
ま
で
の

普
及
活
動
と
今
後
の
展
望

4
こ
れ
ま
で
の
普
及
活
動

4-1SPISの誕生
　　就労移行支援事業所「JSN」の訓練生が有限会社奥進システムに就職。
　　ＪＳＮの訓練日報をベースに就労現場向けにアレンジする方向で企画。 
　　平成24年５月開発スタート、同年７月提供開始。 

開発のポイント
　　長く働き続けるために本人が 「気になるポイント」 を、日報の運用管理のエッ
　　センスに反映させること。
　　身心コンディションやメンタル課題などの個々人で異なる気になるポイント　
　　（評価項目）を自由に設定できること。 
　　日報をインターネットで確認でき、意見交換できる仕組みがあること。
　　定期的な振り返りを実施すること。 

助成、補助を中心とした普及活動 
　　大阪府商工労働部／ JSN の事業 （平成28年度まで）
　　約３０社約５０名による大阪府費用負担による最長３ヶ年の利用実績。 
　　公益財団法人 JKA ／ Vfoster の補助事業 
　　延べ約100社200名による JKA費用負担による利用実績。 

実用化を目指した展開へ  
より多くの事業者にサービスを提供するため、補助金等のみに頼らない普及体制
の構築 
　　システム利用料と相談料の有償化　　　　全国各地での普及活動の展開 
　　外部支援員となる専門家の養成 

このたび創刊した「しごと Mentor」に、ご意見・ご感想・ご要望をお寄せください。

 広告掲載を希望される企業や団体の方は、vfoster 事務局までご連絡ください。

1. 版　　型：　 A4 カラー　タテ型　

2. 発行部数：　 7,000 部

3. 対象読者：　 精神・発達障害者を雇用または雇用を検討
する企業、障害者雇用に関わる企業団体、都道府県および
政令指定都市の職業対策課／障害福祉課、全国のハローワー
ク、職業センター、就労支援機関、医療機関、当事者団体、
当事者　など

● この記事がよかった　　　　　　　● こんな記事が読みたい
● 取り組みを取り上げてほしい　　　● 原稿を書いてみたい　　・・・etc.

広告募集のお知らせ

ご意見・ご感想をお寄せください

4. 広告掲載料：
種類 タイプ 金額（消費税込）

表 ２（表紙の裏） カラー A4 サイズ 1 頁 80,000 円

表 ３（裏表紙の裏） カラー A4 サイズ 1 頁 60,000 円

本文 カラー A4 サイズ 1 頁 40,000 円

本文 カラー A4 サイズ 1/2 頁 20,000 円

〒532-0011　大阪市淀川区西中島 5-3-4  新大阪高光ビル 801
JSN 地域・企業連携事業部内
Tel: 06-6307-1616（JSN）e-mail: info@vfoster.org

お問い合わせは
こちらまで 事

務
局

ＳＰＩＳが誕生してからこれまでの歩みと、今後の展望についてまとめてみました。
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精
神
・
発
達
障
害
者
の

雇
用
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と

職
場
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
、

そ
し
て
そ
の
先
に 

精
神
・
発
達
障
害
者
の
雇
用
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
と
産
業
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
の
課
題
は
、
近
年
と
て
も
境
界

の
曖
昧
な
も
の
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
精
神
障
害
者
の
雇
用
義
務
化

に
注
目
が
集
ま
る
一
方
で
、
メ
ン
タ

ル
不
調
に
よ
る
休
職
者
の
復
職
支

援
や
職
場
の
メ
ン
タ
ルヘル
ス
に
対
す

る
現
場
の
困
り
感
も
、
相
当
に
大

き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
し
か
も

こ
の
課
題
に
対
す
る
支
援
の
リ
ソ
ー

ス
は
全
く
足
り
て
い
な
い
の
が
現
状

で
し
ょ
う
。

そ
れ
に
対
す
る
一つ
の
取
り
組
み

と
し
て
、
例
え
ば
特
別
座
談
会
に

登
場
頂
い
た
株
式
会
社
島
津
製
作

所
で
は
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
者
へ

の
対
応
に
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｓ
の
活
用
を
開

始
し
て
い
ま
す
。
取
り
組
み
を
通

じ
て
指
摘
さ
れ
る
の
は
、
企
業
内

で
精
神
・
発
達
障
害
者
の
雇
用
に

関
す
る
課
題
意
識
を
喚
起
す
る
に

は
、
産
業
メ
ン
タ
ルヘル
ス
の
課
題
か

ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
方
が
受
け
入
れ

ら
れ
や
す
い
場
合
も
あ
る
と
い
う
事

で
す
。
企
業
が
抱
え
る
精
神
保
健

上
の
課
題
は
企
業
規
模
や
社
内
風

土
で
千
差
万
別
か
と
は
思
い
ま
す

が
、
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
雇
用
現
場

か
ら
の
声
と
し
て一つ
の
ヒ
ン
ト
を
与

え
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

当
事
者
固
有
の
課
題
に
注
目
す

る
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｓ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
手
法
に

精
神
保
健
福
祉
手
帳
の
有
無
は
関

係
あ
り
ま
せ
ん
。
S
P
I
S
普
及

活
動
を
通
し
て
私
た
ち
が
何
度
も

リ
ア
ル
に
見
て
き
た
の
は
、
当
事
者

が
職
場
に
居
場
所
を
見
出
し
て
生

き
生
き
と
働
く
よ
う
に
な
る
姿
、

そ
し
て
そ
の
過
程
で
職
場
全
体
が

風
通
し
の
良
い
働
き
や
す
い
雰
囲

気
に
変
わ
って
い
く
姿
で
す
。

即
ち
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｓ
の
活
用
に
よ
る

雇
用
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
ス
キ
ー
ム
は
、

①
外
部
の
専
門
家
の
力
を
借
り
な

が
ら
、
メ
ン
タ
ル
の
課
題
を
抱
え
る

従
業
員
と
職
場
の
担
当
者
の
間
で

S
P
I
S
の
今
後
の
展
望

S
P
I
S
普
及
活
動
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

4-2

・有償サービスとしての運用開始
（有償サービス利用者：22 社 52 名）

・さらなる利用拡大、実用段階へ

3 r d  s t e p  :

普及期

2 0 1 6 2 0 1 7 2 0 1 8 2 0 1 9   . . .

　大阪商工労働部（3ヶ年事業） 
　「就労定着支援システムを活用した精神・発達障がい者雇用管理普及事業」 
　受託団体： 　NPO法人 大阪精神障害者就労支援ネットワーク（JSN） 

　京都府商工労働観光部（2017年度より継続中） 
　「京都府障害者雇用施設整備事業等補助金
　 （定着支援事業）」

　公益財団法人 日本財団（2017年度より） 
　「精神障害者の就労定着支援のこれからを語り合う全国フォーラムの開催」 
　助成事業者：NPO 法人 大阪精神障害者就労支援ネットワーク（JSN） 

　公益財団法人 JKA（2014 年より継続中） 
　「障害のある人が幸せに暮らせる社会を創る活動補助事業」 
　補助事業者：NPO 法人 全国精神保健職親会　（vfoster） 

4 t h  s t e p  :

実践期
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の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
を
活
性
化
さ

せ
る

②
そ
の
事
に
よ
り
当
事
者
が
職
場

に
安
心
感
を
持
って
働
け
る
よ
う
に

な
る

③
さ
ら
に
そ
の
プ
ロ
セ
ス
が
精
神
・

発
達
障
害
者
あ
る
い
は
メ
ン
タ
ル
不

調
者
に
対
す
る
企
業
の
雇
用
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
ス
キ
ル
を
向
上
さ
せ
る

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

だ
と
す
る
と
、
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｓ
が
こ

の
先
に
目
指
す
も
の
は
何
で
し
ょ
う

か
。
も
し
か
す
る
と
精
神
・
発
達

障
害
者
の
雇
用
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
者
へ
の
フ
ォ
ロ
ー

に
す
ら
と
ど
ま
ら
な
い
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
平
成
27
年
か
ら
制
度
ス

タ
ー
ト
し
た
ス
ト
レ
ス
チ
ェッ
ク
で
の

高
ス
ト
レ
ス
者
、
あ
る
い
は
介
護
や

育
児
な
ど
で
働
く
事
に
困
難
を
抱

え
る
方
の
メ
ン
タ
ル
不
調
の一次
・
二

次
予
防
、
退
職
率
が
高
い
と
さ
れ

る
新
卒
社
員
に
対
す
る
メ
ン
タ
ー
的

な
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
な
ど
、
職
場

で
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
改
善
が

働
き
や
す
さ
に
つ
な
が
る
全
て
の
事

象
が
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｓ
の
適
用
範
囲
と
な

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
こ
最
近

で
大
手
企
業
か
ら
シ
ス
テ
ム
導
入
に

関
す
る
問
い
合
わ
せ
が
増
え
て
き

た
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｓ
、
精
神
・
発
達
障
害

者
の
就
労
生
活
を
支
え
る
活
動
を

長
く
続
け
て
き
た
私
た
ち
は
、
こ

れ
か
ら
も
当
事
者
も
関
係
者
も
共

に
成
長
し
て
い
く
た
め
、
大
き
な

視
点
を
持
って
課
題
に
取
り
組
ん
で

参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

・ＳＰＩＳ提供開始
・助成、補助のトライアル開始
（補助対象者：10 社 32 名）

　SPIS提供スタート

・補助事業を中心とした運用
（補助対象者：135 社 275 名）

1 s t  s t e p  : 2 n d  s t e p  :

黎明期 実証期

2 0 1 2 2 0 1 3 2 0 1 4 2 0 1 5

　独立行政法人福祉医療機構（WAM）
　社会福祉進行助成事業
　「精神障害者の就労継続支援健康評価システム事業」
　助成事業者：
　NPO 法人 大阪精神障害者就労支援ネットワーク（JSN） 

　大阪商工労働部（3ヶ年事業） 
　「就労定着支援システムを活用した精神・発達障がい者雇用管理普及事業」 
　受託団体： 　NPO法人 大阪精神障害者就労支援ネットワーク（JSN） 

　公益財団法人 JKA（2014 年より継続中） 
　「障害のある人が幸せに暮らせる社会を創る活動補助事業」 
　補助事業者：NPO 法人 全国精神保健職親会　（vfoster） 
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編集後記 Information
■職親会事務局で仕事をさせていただいて常々思う
のは、企業は従業員のメンタル課題はじめ働く上で
の困難を抱える方にインクルーシブであって欲しい
ということと、福祉や医療の支援者は経済活動に対
するセンスをもっと磨いて欲しいということです。
企業は利益を確保しなければ活動継続できません
が、活動の源泉たる従業員が心身ともに健康で高い
生産性をあげる環境づくりがその根幹にあるはず。
そして支援者は、当事者に単に受容・共感的なだけ
ではなく、その人のチャレンジングな課題にも敏感
であって欲しいし、その中でも働いてお金を稼ぐこ
とがどれほど当事者の社会的自立を促すかという視
点も大切だと思うのです。そして働き方の多様性が
世の中でもっと受け入れられれば、これまで働くこ
とを諦めてきた沢山の当事者がもっと社会参加でき
るようになるはず。そんな思いで編集した「しごと
Mentor」創刊 2 号。密度の濃い内容になったのでは
ないかと思います。（三原 卓司）

■昨年は中央省庁による法定雇用率水増し問題で持
ちきりでしたが、その一方で精神障害者の法定雇用
率算入と定着支援事業のスタートの年となりました。
今回の多様な働き方の取材では、当事者が働き易い
環境を作ってあげることが、結果的に企業にとって
も様々なメリットを生み出すことが改めて見えてき
ました。実際に取材中は当事者や職場の方からたく
さんの笑顔や元気を頂きましたので、そのような働
き易い空気感も伝わると嬉しく思います。私自身、
当事者として就労移行支援での訓練を経て入職後 2
年を迎えようとしています。こうして働き続けるこ
とができているのも、日頃より私を支えてくださっ
ている皆様のお蔭だと思っております。皆様との出
会いにも感謝です。（佐伯 敬吾）

■三つの記事を担当しました。一つ目は大野先生を
交えた座談会。認知行動療法と SPIS について「どち
らも形骸化してしまうと意味がない」という話が出
ました。システムと人間、両方からのサポートを組
み合わせていく重要性を再認識しています。二つ目
は短時間雇用プロジェクト。少しずつ働く時間を増
やし、力を付けたいという当事者と、少しの時間だ
け限られた業務を手伝ってほしいという雇用主。双
方のニーズを掘り起こした、非常に合理的かつ血の
通った雇用形態です。そのアイデアに感服すると共
に、今後の広がりに期待が膨らみます。三つ目は夢
屋さんの取り組み。「多様な働き方」というと、都市
部の大企業が先進的に行うイメージが強かったので
すが、夢屋さんでは「社会のトレンドだから」とい
う視点はまったく無く、「当事者がより働きやすい環
境を整える」という視点で在宅勤務を取り入れたそ
うです。そのサポート力の温かさ、力強さに胸を打
たれた取材でした。（太田 裕子）

第２巻第１号・通巻２号  平成 31年 2月10日発行

発行日：平成31年 2月10日
発行元：NPO法人  全国精神保健職親会（vfoster）
編集人：三原  卓司　　発行人：保坂  幸司

連絡先：NPO法人  全国精神保健職親会（vfoster）
　　　  大阪市淀川区西中島5-3–4  新大阪高光ビル 801
　　　  JSN 地域・企業連携事業部内

※本誌記事の無断掲載を禁じます。

■法人名の変更
特定非営利活動法人 全国精神障害者就労支援事業所
連合会は、平成 30 年 4 月より ＮＰＯ法人 全国精神
保健職親会に改称いたしました。

■公益財団法人ＪＫＡ
平成30年度 公益事業振興補助事業
本誌は公益財団法人 JKA 平成 30 年度公益事業振興
補助事業で採択された「精神・発達障害者の雇用管
理に関するノウハウを啓発する事業」の一環で制作
しております。事業の実施概要は下記の通りです。

① 精神・発達障害者の雇用管理ノウハウ研修
　 会の開催（38ページに開催状況を掲載）
精神・発達障害者を雇用する企業で当事者従業員の
雇用管理スキルの向上を目指し、人事労務担当者や
直属上司を対象とする研修会を全国で開催する。

② インターネットによるメンタルヘルス支援ソフ
　 トの配布・運用（SPIS 試験運用の機会提供、
　 教育・研修・研究等による事業協力など）
本事業の研修で用いる支援技術の教材モチーフには、
就労支援事業所の評価記録法をアレンジしたメンタ
ルヘルス支援ソフトを活用し、これを企業担当者、
当事者、外部支援者に配布する。当事者のメンタル
ヘルスはこの支援ソフトで管理し、企業担当者、外
部支援者が同じデータを共有して三者連携により支
えあう事で、精神・発達障害者の継続就労を企業内
で支援する。

③啓発冊子の印刷・配布
　（本誌および年次事業報告書）
精神・発達障害者の雇用管理に関わる最新の注目ト
ピックスを取り上げるとともに、支援ソフトを活用
する企業を含めた取り組み事例の紹介や、前項の研
修会や啓発セミナーの模様を記録した啓発冊子を作
成する。

■ vfoster サロン
　当会では「vfoster サロン」と称する少人数の座談
会を定期的に開催し、就労をテーマとした精神保健
分野の話題について自由闊達に語り合う場を設けて
おります。会員同士の親睦や情報交換、新規会員様
に取ってのオリエンテーションとなる場として毎回
好評を博しております。ご興味のある方は事務局ま
でお問い合わせ下さい。

精神・発達障害者の

就労をサポートする
お役立ちマガジン
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B5判/32ページ　　
定価：（本体260円+税）

● 障がい者の採用に関わる人事担当の方
● 障がい者と一緒に働く社員の皆様
● コミュニケーションや仕事の指示の出し

方に不安がある方
● 障がい者が携わる仕事の調整に関わる方
● 体調管理などの工夫について知りたい方

精神・発達障がい者と
一緒に働く

みんなで理解しよう
合理的配慮

B5判/32ページ　　

精神・発達障がい者と
一緒に働く

みんなで理解しよう 合理的配慮

総監修 朝日 雅也 埼玉県立大学保健医療福祉学部社会福祉子ども学科教授、
  埼玉県自立支援協議会会長、日本職業リハビリテーション学会会長

監　修 特定非営利活動法人 全国精神障害者就労支援事業所連合会（略称:vfoster）

協　力 NPO法人 大阪精神障害者就労支援ネットワーク（略称:JSN） 

？ コミュニケーション面の
心がけ

？
仕事の指示の出し方

？
体調面の管理

総監修 :朝日 雅也
監　修 :特定非営利活動法人 全国精神障害者就労支援事業所連合会
 （略称 :vfoster）

協　力 : NPO法人 大阪精神障害者就労支援ネットワーク（略称 :JSN） 

こんな方におすすめ！

他にも関連書籍が多数あります

98

清潔な身だしなみが
できること

あいさつが
できること

時間が守れること

1

2

3

返事・報告が
できること

身の回りの
片付けが
できること

4
5

風間さん
店長

指導、相談等の担当者を定める
精神障がいのある方は、問題や悩みなどを報告、相談することに困難を抱えることがあります。そのため、
仕事の指導や相談に応じる担当者を定めることは、障がいのある方の不安解消につながります。その際、担
当者が一人で負担を抱え込まない体制づくりも必要です。

ほかの社員に障がいについて説明
本人のプライバシーに配慮したうえで、蜂須賀さんのような同じ部署で一緒に働く人に、障がいの内容や必
要な配慮を事前に説明することは、一緒に働く人の不安感だけでなく、障がいのある方の孤独感を解消する
ことにもつながります。

●●●●●●●●●コミュニケーション に関する配慮について

障がいがあるからといって「特別扱い」をして気を使いすぎるのでは

なく、「自分の気持ちをしっかり伝える」ことを大切にすることが、本

人の意欲をあげることもあります。「特別扱い」しないということは

「全く配慮をしない」ということではありません。日頃から周りのス

タッフが注意深く障がいのある方の様子を見守っていたからこそ、み

んなが働きやすい職場になったのです。 

気持ちをしっかり伝える
休憩中…

このホームセンターでは、障がい
のある方に対し、働く上での5つ
の約束を守ってもらっています。

統合失調症。
ホームセン
ターの品出し
の仕事を始め
て3か月目。

店長

藤川さん

風間さん

藤川さんと同じ品出しの
仕事を行うパートさん。

蜂須賀さん

職場でのコミュニケーションについて
●● ●

マンガで配慮の仕方を紹介し
ているから、実際に一緒に働く
様子をイメージしやすい！

商 品 名 サンプル希望 見積希望 注文希望 部　数
みんなで理解しよう 合理的配慮　精神・発達障がい者と一緒に働く □ □ □
こころを強くする　メンタルヘルスセルフケアマニュアル □ □ □
ハラスメントを防ぐ　アサーティブな話し方・伝え方 □ □ □
組織と働く人を守る　重大トラブル 防止ブック □ □ □

□ □ □
お客様名（見積書送付先）
団 体 名

担当部署名 担当者名

住 所（必ずご記載ください） 〒　　　-
TEL FAX

メールアドレス □ 弊社からの新刊案内を希望しない
見積書の送付形式 □ ＦＡＸ　　　　□ 郵送 希望納品日 　　　　　月　　　　日

こころを強くする 
メンタルヘルス
セルフケアマニュアル
B5判/32ページ  
定価：（本体260円+税）

組織と働く人を守る 
重大トラブル 
防止ブック
B5判/54ページ
定価：（本体475円+税）

ハラスメントを防ぐ 
アサーティブな
話し方・伝え方
A4判/40ページ
定価：（本体400円+税）



vfosterとは？

vfosterにご入会を！

- 精神障害者の就労支援に取り組む
  経営者の集まり -

企業、福祉、医療、行政
それぞれの取り組みの橋渡し
地域の取り組みを全国につなぐ

vfoster は、精神障害者に働く機会を提供して
雇用現場で社会生活の訓練を引き受けていた経
営者の団体です。前身含めて約30年の活動経
験を基に、地域の企業実践と行政、福祉、医
療の橋渡しを行い、働く意欲を持つ精神障害者
はもとより、皆が働きやすい職場づくりを目指したメ
ンタルケアの枠組み作りに取り組んでいます。

会員区分 会費（年額）
個人会員／個人賛助会員 5,000 円（当事者は半額）

団体会員／団体賛助会員
Ａ（従業員 301名以上）　
Ｂ（従業員 201 - 300名）　
Ｃ（従業員 51 - 200名）
D（従業員 50名以下）

100,000 円
60,000 円
40,000 円
20,000 円

　vfoster 検　索

主な活動
● 精神・発達障害者の雇用マネジメント サポート事業（SPIS普及活動）
● 精神・発達障害者の就労に関する啓発活動
　 （セミナー・研修会の開催、啓発資料の制作）
● 精神・発達障害者の就労に関する調査・研究活動
● 精神・発達障害者の雇用主、支援機関、行政機関、当事者の
　 全国的ネットワークづくり
● 職域メンタルヘルスの環境整備 サポート事業（ストレスチェック システムの提供）

発行：NPO法人 全国精神保健職親会
頒価  400円

競輪の補助事業
「しごと Mentor」の製作費は、
公益財団法人 JKA から公益
事業振興補助事業による資金
の補助を受けています。

精神・発達障害者の就労をサポートする

お役立ちマガジン 協賛団体：


